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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「リンイチローよ、頼みがある」

「なんだよクラウ？」

　人呼んで〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟。

　弱冠一六の乙女でありながら、剣を振るえば天下に並ぶ者は無く、その力は比ひ喩ゆや誇張抜きで一騎当千。重装歩兵一〇〇〇人分にも匹敵する。

　さらには、その美び貌ぼう。まるで戦場に咲く大輪の百ゆ合り。長い髪が風にそよげば、敵兵すら皆その目と心を奪われた。

　国家の誉れ。王都アデルベーンの守護者。最も敬けい虔けんかつ最も忠ちゆう節せつあふれる騎士ローズバド。

　その名もクラウゼラ・ルー・コトヴィック。

《魔法地平シーズベツド》全土に名を知らしめた女騎士は今──、

「頼みというのは姫殿でん下かのことだ。つまり、その……」

　真剣な眼まな差ざしで、俺に頼みごとをしていた。

　ただの高校生であるこの俺に。

「リンイチロー……姫殿でん下かをジャスコに連れていけ！」

　はい？　ジャスコだと？

　そう言うクラウゼラクラウの後ろには、タタミに寝っ転がって手足をじたばたさせる姫の姿があった。

「ジャスコー!!　ジャスコー!!　連れてくのじゃー!!　お買い物して、フードコートでご飯食べて、遊戯コーナーでクレーンゲームやりたいのじゃー!!　ジャスコー!!　ジャスコー!!　連れていけー!!　ジャスコっ！」

　なんなんだ。

　祖国ではその美しさ故に〝金きん鳳ぽう花げの君〟と呼ばれていたらしいポー姫（八歳）は──最後の『ジャスコっ』でタタミの床をゴロゴロと転がりながら、俺の方へと迫ってきた。二つ名の由来となった金髪をバサバサと振り乱しながら。

「ジャスコっ！」

　また、ゴロゴロゴロゴロ。

　転がるな。迫るな。超ウザい。

「おお、ジャスコ──そこに行けばどんな夢でも叶かなうという、どこか遠くにあるユートピア……。偉い大だいな海賊王が、この世の全すべてを置いてきたという……」

　違う。そんなところじゃない。












　というか姫、ジャスコをどんなところだと思ってるんだ？

　こんな調子で呆あきれていると、女騎士が俺に一言──。

「どうだろう、リンイチロー。姫殿でん下かもこのように言っておられるし、ほら……」

　なにが『ほら』だ。

　お前も、あんまり甘やかすんじゃない。







　窓の外では、空は空色。

　五月下旬の穏おだやかなブルー。

　女騎士クラウと姫ポー──この二人が来て以来、俺の日常は騒がしい。

　なぜ、こんなことになったのか、少々説明を要するだろう。

　そう、あれは一〇日ほど前の夜のこと……。






第一章







ポー姫「今度、議会に『今後、女性騎士のことは〝クッコロ〟と呼称する』という法案を提出しようと思うのじゃが、どうであろう？」

クラウ「？　よく分かりませんが、あまり良い意味ではないような……」
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　大聖堂、西の塔。その螺ら旋せん階段のおよそ中ほど。

（もはや、これまでか……）

〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟と呼ばれた騎士ローズバドクラウゼラは、くっ、と悔しさで奥歯を嚙かんだ。

「……姫殿下、我が〝騎士の封印バド〟をお解きください」

　空は、空色。

　この季節特有の、青紫色をした空だ。魔力シーズ滓かすの蒸気で霞かすんだ空。半分欠けた太陽が放つ光は弱々しく、真昼ながらも仄ほの暗ぐらい。

　塔のアーチ窓からは、そんな王都アデルベーンの一七月にありふれた空が見えた。さらには、戦いくさの黒煙も。

　連合王国の王都たるアデルベーン。その中央には、王の宮きゆう殿でんを兼ねた巨大聖堂が聳そびえ立たつ。これこそが《魔法地平シーズベツド》で最も豪ごう奢しやで美麗と名高いイース大聖堂。またの名を琥こ珀はく宮。王都アデルベーンにこの建築物があるからこそ、この国く家には『イース神聖連合王国』と呼ばれているのだ。

　だが、その威い容ようは過去のもの。今まさに蹂じゆう躙りんされつつあった。

　緑の肌の亜人デミヒユーム──オークどもの手によって。

　窓から外を見下ろせば、現実を否いや応おうなしに突きつけられる。青紫の空の下には、聖堂を包囲し、今まさに雪な崩だれ込こまんとする大だい軍ぐん勢ぜい。その数、ざっと四万にも上ろうか。

　オークたちは皆、豚や猪いのししに似た頭部と、でっぷり太った巨きよ軀くの持ち主で、鎧よろいを纏まとわない半裸の姿。手にした武器も丸太で作った棍こん棒ぼうだった。その姿はまさしく野や蛮ばんそのもの。半数ほどは角飾りのついた兜かぶとを被かぶっていたが、これは防具ではなく単なる装飾品であったのだろう。

　一方、大聖堂側の守りはわずか一八〇〇。

　剣や鎧で完全武装していたが、二〇倍以上の数が相手では防戦一方になるしかあるまい。そもそもオークたちのぶ厚い皮膚は、強度において軽歩兵用の革かわ鎧よろいを上回り、太い腕で振り回す棍棒は鋼鉄の盾を一撃でひしゃげさせる。装備の差など実際には無きにも等しい。

　クラウは眼前に広がる景色に歯は嚙がみしつつ、その背におぶった少女に請うた。

「我が〝騎士の封印バド〟を解き、私に戦えとお命じください。前線に向かい、他の兵士たちと共に戦えと。我が戦剣ローゼウムの力を以もってすれば、オークどもに一太刀報いることもできましょう。その隙すきに、どうか姫殿でん下かはお一人で塔の頂上──隠し部屋の〝大扉ゲート〟よりお逃げくださいませ」

　だが──、

「否いな、許さぬのじゃ」

　騎士ローズバドの背で幼い少女がかぶりを振ると、黄金の髪がきらきら揺れる。『黄き金んの氏族』と称たたえられた王家特有の輝きだ。

　彼女こそはイース神聖連合王国王位継承権第二位、ポーリリファ・ルーカ・アデルベーン・ジャッセン、八歳。

　あるいは、ポー姫。〝金きん鳳ぽう花げの君〟。

　王の娘にして、女騎士クラウが〝主あるじ〟と定めた少女であった。

　その幼い姫の唇が、八歳とは思えぬほど堂々とした語調で告げる──。

「クラウゼラよ、〝騎士の封印バド〟は解かぬ。妾わらわから離れることは許さぬのじゃ」

「そんな！　なに故でございましょう!?」

「汝なんじが千人力であることは、妾もよく知っておる。しかしオークどもとの兵力差は一いち目もく瞭りよう然ぜん。今さら勝敗は覆せまい。……我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウよ、汝はここで死ぬ気じゃな？」

「……っ！」

　クラウは、沈黙した。胸の内を見透かされて。

　敗者として生きるより、武人としての死を選ぶ──そんな脆ぜい弱じやくさを咎とがめられて。

「騎士ローズバドとして誓ったはずじゃぞ。生も死も、全すべてを主あるじに捧ささげると。その妾わらわの許しなく、死を選ぶことまかりならぬ。これは命令じゃ。

　妾と来い、クラウゼラ。そして共に生きるがよい。それはきっと死よりも辛つらく厳きびしい戦い……。くふふっ、そんな戦場に妾を一人で放ほうり出す気か？」

「姫殿でん下か……」

「それに──万が一戦死し損ねて捕ほ虜りよになったら、きっとこんな目に遭わされるのじゃぞ？　……ほれ、この画面を見るがよい」

「？　こ……これは！」

　やがて二人は隠し部屋の〝大扉ゲート〟へと入り、そして……。
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　──ピンぼンパンポン

『──ザザッ、ガピー……平へい家け町ちよう役場、環境整備課よりのお報しらせです。本日午後九時をもって三時間当たり雨量が七〇ミリを越えました。各町区の月当番は、雨天見回りをお願いします』




「それじゃ俺、ちょっと田んぼの様子見てくる」

　時間は、夜の九時すぎ。空は雷雨。この町では各家庭ごとに町内放送用のスピーカーが設置されているのだが（いわゆる『田舎あるある』だ）、さっきの放送はそこから流れたものだった。

　とりあえず、田舎の悪口を言わせてもらおう。

　俺──瀬せ田た麟りん一いち郎ろう（一六歳）は田舎があまり好きではない。

　なぜかと問われれば、俺が日本の平均的な高校二年生であるからだ。高校二年の男子というものは普通、田舎が嫌いなものだった。旅行で寄るならいざしらず、住むとなれば大概は嫌がる。若者というのは都会に憧あこがれるものなのだから。

　この町の名は、平へい家け町ちよう。

　岐ぎ阜ふ県東端の山間部にある小さな町で、岐阜と長なが野のと愛あい知ち、三つの県の県境近く──つまりは三つの県から辺境扱いされている、ザ・田舎とでも言うべき町だった。

　総人口はたったの八七三人で、都市部の小学校の生徒数並み。面積も四一・六七平方キロメートルと狭い上に、そのほとんどが山だの山林だの川だので、人間が住んだり農地にしたりできる場所はさらに少ない。

　とはいえ、だったら美しい大自然に包まれているのかといえば意外とそういうわけでもなかった。山にはゴルフ場があって森にバリカンで刈り上げたような跡を作っているし、そもそも山に生えてる木なんて植樹された杉の木ばかりだ。町の真ん中には大きな川が流れているが、その川沿いには小さな工場が二軒も建っていて、いずれも煙突から二四時間白い煙を噴き上げている。

　これこそが、リアルな田舎の光景だ。全すべての田舎が大自然なわけでもないし、そんなに美しいわけでもない。

　よく『田舎は空気が綺き麗れい』と言う人がいるが、それもまるで噓うそっぱち。田んぼは泥臭いし、畑は肥料の鶏けい糞ふん臭い。皆、車をフルに使って移動するため都会以上に排ガスだらけ。山からは杉花粉が大量に飛散し花粉症罹り患かん者しやに地獄の苦しみを与え、空くう気き清せい浄じよう機きの唸うなりは一年中絶えることがなかった。

『臭い』でついでに思い出した。この地域ではトイレは汲くみ取とり式か、浄じよう化か槽そうでキレイにしてから川に流す方式を取っている。しかし一般的なイメージと違い、どちらの方式も都会のトイレと比べて格段に臭いわけではない。昔の〝ぼっとん便所〟ならいざ知らず、最近のトイレはよくできているのだ。──ただし、例外は新築の家。便槽内で臭においを除去する微生物が増殖していないからとかそんな理由で、意外なことに新しい建物に限って妙な臭いを放っていた。以上、田舎のトイレ豆知識だ。

　だが、今この瞬間、俺が田舎を嫌いなのは、景色のせいでも臭いのせいでもない。

　雷雨の中、田んぼの見回りをさせられているからだった。

　都会では死亡フラグギャグでしかない『ちょっと田んぼの様子見てくる』も、田舎の人間にとっては違う。大雨が降ったら、田んぼや用水路が溢あふれてないかを見回りに行くのは月当番（町区会の日直のようなもの）の大事な仕事。我が家は農家じゃないので余よ所その家の田んぼを見回ることになるのだが、だからといってサボるわけにはいかない。近所から村八分になってしまう。おしゃれな店も遊ぶ場所もなく、しかし義務と危険とご近所トラブルには満ちている。それが田舎というものだ。

　というわけで、とにかく田舎サイテー。都会サイコー。……ふう、スッキリした。環境問題からトイレ事情まで長々と田舎の悪口を続けてしまった。我ながらかなりの名演説だったと思う。ともあれ、そんな田舎町の嵐あらしの夜。

　雨あま合がつ羽ぱにゴム長、手には懐中電灯といういでたちで、あぜ道を歩いていると──、




　──きらっ、きらっ




　と懐中電灯の光が反射した。きらり、きらりと計二回。

　一つは銀色に。もう一つは金色に。

（あれは……人間!?）

　銀色のきらりは『銀色の鎧よろいを着た人間』。

　金色のきらりは『金色の髪をした人間』。

　あぜ道の上に人間が二人、気を失って倒れていた。

　それも、美人と美少女だった。
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　農村のあぜ道には、よくリヤカーが放置されている。

　これも『田舎あるある』だったが、今回ばかりは田舎に感謝だ。女の子とはいえ人間二人、ましてや片方は鎧よろい姿なんて、背負って運ぶのは無理だろう。

「おやおやまあ、麟りん一いち郎ろうったら！　また面倒なものを拾ってきたね？」

　俺の運んできた二人を見て、着物に割かつ烹ぽう着ぎ姿の瀬せ田たトメ子（七二歳）──うちの祖ば母あちゃんは、玄関先で眉まゆをしかめた。

「やれやれ、お前ときたら昔から、タヌキの子だのヘンな鳥だの、おかしなものばかり拾ってくるんだから」

「うるさいな、見つけちまったんだから仕方ないだろ」

　特に今回は人間だ。タヌキや鳥ならいざしらず、人間を見つけたまま放置してたら、そっちの方がよっぽど面倒なことになる。

「ふん……まあ確かに、見つけちまったんだから仕方ないね。二人とも女の子だから、お前が拾ってくる気持ちも分かるよ。まったく、子供のクセに色気づいて」

「人聞き悪い！　そんなつもりで連れてきたわけじゃない！」

　とはいえ、やましい気持ちが完かん璧ぺきにゼロだったかと言えば噓うそになる。

　リヤカーの荷台で気絶していた二人のうち『銀色』は、たぶん俺と同じく一六、七歳。雨と泥で汚れてはいたが、髪は金色と茶色の中間で、腰まであるストレートロング。肌は白。ややキツめながらも整った顔立ちをした、きりりとした美人だった。

　そして、着ているのは鎧。銀色に磨かれた西洋甲かつ冑ちゆうだ。腰にはやはり西洋式の両刃剣を挿している。こんな女の人を『まるで○○のような』と喩たとえる言葉を、俺は一種類だけしか知らない。

　即すなわち『女騎士』。

『まるで女騎士のような女の人』だ。

　一方『金色』の方を喩えるならば、それはまさしく『お姫様』。

　歳としは七、八歳といったところか。まだ幼いが、その美び貌ぼうはまさに美少女──いや、美幼女。やはり雨と泥で汚れていたものの、それでも彼女の愛らしさは隠しきれない。

　ふわりとウェーブのかかった髪は、きらきら輝く黄金色。肌は透き通る雪のよう。さらにはウェディングドレスを思わすフリルだらけのドレスに、色とりどりの宝石がはめ込まれた王冠テイアラ。──これぞ、まさしく『絵に描かいたようなお姫様』だ。

　二人とも顔立ちからして日本人ではないようだが、それを差し置いても、どちらの格かつ好こうも普通ではない。女騎士の方なんて剣持ってるし。

　冷静に考えてみれば関かかわりたくないタイプの二人だったが……しかし、重ね重ね言うが美人と美少女！　つい、こうして家に運び込んでしまったというわけだ。

「しょうがないねえ……。アタシはこの子たち着替えさせるから。麟りん一いち郎ろうはあっちの部屋に布団敷いてな。まったく、この孫は面倒なことばかり持ち込んで」

　祖ば母あちゃんはぶつくさ文句を言いながらも、まだ意識の戻らない二人を家の中に運び込むと、玄関口でずぶ濡ぬれの服を脱がせて体を拭ふき、寝巻き用の浴衣に着替えさせる。

　俺と二人暮らしをしているこの祖母ちゃんは、口は悪いし性格もそんなに良くないが、行き倒れた人間の世話をする程度には親切な人間だった。

　二人を脱がせたり着替えさせたりしている間、俺は空いている部屋に布団を敷く。うちは決して金持ちではないものの、それでも家は庭付きの４ＬＤＫ。家が広くていつでも部屋が余っているのは田舎の数少ない長所のひとつだ。

　フスマの向こうから服を着せ替える衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきたが、覗のぞきたい衝動を必死に理性で抑えつける。

　そして、約一〇分後──。

「ほら、着替えさせ終わったよ。けど、お前、やっぱり自分の好みだからこの子たち家に連れてきたんだろ？　特にこっちの鎧よろい着てた方の子、あんたが机の引き出しに隠してあるＤＶＤ〝スウェーデン巨乳天国　北欧から来た妖精ブロンドたちⅥ〟のパッケージにそっくりじゃないか」

「そ……そんなＤＶＤ持ってない！　というかババア、人の部屋勝手に入るな！」

「だったら、もっと念入りに隠しとくんだね。いいから麟一郎、手伝いな。この子たちを布団に運ぶよ。金髪のちびすけは軽いからいいけど、スウェーデン娘はアタシ一人じゃ運べないからね」

　分かったよ。

　どうでもいいが、スウェーデン人なのはＤＶＤの女優さんであって、この人じゃないからな？　祖母ちゃん、本気で勘違いしてないだろうな？

　ともあれ、俺は祖母ちゃんと二人で女騎士を布団に運ぶ。

　浴衣姿の女の子を運ぶのは、さすがに心臓がドキドキした。ただでさえ薄着の女子の体を触るのは緊張するものだが、その上浴衣！　構造上、油断すると胸や足が見えそうになってしまう。

「麟一郎は頭側を持ちな。背中側から、両方の二の腕を摑つかむような体勢で」

「おう」

「ちなみに、よく『二の腕とオッパイは同じ柔やわらかさ』って言うね」

「祖母ちゃん、なぜ今そんな情報を!?」

「思い出したから言ってみただけだよ」

　だからって、こんなときに言うな！　思い出す必然性も全然無いし！

　俺が女騎士の二の腕を摑むと、手に柔らかな感触が……。すべすべの肌に、うっすらと柔やわい脂肪。だが、その奥にはぎゅうっという筋肉の弾力を感じた。さすがは女騎士。そうか、これが彼女の胸の感触なのか……。

「……って、いやいやいや！　祖ば母あちゃんがヘンなこと言うから、余計な想像しちまうじゃないか！」

「そうかい。そりゃすまなかったねえ。ところで、もう気づいたかい？」

「？　なんだ？」

「胸のところよく見てみな。巨乳好きのお前にとっては、残念なことなんだろうが……この子の鎧よろいの、胸甲っていうのかね、胸んとこの甲かつ冑ちゆう。オッパイの形に膨らんでたろう？　けっこう大きなサイズでさ」

　ああ、そういや、そんな形になってたな。

「アレ、上げ底だったよ。本物の『中身』と大きさが全然違ってた」

　えっ？　そうなの？

　しかし、言われてみれば確かに……。女子の浴衣姿を見慣れないので分かりにくいが、そんなに大きいサイズではない。

「着替えさせたついでにジロジロ見たから知ってるよ。この子、実は貧乳なのさ。……いや、ただの貧乳とはちょいと違うね。定年退職するまで高校の養護教諭だったアタシには分かる。これはスポーツやってる女の子特有の『アスリー乳にゆう』！　引き締まった胸筋の上に脂肪の少ない乳房が乗っかった、女性アスリート特有の貧乳さ！」

「祖母ちゃん、いいかげんにしろ！　そういう説明いらない！」

　というか、説明されてもよく分からないぞ。いったい、どういう乳なんだ？

　だが今の祖母ちゃんの語り口からは、たしかに彼女の二の腕の感触を連想させた。やはり『胸と二の腕は同じ感触』という説は信しん憑ぴよう性せいがあるものなのか!?

「どちらにしても、世間的には駄乳の類たぐいではあるね。どうする？　巨乳じゃないから助けるのやめるかい？」

「そんなはずないだろ！　だから人聞き悪いって。巨乳だから助けたわけじゃない」

「そうかい、それならいいけど。だったら、さっさと早く布団に運ぶよ。いつまでもボーッと突っ立ってるんじゃない」

　祖母ちゃんが悪いんだろ。気を散らすようなことを言うから。

　どうでもいいやりとりで時間を食ってしまったが──ともあれ、俺たちは気絶したままの二人を運んで布団に寝かせる。

　客用の布団が一組しかなかったため、二人一緒の布団に寝てもらう形になる。狭いが、雨のあぜ道に転がっているよりはマシだろう。

「すぅ……すぅ……」

　布団の中で、お姫様はすやすやと寝息を立てる。顔も幼女らしく安らかな寝顔だ。

　その一方、女騎士の方は苦く悶もんの表情でうなされていた。

「ウ……ウウウ……」

　息も荒い。しかも追われる夢でも見ているのか、ときたま大きく身をよじる。

「おやおや、スウェーデン娘は意外と寝相悪いね？　しかもエロい寝顔して。麟りん一いち郎ろう、見てごらん」

　見せるな！　エロい寝顔なのは同意するが！

　それはそれとして、女騎士が身をよじった拍子に布団が少し乱れていた。

　俺は半ば無意識のうちに、布団を掛け直してやろうと手を伸ばす……。

　──と、次の瞬間！




「──クッ、コロセ！」




　女騎士は、叫んだ。

　目をカッと見開きつつ、片言の日本語で。

　なんだ突然!?　しかも、どうして『くっ殺せ』？

「オマエタチ、ワタシヲ〝リョージョク〟スルツモリダナ!?『オンナキシガリョージョクサレルケイノテイカカクタイえろげー』ノヨウニ！　ダガ、ワタシハホコリタカキ女騎士！　リョージョクサレテ辱ハズカシメヲ受ケルクライナラバ死ヲ選ブ！」

　なに言い出すんだ、この人は！　今、一度の台詞せりふで三回も『陵りよう辱じよく』って言った!?

　せっかく助けてあげたのに祖ば母あちゃんよりさらに人聞き悪い。──しかも今、この人、自分で自分のこと女騎士と言ったぞ？

「……オマエタチ、言葉ハ通ジテイルナ？　翻訳石ヒペアストウルムノ魔力シーズガ効イテイルハズダ」

　翻訳石ヒペアストウルム？　魔力シーズ？

　よく見れば彼女の左手の小指で、指輪が仄ほのかな緑色に発光していた。どうやら、この指輪に嵌はまっている宝石が翻訳石ヒペアストウルムというものらしい。最初は片言だった彼女の言葉は、次第に流りゆう暢ちようなものになっていく──。

「アーアー……どうだ？　私の言っていることが分かるか？」

「あ、ああ……。分かる……」

　分からないのは『言葉』ではなく『言動』だ。

「通じるか。ならばよし。──お前たち、私を甘く見るな！　こんな紐ひもで縛ったくらいで、私の自由を封じたつもりか!?」

「縛る？　縛るって？　俺も祖母ちゃんも、紐で縛りつけてなんか──」

　俺がそう言いかけた一瞬の隙すきを突き、女騎士は……、

「今だっ！」

　と、まるで猿ましらか化け鳥ちようのごとく布団から跳び出すと──俺の首に、紐状のなにかを巻きつけた！

「フッ、こんな緩い結び目で安心しているとは迂う闊かつなやつらめ。逆に、紐をほどいて武器として利用してやったぞ」

「う、うぐ……っ!?　この〝紐ひも〟は……」

　今、俺の首を絞めているこれは──!?

　だが、そんな俺の言葉に耳を傾けることなく、女騎士は言葉を続ける。

「聞くがいい！　我こそはイース神聖連合王国が王都アデルベーンの生まれにして、〝金きん鳳ぽう花げの君〟と名高きポーリリファ姫に仕えし騎士ローズバドクラウゼラ・ルー・コトヴィック、人呼んで〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟！

　貴様たち、そのまま動くな。手荒なことはしたくないが、逆らえばこのまま絞め殺す。この私は騎士ローズバド──高度な戦闘訓練を受けた軍人だ。こんな紐一本でも、貴様の命を奪うくらい容易たやすいこと」

　王国？　姫？　騎士ローズバド？　いったい、なにを言っているんだ？　しかも『魔力シーズ』とやらの力であるのか、いくつかの単語は振り仮名つきで頭に入ってきていた。まるで最初から知っている言葉であるかのように。

　いずれにせよ、『逆らえば絞め殺す』というのは本気らしい。彼女は〝紐〟を摑つかむ手にわずかながらも力を籠こめる。俺の喉のどから呻うめきが漏れた。

「う、ぐぐ……!!　ま、待て！　だから、俺の話も……」

「問答無用！　私の質問に答えよ！　ここはどこだ？　戦いくさは──オークどもの叛はん乱らんはどうなった？　いや、それよりも我が姫殿でん下かはどこにおわす！」

「うぐぐぐぐ……姫なら、そこに……」

「おおっ、姫殿下！　まさか、隣で寝ていたとは……。だが、なぜ、このような服で寝ているのだ？　ハッ、貴様──さては姫殿下に危害を!?　具体的には陵りよう辱じよくを!?」

「ち、ちがう……」

　なぜ、わざわざ陵辱とか言う？

「違うだと？　ははあ……さては『グフフフ、まだ手はつけておりませんよ、まだね』と言いたいのだな!?　姫殿下を人質に取り、私を陵辱するつもりなのだろう!?　私が逆らうなら、代わりに姫殿下を陵辱すると脅して！　クッ……そんなことをされれば、いくら私でも、なす術すべなく陵辱されてしまうしかない……」

　だから、なんなんだよ、この人？　いったい一度に何回陵辱って言う気だ？

「すると貴様が『グフフフ、お分かりにいただけたようですね』と言うので、私は『クッ、好きにしろ』と言われるままに陵辱されるのだが、しかし実は姫殿下は既に貴様の仲間たちに陵辱の限りを尽くされており、『グフフフ、さすがは天下に名高き〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟、なかなか簡単には堕おちませんな。しかし、これを見てもまだ正気を保てると？　グフフフ貴方あなたが守ろうとした姫殿下は、ほら……ご覧の有様です！』と、そんな手て筈はずであったのだろう!?　全すべて分かっているのだからな！」

「いや、だから……」

　なんで俺、グフフフキャラと思われてるんだ？

　そこで祖ば母あちゃんが一言。

「麟りん一いち郎ろう、せっかくだし陵りよう辱じよくさせてもらったらどうだい？　この子、本当は陵辱されたいんじゃないかって気がしてきたよ」

　祖ば母あちゃん、余計なこと言うな！　ややこしい！

「とにかく待ってくれ！　まずは俺の話も聞け！　アンタが今、俺の首を絞めてる、この紐ひもなんだが──」

　布で作った幅五センチ長さ二メートル強の、この紐は……。

　──と、そのときだ。

「やめるのじゃ、クラウゼラ」

　突然、小鳥の歌か金管楽器を思わす声が響く。

　声の主は、すやすや眠っていたはずのお姫様。今の騒ぎで目を覚ましたのだろう。やはり左手の小指では、翻訳石ヒペアストウルムとやらの指輪が光っていた。

「姫殿でん下か、ご無事でしたか！」

「うむ、心配は要らぬ。それよりも我が騎士ローズバドクラウゼラよ、その者から手を離すがよい」

「ですが……」

「いいから離すのじゃ。この者たちは、おそらく我らの命の恩人。無礼を働くべきではない。それと、クラウゼラよ──」

「はっ」

「汝なんじ、ずいぶんエロスな格かつ好こうをしておるのじゃな？」

「──っ!?」

　よかった。

　女騎士は、やっと理解してくれたらしい。さっきから俺が言おうとしていたことに。

　彼女が手にしていたのは紐ではない。

　それは〝帯〟。

　彼女の着ていた浴衣の帯だ。『紐で縛られていた』のではなく、浴衣を留めるために腰に巻かれていただけだった。

　そして、帯を取ってしまったがために、当然ながら──姫の言うところの『エロスな格好』となっていた！　すっかり前のはだけた状態に！

　というか、ほぼ裸体!!　ほぼ全裸!!　上下とも下着つけてなかったし!!　ずぶ濡ぬれだったから下着も脱がし、そのまま浴衣を着せていたから!!

（そういや祖母ちゃん、さっき『アスリー乳にゆう』とか言ってたな……。どんなものなのか、話だけでは今ひとつイメージできなかったが──）

　……なるほど、こういう胸のことか。

　よく分かった。というか、よく見えた。これが『引き締まった胸筋の上に脂肪の少ない乳房が乗っかった女性アスリート特有の貧乳』か。

　あと、『肋ろつ骨こつのラインが薄く透けているわき腹』や『細いのに腹筋の割れたウエスト』や『やはり細いがよく鍛えられているカモシカのような太もも』とかもよく見えた。しっかりこの目に焼きついていた。

　半裸どころか七割全裸の女騎士は、俺の視線に気がつくと、顔を耳まで真っ赤にし──、

「み……見るなっ、貴様ぁっ！」

　と悲鳴混じりの怒声を上げる。

　普通ならば、すぐに帯から手を離し、はだけた浴衣の前を隠すだろう。だが、さすがは騎士ローズバド。高度な戦闘教育を受けた軍人だ。




　──きゅーっ




　逆に、締めた。首を。

　首に巻きつく帯を、きゅうっ、と力いっぱい引っ張って。

　俺の意識は薄れ、視界はそのままブラックアウトする……。





　　４






　……そういえば、昔のマンガなんかでは気絶するときに『きゅーっ』という擬音が入る。さっきのは首を絞める音とダブルミーニングになってたな。

　なんにしても皮肉なものだ。まさか気絶した女の子を拾ったせいで、自分が気絶させられるとは。

「う……うう、う……」

　ありがたいことに俺は一〇分もせず意識を取り戻す。まぶたを開けば──、

「おや、起きたようじゃの？」

　浴衣姿のお姫様が、すぐ目の前で微笑ほほえんでいた。金色の髪が蛍光灯できらきらふわりと煌きらめいている。

「君は……？」

「妾わらわか？　妾はイース女王たるアーナトリアが子にしてイース神聖連合王国王位継承権第二位、ポーリリファ・ルーカ・アデルベーン・ジャッセン。八歳じゃ」

　ポーリリ……なんだって？

「この名は『アデルベーンを領地とするジャッセン家の継承権を持つ女児、ポーリリファ』という意味であるが、しかし汝なんじらは命の恩人なのじゃろう？　ならば、略して『ポー姫』と呼ぶことを許してつかわす。せめてもの礼じゃ」

　なにが礼なのかは不明だが。

　しかし、どうやらこのポー姫が、女騎士が名乗るときに言っていた『〝金きん鳳ぽう花げの君〟と名高きポーリリファ姫』ということらしい。

　なるほど、この金色に輝く髪と、ちっちゃく可愛かわいらしい様子は、いかにもキンポウゲの花を連想させる。八歳ということは学年で言えば小二くらいか。

「以後、よしなに頼むのじゃ。ときに異国の者よ、汝なんじの名は？」

「お、おう……。俺は瀬せ田た麟りん一いち郎ろう。一六歳で、高校生だ」

　姫が歳としを言っていたので、釣られて俺も歳を言ってしまった。

「ふむ、リンイチローか。よい名じゃ。たぶん。異国の名なのでよく分からぬが。ともあれ、こたびは我が騎士ローズバドが失礼をしたようじゃな？　なんと詫わびればいいのやら。しかし、あやつも悪気があったわけではない。許してほしい」

「そうなのか？」

「うむ。全すべては妾わらわの身を案じるあまり……。それと、こちらに来る直前、妾が『女騎士が陵りよう辱じよくされる系』の低価格帯エロゲーをプレイさせたためであるのじゃ。ゲームの影響で、すっかり自分も捕まったら陵辱されると思い込んでしまってのう。すっかりトラウマになってしまったらしい」

　どんな理由だ!?　それで、あんなに怖がってたのか。迷惑な。

「こやつ、ゲームの女騎士みたいに『クッ殺せ』とか言ってはおらなかったか？　いわゆる『くっころ系女騎士』というか、そういう台詞せりふ」

　言ってた。『クッ殺せ』って言ってた。

「我が騎士ローズバドは、普段エロゲーなどやらぬものだから免疫がなくてのう。普段から日常的に陵辱系エロゲーをやらせておけば……」

　そういう問題か？

「クラウゼラよ、汝もこの者に謝罪せよ」

「はっ、姫殿でん下か……。リンイチロー、さっきはすまなかった。許してほしい……」

　そう言って、やはり浴衣姿の女騎士は膝ひざをつき、深々と頭を下げる。

　両手と額をタタミにつける──即すなわち、土下座のポーズで。

　ふうん……。この子たちがどの国から来たのかは不明だが、外国にもこの謝り方があるんだな。

「どうじゃ、リンイチローよ？　わが騎士ローズバドもこのように謝っておる。これはゲドザ。我が故こ郷きようイース神聖連合王国が王都アデルベーンの伝統的な謝り方で、最大級の謝意と反省を示すものである。これにて容赦してはもらえぬか？」

「あ、いや、まあ……。謝ってくれるならいいよ。許すよ」

「おお、そうであるか！　首を絞められて殺されかけたのに『いいよ』で済ますとは、なんというお人よし──いや、優しい御仁なのじゃろう！」

　……そう言われてみると、あんまり許してはいけない気がしてきた。

「クラウゼラ、汝も改めて挨あい拶さつするのじゃ」

「はっ……。我こそはイース神聖連合王国が王都アデルベーンの生まれにして、〝金きん鳳ぽう花げの君〟と名高きポーリリファ姫に仕えし騎士ローズバド、クラウゼラ・ルー・コトヴィック一六歳。人呼んで〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟。

　我が名は『コトヴィック家の出である、部分的な家督権を持つ女性騎士ルーのクラウゼラ』という意味であるのだが──しかし、貴様は我が主あるじの恩人であり、それに迷惑をかけた償いだ……。『クラウ』と略して呼ぶがいい」

　女騎士クラウがそう名乗りつつ土下座ゲドザから顔を上げると──その顔は耳まで真っ赤。あまり『白しら百ゆ合り』という感じではない。

　しかも、涙目で俺を睨にらみながら『～っ』と唸うなっていた。

「うっ！」

「リンイチローよ、クラウゼラの顔が赤いことについても容赦せよ。こやつ、裸を見られたことを未いまだに恥ずかしがっておるのじゃ」

　まあ、たしかにアレは恥ずかしいだろうな。

　まぶたを閉じれば、鮮やかに目にあのときの光景が浮かぶ。あのアスリー乳にゆうとアスリー裸ら……。

「貴様っ、目を閉じるな！　思い出そうとするんじゃないっ！　クッ……やはり記憶が無くなるまで首を絞めておくべきだったか！」

「わ、悪かった！　俺が悪かったから！」

　ともあれ、こんな調子で俺と女騎士クラウがギャーギャーやり合っていると──、

「アンタたち、騒ぐのはおよし！　もう夜中だよ！」

　がらりとフスマを開け、台所から祖ば母あちゃんが現れた。

　お茶とお茶うけを乗せたお盆を持って。

「お茶を淹いれてきてあげたよ。アンタら、いろいろ話を聞かせてもらおうじゃないか」





　　５






　俺たちは部屋の真ん中にちゃぶ台を出し、ずるずるとお茶を飲む。

「おや、祖母殿？　このお茶うけ、お菓子ではないのじゃな？」

「まくわ瓜うりの奈な良ら漬づけとカブの糠ぬか漬づけだよ。このへんの地方じゃ、お茶のときには漬け物を食べるものなのさ」

『山の中の田舎あるある』だ。あんまりいい風習じゃないと思うがな。塩分取りすぎで高血圧になりそうだし。

　だがポー姫は気に入ったらしく、漬け物を夢中でポリポリ齧かじっていた。

「ぽりぽりぽりぽりぽりぽり……ずずー、ぽりぽりぽりぽり」

　途中の『ずずー』はお茶を啜すする音だ。

　一方、女騎士クラウだが、お茶を飲んでる間もずっと俺を睨んでいた。相変わらず真っ赤な顔で涙目だ。

「う……っ」

　鬼気迫る勢いなので、かなり怖い。

　ともあれ、お茶と漬け物で一息ついたところで祖母ちゃんが本題を切り出した。

「ええと、ちっちゃいのがポーで、おっきい方がクラウだったね？　アンタたち、どうしてあんなところで行き倒れていたんだい？」

　そうだな。もっともな疑問だ。俺も気になる。

「うむ、それは話せば長くなるのじゃが…………ぽりぽりぽりぽり」

　ポー姫、漬け物食べるのやめろ！　ちゃんと話をしろ！

「実は、我ら……故こ郷きようを捨てて逃げてきたのじゃ。〝大扉ゲート〟の術ソ法ウを用いて」

「〝大扉ゲート〟の術ソ法ウ？」

「うむ。異界へと繫つながる扉じゃ。建造するのに手間と予算がかかるが、我が世界ではそこまで珍しい技術ではない。要人脱出用に小型のものを大聖堂の塔に隠しておった。

　我らが故郷、イース神聖連合王国が王都アデルベーンは、平和で美しい都市であった。しかし、ある日のこと〝暗き森クエルクス〟のオークどもが突とつ如じよとして叛はん乱らんを起こしおったのじゃ。〝暗き森クエルクス〟というのは連合王国内にありながら魔物や亜人デミヒユームどもの住む領域なのじゃが、オークどもの勢いは凄すさまじく、ついには王都アデルベーンにまで攻め込まれ……。きっと今頃、我が故郷はあの野や蛮ばんなオークどもに攻め滅ぼされていることであろう」

「そうかい、それは大変だったねえ……。まさかスウェーデンでそんなことが起こっていたなんて」

　祖ば母あちゃん、違う！　何度も言っているがスウェーデンは関係ない！

　というか最初から薄々分かってはいたが、今の話で確信した。

　俺は確認の意味で、ポー姫に問いただす。

「つまり二人は、異世界から来たってことか？」

　騎士に姫にオークに魔法──この子たちは、そんなファンタジー世界から？

　俺の問いに、姫は『うむ』と大きく頷うなずいた。

「汝なんじは話が早くて助かるのう。我が世界の名は《魔法地平シーズベツド》。脱出を急ぐあまり不完全な術ソ法ウで〝大扉ゲート〟を用いてしまったのじゃ。どこの異世界に繫がるかも分からぬままに……。そして我らは空間転位の衝撃で気絶したまま、この世界に漂着してしまったというわけじゃ」

　なるほど、そういうことだったのか。

　この子たちもいきなり知らない世界に来て、さぞかし心細かろう。

「ぽりぽり、ぽりぽり……これ、美う味まいのじゃな？　おかわりは？」

　……いや、そうでもないか。そんなに深刻そうな感じでもない。

　だが一応、社交辞令として俺は慰めの言葉をかける。

「そうか、いろいろ大変だったな。ここは地球の日本という国だ。風習も文化も違うから苦労するかもしれないが、俺にできることがあれば──」

　力になるぞ、と言い終える前に、姫が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「チーキュのニホンじゃと！　地球チーキユとは《球面地平スフイア》のことであるか!?　大地が球形になってる世界の？」

「お、おう……。《球面地平スフイア》って言い方は知らないが、地面は球形をしてるぞ」

「うむ、ならば間違いないのじゃ。無数に存在する異世界の中でも、大地が球状になっているなどという面白世界は《球面地平スフイア》ただ一つだけであるからのう」

　そうだったのか!?　まさか、俺たちの世界が異世界人に『面白世界』扱いされていたとは。少しショックだ。

「そうじゃったか。ここが《球面地平スフイア》の──チーキュのニホンであったとは！　なんという幸運じゃ。家具や部屋の雰囲気がそれっぽいから『もしかして』とは思っておったが、これぞまさしく神のおぼしめし……」

「ポー姫、日本を知っていたのか？」

「もちろん知っておるのじゃ。我らがイース神聖連合王国とは国交もあるしのう」

「国交!?　異世界の国と？　イースなんて国、初めて聞いたぞ？」

「なんじゃと？　偉い大だいなる我らが祖国を知らぬと申すか？　アイチの万ばん博ぱくにパビリオン〝イース館〟を出しておったじゃろう？」

　いいや、そんな話は聞いたことない。

　というか『アイチの万博』って二〇〇五年の愛・地球博のことかよ？　そんな中途半端に古い話、ウソかどうかさえ分からないぞ。

「王国の使し節せつ団だんが弁当の持ち込みを拒否されて大騒ぎになった件は、今でも語り継がれておる」

　そんな話、わざわざ語り継ぐことないんじゃないか？

「そういえば大聖堂の大広間には、万博への参加を記念してモリゾーとキッコロとコスモホシマルの像が飾ってあってのう」

　なにか変なの混じってなかったか？　モリゾーとキッコロはともかく。

「じゃが、大聖堂がオークどもの手によって陥落した今となっては、もはや無事ではあるまい。野や蛮ばんなあの者たちは、きっと美術品を略奪しておるじゃろう」

　そもそも、それって美術品か？　そんなもの略奪してどうする？

「とにかく、そういったわけで我がイース神聖連合王国はニホンと国交があるのじゃ。いや、それどころか、妾わらわにとっては憧あこがれの国！　いわゆるクールジャパン！　ずっと前から一度行ってみたいと思っていた場所である！」

　ホントかよ？　信じがたい話だ。もちろん憧れの国と言われて悪い気はしないが。

「余談じゃが、先ほどクラウゼラがやっておった我が国伝統的謝罪スタイルのゲドザ、あれはニホンのアニメ監督がアデルベーンを訪れた際、自分の映画の酷ひどさをあのポーズで謝罪したのが由来なのじゃ。ゲドザのゲドはそのタイトルである」

　由来、割と最近だな!?　いや、その映画は二〇〇六年公開だから万博と同じく中途半端に昔ではあるんだが。けど伝統的ってほど過去じゃない！

　ちなみに、その女騎士クラウは相変わらず真っ赤な顔で俺を『うっ』と睨にらみ続けていたが──会話で自分の名前が出たため、急にハッと我に返る。

「ハッ……大変です、姫殿でん下か！　ここが《球面地平スフイア》のニホンだとすれば問題でございます。我らの存在が、オークどもに見つかってしまうやもしれません」

　なるほど、言われてみればもっともだ。

　俺はイースなんて国は聞いたことさえなかったが、交流がある以上、発見されることもあり得るだろう。

　もしもオークの追っ手が来れば、彼女たちはたった二人──いや、実質クラウ一人で戦うことになる。それはもとの世界にいる以上に危険なことに違いない。

「今すぐにでも、別の世界へと移るべきです」

　しかし、ポー姫は静かに首を横に振る。

「否いな。クラウゼラよ、妾わらわは逃げぬ」

「──っ!?　なぜです、姫殿下！　御身が危険であるというのに！」

「コソコソ逃げ回るのにはもう飽きたのじゃ。どこの世界に隠れようと、どうせ見つかるときは見つかってしまうもの。それに、妾は王家の娘。王の血を引く者の義務として常に未来に目を向けねばならぬ。幸いこのニホンはリンイチローや祖母殿のように、見知らぬ我らを助けてくれる親切な者たちの住まう土地。これを幸いとするべきじゃ」

「……と、言いますと？」

　ポー姫は、高らかに宣告する。それは八歳の幼女ながらも、王家の血がなせる威い風ふう堂どう々どうとした態度であった。

「皆の者、聞くがよい！　アデルベーン皇王アーナトリアが子にしてイース神聖連合王国王位継承権第二位、ポーリリファ・ルーカ・アデルベーン・ジャッセンは宣言する。このニホンの地を足がかりに我らが王国を復ふつ興こうすると。──たった今より、イース神聖連合王国の亡命臨時政府をここに樹立するのじゃ！」

「おおっ、姫殿下！　なんとご立派な……!!　そのお言葉を待っておりました！」

　感涙にむせぶ女騎士クラウ。

　一方、俺と祖ば母あちゃんは互いに目を見合わせる。

　ポー姫のやつ、『亡命臨時政府をここに樹立』と言っていたが……。

「おいっ姫、『ここ』って具体的にはどこのつもりだ？　まさか、この家のことじゃないだろうな？」

「リンイチロー、今よいところであるから邪魔をするでない。我が騎士ローズバドクラウゼラ・ルー・コトヴィック、王国復興の暁あかつきには汝なんじを初代宰相に任命するのじゃ」

「おお、なんたる栄誉……!!　身に余る光栄でございます！」

　そういうのいいから！　俺の質問に答えろよ！

「むっ？　どうしたのじゃ、リンイチローよ？　ははあ、さては……『我らがここにいてはオークどもの追っ手がこの家にやってくるのでは』と気にしておるのじゃな？」

　いや、そういうわけじゃないが──しかし、その点も気がかりな点ではあるな。

「フスマとガラス戸だらけのニホンの家では、追っ手が来たときに妾を守りきれぬと心配しているのじゃな。なんと親切な……」

　いいや、全然そうじゃないね！　俺や祖ば母あちゃんが巻き込まれるんじゃないかと心配しているんだ！

「しかし、心配無用。妾わらわにはクラウゼラがおる。こやつは、王都アデルベーンにこの人ありとまで言われた騎士ローズバド。戦剣ローゼウムを抜けば比ひ喩ゆ抜きで一騎当千と名高き〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟じゃ」

「はっ、姫殿でん下かもったいなや……」

　クラウ、褒ほめられて照れてるな。

「このクラウゼラはすごく優秀なのじゃぞ。なぜって、妾を連れて脱出するのに成功したのじゃからな。『オークに攻め込まれた都から姫を連れて脱出する』というミッションに成功した女騎士なぞ、ニホンのエロゲーでは一人たりとも見たことがない」

　それはニホンのエロゲーだからだ！

「女騎士というものは普通、脱出しようとしたところをオークたちに囲まれて『ここは私に任せて姫はお逃げください！』と孤軍奮ふん闘とうするものの結局捕らえられて陵りよう辱じよくされてしまうと相場が決まっておる。しかし、こやつは脱出に成功したのじゃ。女騎士史上、初の快挙であるかもしれぬぞ。どれほど優秀か分かってくれたか？」

　具体的に言わなくていい！　お前、異世界のお姫様で八歳児のくせに、なんでエロゲーに詳しいんだよ!?

「ああ、姫殿下もったいなや……」

　クラウも、もったいなやがるんじゃない。こんな褒められ方で喜ぶな。

「とにかくポー姫、俺の話をちゃんと聞け！　いいか、まず──」

「……ああっ、先ほどのナラヅケとやらは酒が入っておったのじゃな。妾は眠くなってしまった。というか、今日はいろいろあって疲れた。もう寝るのじゃ。……ぐぅぐぅ」

　おいっ、ごまかすな！　強引な寝たふりするな！






第二章







ポー姫「ダメ出しするようで悪いのじゃが……リンイチローのツッコミには少々疑問を感じるのじゃ。オタク系ネタへの対応が的確すぎて、あんまり田舎育ちっぽく感じられぬ。本作の『田舎が舞台』という設定に反しているのではないか？」

祖母「安心おし。そのへん実は伏ふく線せんだよ」
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「──というようなことが昨夜ゆうべあったんだ」

　翌日の学校。昼休み。

　窓の外は、抜けるような青い空。太陽がさわやかに輝き、その風が木々の緑の葉を揺らす。昨日の大雨がウソのようだ。

　ここは、県立平へい家け高等学校。

　町の中心部からやや外れた山の中腹にある学校で、生徒数はわずか九名。クラスや学年でなく全校生徒合わせてたったの九名だ。一年生三人、二年生四人、三年生二人という人数比で、いかにも田舎ならではの規模といえる。

　そんな学校の、小さな木造校舎の一角。そこに俺たち二年生の教室があった。

　教室で弁当をパクつきながら、俺は昨夜の話をする。

「それでポー姫は寝たふりをしたまま本当に熟じゆく睡すいしてしまって、女騎士のクラウも後を追うように寝ちまったんだ。実際に疲れてたんだろうな。まったく、ひどい騒ぎだった」

　よほど疲れていたのだろう。女騎士と姫は朝になっても寝たままだった。

　そのため二人をどうするかはまだ決まっていなかったが、祖ば母あちゃんは『家事の手伝いをしてくれるなら、しばらく居い候そうろうさせてもいい』と言っていた。もちろん本人たちが希望すればだが。

「ふうん、そうなんだ……」

　隣の席の宮ミ籐ヤが、なぜかイラッとした顔をしていた。

　宮みや籐とうみや──通称〝宮ミ籐ヤ〟は、俺の隣の席の女子だ。

　もともと短気でいつもイライラしている女なのだが、不思議なことに俺が他の女子の話題を口にすると、普段に増してイラッとした顔になる。昔からのクセみたいなものだった。

「つまり麟一郎リンはその居候の裸を見て、その上これからは一つ屋根の下で暮らすかもしれないわけね？」

「まあ、そういうことになるな……。けど、裸を見たのは俺が悪いんじゃないし、それに一緒に暮らすのと裸を見たのは関係ないだろ？」

「ふん、どうだか！」

　なんだよ、そのリアクション？　どうして、そんな反応するんだ？

「とにかく、わたしはあんまり賛成できないわね。そんな子たちを住まわせるなんて」

「なんで反対するんだよ？　……ああ、ポー姫とクラウを追ってオークたちが襲ってくるからか。そりゃ俺だって気になってないわけじゃないが、でもクラウは強いらしいし、日本には警察や自衛隊もあるし、そこまで心配しなくてもいいだろ」

「だから、そうじゃなくって！」

「？　じゃあ、どういうことだ？」

「つ、つまり、その……わたしは麟一郎リンのことを……」

　──と、そんなとき。

　いきなり、がらがらっと教室の戸が開いた。

「リンイチロー、この部屋か？」

「クラウ!?　どうして学校に？」

　まさしく噂うわさをすれば影だ。

　現れたのは、クラウこと女騎士クラウゼラ。

　昨夜あぜ道で拾ったときと同じく鎧よろい姿で、腰には剣を下げている。鎧の泥汚れは午前のうちに洗い落としていたらしく、その銀色の表面はきらきらと光り輝いていた。

　そんな彼女を見て、宮ミ籐ヤは相変わらずイラッとした顔のまま俺に訊たずねる。












「ねえ麟一郎リン、この人が例の女騎士？　ふうん、ずいぶん綺き麗れいな人じゃない……」

　ああ、そうだな。綺麗な人だ。

　鎧よろいだけではなく本人も風ふ呂ろに入ったのだろう。長い髪はさらさらで肌も艶つややか。シャンプーと石せつ鹼けんの香りがふわりと微かすかに漂ただよってきた。昨夜見たときより美人に見える。

　それはいいのだが──クラウは、なぜか顔を真っ赤にしていた。

　昨夜と同じく耳や首の後ろまで赤くしながら彼女は……、

「……クッ、殺せ！」

　とおなじみのフレーズ。ポー姫言うところの『くっころ系』だ。

「な……なんだよ、クラウ？　なんで真っ赤な顔してるんだ？」

　台詞せりふはいきなり穏おだやかじゃないが、こうして顔を紅こう潮ちようさせているときのクラウからは、なぜだか妙な愛あい嬌きようを感じる。

「う……うるさい！　赤くなどなっていない！　それよりも、リンイチローよ……重要なことが決定したので知らせに来た」

「重要な決定？」

「そうだ……。イース神聖連合王国が王都アデルベーンの生まれにして、〝金きん鳳ぽう花げの君〟と名高きポーリリファ姫に仕えし騎士ローズバド、この私クラウゼラ・ルー・コトヴィック一六歳は──」

　クラウは、さらに顔を真っ赤にさせ、ほぼ涙目の瞳ひとみでこちらを睨にらみ──しかし、目が合わないよう、ほんの僅わずかだけ視線を逸そらすという複雑な顔で声を荒らげた。

「今からリンイチローと結婚する！」

「……はい？」

　もしかして俺の聞き間違いか？

　クラウが俺と結婚すると言っていたような……？　しかも、今からだと？

「なあクラウ、それってどういう──」

　だがクラウは質問する隙すきさえ与えず、俺の腕をがっしと摑つかむ。

「来いっ、リンイチロー！　今すぐ家で祝言シユーゲンを上げるぞ！」

「お……おいっ!?　どうなってるんだ!?」

　彼女はそのまま俺の腕を引っ張ったまま、教室の外へと飛び出していく。

「あっ！　待ちなさいよ、麟一郎リン！」

　宮ミ籐ヤは、ぎりりと歯は嚙がみしながらこっちを見ていた。
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　学校がどんどん遠ざかる。

　クラウは俺の腕を引っ張ったまま、早足でどかどかと家に向かう。金属の籠手ガントレツトで手首を握られ少し痛い。

　美人の女子と手をつないで（？）歩くというのは本来なら嬉うれしがるべき局面なのだろうが、これはさすがに……。それに早足すぎて足も疲れた。

「おいクラウ、まさか歩いて家に帰る気か？」

　同じ町とはいえ、学校と家はけっこう離れている。歩けない距離ではないものの、この平へい家け町ちようは山やま間あいにある町だけあって坂道だらけだ。

　なので普段、俺はバスを使って通学していたのだが──しかし、この時間はバスなど来ない。学校前に停車するのは、一日のうち朝と夕方の二度だけだった。『バスは一日二回来る』というやつだ（※今俺が思いついたオリジナルフレーズ）。

「そもそも、クラウはどうやって学校来たんだ？　近くのバス停まで来て、そこから歩いて来たのかよ？」

　それとも、直接家から歩いてきたというのか？　そんな鎧よろいを着たままで？

「？　なにを言っている？　この程度の距離、走って来たに決まっているだろう」

　予想を超えた回答だ。

「走って!?　鎧姿で？」

「ミスリル銀の鎧だ。鉄よりも丈夫なのに、うんと軽い」

　そうか？　昨夜、祖ば母あちゃんが鎧を脱がしたあと片付けを手伝ったが、ずっしり重い金属の塊だったぞ？

「リンイチローよ、無駄口を叩たたかずさっさと歩け。どうして、そんなに遅く歩く？　もしかして……私と結婚したくないというのか!?」

　そうじゃない。単に体力が無いだけだ。

　もちろんクラウと結婚したいわけでもなかったが。いくら彼女が美人とはいえ、まだ会って二日目。さすがにこんなのは突然すぎる。

「なんでお前クラウ、そんなに俺と結婚したいんだよ？」

「──っ!?　き、貴様、そんな言い草があるか！　私だって主命でなければ、こんないきなり結婚なんて……!!」

「主命？　まさかポー姫に命令されて結婚するのか!?」

「そうだ。貴様は私と政略結婚しなければならん」

　政略結婚って言い切った!?　潔いさぎよい！

　だが、ただの高校生である俺と結婚するのが、いったいどんな政略になるというんだ？

「貴様の祖母殿から、ニホンの入国管理法とやらについて聞いた。簡易な手続きで亡命するためには現地の人間と結婚する必要があるらしいのだ」

　そんな理由かよ！　密入国者か！　そういうのは政略結婚とはまた違うぞ。国籍取得を目的とした偽装結婚というやつだ。

「クラウ、残念だったな。法律っていうんなら、日本では男は一八歳にならないと結婚できない決まりなんだ。そもそもお前と俺が結婚しても、姫には関係ないだろう？」

「その点についても問題ない。祖母殿に調べてもらった。国交のあるニホンでは、神聖連合王国イースの法律も部分的に適用されることになっている。我が国では男女とも一六歳から結婚できるし、騎士ローズバドと主あるじは義理の姉妹に準ずる扱い。したがって私が結婚すれば姫殿でん下かもニホンにいられるようになるのだ。法的にはなにも問題ない」

　そうだったのか……。しかし、まさかファンタジー世界から来た女騎士に法律を語られるとは。なんというか違和感があること甚だしい。

「法律で問題ないのは分かったが……でも、クラウはそれでいいのかよ？　姫の命令だからって、自分の意思に反して結婚なんて。だいたい、俺が思うに──」

「ええい、うるさいっ！　もう決めたことだ！　そもそも、私は自分の意思に反してなんか……」

　なんだって？

　今の言い方だと、まるでクラウが俺のこと本気で好きみたいな……。

「とにかく来い、リンイチロー！　駆け足だ！」

「お、おう……」

　クラウは、俺の手を摑つかんだまま走り出す。

　坂道だらけの町を、なぜか顔を真っ赤にさせて。

　──たぶん、この駆け足は照れ隠しだ。
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「ぜーぜーぜーぜー……!!」

　たったの一二分後。

　クラウに引きずられるように走りながら、俺は家へと帰ってきた。心臓がパンクしそうだ。

　息が乱れたままの俺を、ポー姫が居間でにこやかに出迎える。

「おお、クラウにリンイチロー。おかえりなのじゃ」

「はっ、姫殿下。ただいま戻りましてございます」

「ぜーぜーぜー!!　ぜーぜーぜーぜーぜー!!」

「おやリンイチローよ、息をハァハァとさせておるな？　ははあ、さてはクラウゼラとの結婚のことを考えて興奮しておるのじゃな。最近は聞かぬが、かつてニホンでは『萌もえる』『エロスな気分になる』ということを『ハァハァする』と言っておったから、これはその状態であるのじゃろう。よかったのう、クラウゼラよ」

「はっ、なるほど……。姫殿下のお言葉で初めて理解いたしました。家へと帰る間、リンイチローは息を荒くするばかりで口を利きませんでしたので、てっきり結婚に乗り気でないのかと思っておりましたが…………そうか、よかった」

　お前ら、他人の息切れに勝手な解釈をするな！

　しかもクラウ、その『よかった』ってどういう意味だ？　なんでホッとした顔してるんだよ？

「ぜーぜー!!　はーはーはー!!　ぜーぜーぜーぜー!!」

　いろいろ言いたいことはあるが、まだ呼吸が整わない。息がぜえぜえと乱れたままだ。

　しばらく俺は必死で呼吸を整え続け、やがて──、

「ぜーぜーはーはーはーぜーぜー……おいっ、姫！　どういうつもりだ!?」

　やっと少し、声が出せるようになってきた。

「む？『どういうつもり』とはなんじゃ？」

「クラウのことだよ！　無理やり結婚させるなんておかしいだろ？」

「仕方ないのじゃ。これも、イース神聖連合王国の復ふつ興こうのため。このニホンに我が祖国イースの亡命政府を作るのに必要な手続きであるのじゃ」

「理屈は分かるが……けど、本人の意思ってもんがあるだろ？　いくらお姫様だからって、なんでも命令していいわけじゃないぞ。本人の望まない結婚を強要するなんて」

「なにを言っておる？　クラウゼラもこの結婚を望んでおるのじゃぞ。汝なんじと結婚できることを喜んでおる」

　そうなのか!?

「そうであるな、クラウゼラ？」

「はっ、身に余る光栄にございます」

　そう返事をする彼女の瞳ひとみには、一点の曇りもない。噓うそをついている様子はなかった。

　じゃあ、やはりクラウは俺を好きなのか？　言われてみれば、さっきからそんな反応だったし……。

　まさか──パッとしない田舎の高校生の俺だが、異世界的には美男子の部類だったのか!?　そうか……うんうん、これこそまさにファンタジー。夢のある話だ。

「姫殿でん下かと王国復興のためにこの身がお役に立てるとは……。このクラウゼラ、騎士ローズバドとしてこれ以上の幸せはございません」

　……なんだ、そういうことか。

　俺を好きなんじゃなく、姫と王国に対する忠誠心だったのか。……い、いや、そんなことだろうと思っていたが！　全然残念じゃないし！　勘違いなんかしていない！

「だったら、やっぱり俺は反対だな。そんなのクラウが可哀かわい想そうだろ」

「わ……私は別に可哀想などではないぞ！　イースの騎士ローズバドは、主あるじのために身を捧ささげるのが喜びなのだ！　だから、お前と結婚することも可哀想などではない！」

「だから、そういうのが嫌なんだよ！」

　というか、むしろ『本当は嫌だけど』ってニュアンスが強調された気がするぞ。

　そこにポー姫が口を挟む。

「リンイチロー……たしかに、これは政略結婚じゃ。しかし、妾わらわとて我が友クラウの幸せを願う身。いろいろ考えた上で、汝を相手に選んだのじゃ。汝と最初に出会ったとき、妾はその瞳の奥にキラリと光る輝きをウンタラカンタラゴニョゴニョ」

「ちゃんと最後まで考えて喋しやべれ」

　なんだよ、ウンタラカンタラゴニョゴニョって。途中までそれっぽかったから、一瞬『そうかなあ』って思いかけたじゃないか。

「別に、面倒臭いから手近なリンイチローで決めたのではないのじゃぞ？」

　やっぱりそうか。そんな程度の理由だったか。

「それにクラウゼラの方も、昨夜ハダカを見られたせいでリンイチローを異性として意識しているところがあるっぽい気もするようなそうでもないような感じでウンタラカンタラゴニョゴニョであるし、『裸を見たから責任を取れ』的なアレで結婚するのもいいと思うのじゃ。のう？」

　なにが『のう』だ。また曖あい昧まいな言い方を。

　それって、つまりハダカを見られたから好きになるってことか？　さすがに、そんな女はいないだろ。なあ、クラウ？

「…………」

　クラウ？　なんで顔をまた真っ赤にしてる？

「………………………………」

　ん……？　どうしたクラウ？　クラウさん？

「おい、クラウ……」

　俺が声をかけると、彼女は急にハッとなり──、

「──っ！　り、リンイチロー、いい気になるんじゃないっ！　クッ、殺せ！」

　どんっ、と両手で俺を突き飛ばした。

　いや、『どんっ』じゃなく『がしゃん』か。金属の籠手ガントレツトを嵌はめているから。なんにしても、とても痛い。女騎士だけあって腕力あるし、突き飛ばされた拍子に後ろの壁にぶつかった。

　なんなんだクラウのこの反応は？　まるで本当にハダカ見られたから好きになったみたいじゃないか……と一瞬思ったが、さっき勘違いしかけたので今回はしない。そんな恥ずかしい勘違い二度もしないぞ。

「なんだい、アンタたち騒々しい。どうかしたのかい？」

　あっ、祖ば母あちゃん。

「祖母ちゃん、大変だ！　この姫、俺とクラウを結婚させようとしやがるんだ！」

「知ってるよ」

　なんだと？

「だって、アタシの方からお前たちの結婚話を持ちかけたんだからね。この町の過疎化と嫁不足の対策になるし、それに、このクラウは我が家の嫁に相応ふさわしいと思うんだよ」

「なにを根拠に言ってるんだよ？　昨日会ったばかりの人だぞ？」

「なあに、クラウがいい子だってのはすぐ分かったよ。最初に出会ったとき、アタシはその瞳ひとみの奥にキラリと光るものを感じてウンタラカンタラゴニョゴニョ」

「だから、ちゃんと最後まで考えて喋しやべれ！　どいつもこいつも！」

　さては祖ば母あちゃんだな、そのフレーズを姫に教えたの。

「ま、キレイごとはさておいて、ホントのことを話すとだね──」

　ということは、真相はキレイじゃないってことだな？

「午前中、クラウには家事を手伝ってもらったわけなんだよ。家の掃除してもらって、庭の掃除してもらって、往来の掃除してもらって、風ふ呂ろの掃除してもらって、洗濯してもらって、繕いものをしてもらって、お昼ごはんのうどん茹ゆでるの手伝ってもらって」

「働かせすぎだろ。祖母ちゃんは鬼か」

　午前中にどんだけ家事させてるんだ。

「で、この子ったら文句ひとつ言わずに、アタシがやらせたこと全部やるんだよ。まさに理想の嫁！　よく働くし、逆らわないし！」

　ホントに鬼か！

「しかも、この子ったら微妙にヘタでね。飲み込みは早いんだけど」

　まあ、異世界人は日本家屋を掃除したり洗濯機で洗濯したりしないから当たり前だろ。そもそも騎士だから家事したことないかもしれないし。

「けど、そんな風にほどよく叱しかる口実があるところが嫁として素晴らしいんだよ。アタシゃね、こういう嫁がずっと欲しかったんだ。長男の嫁はなんでもできて隙すきがなかったし、次男の嫁──つまり麟一郎お前の母親は喧けん嘩かがやたら強かった。とてもじゃないが、嫁いびりなんて不可能だったよ。けど、クラウなら念願の『いびれる嫁』になってくれるはずなのさ！」

「どんな理由だ！」

　嫁いびりのために孫に政略結婚させる気なのか？　どういうババアだ。

「どうでもいいが、クラウはたぶん俺の母さんより強いぞ？　女騎士なんだから」

「バカをお言い。嫁よめ姑しゆうとめの戦いというものは、武器や腕力で勝敗が決まるもんじゃないんだよ。もっと別の部分で決まるのさ。イーッヒッヒッヒ」

　ババア、今ものすごく悪い顔したぞ!?

「とにかく、そういうわけで今日中に祝言を上げるからね。──クラウ、奥の部屋においで。さっき貸し衣装屋が花嫁衣い裳しようを持ってきたから用意しな」

「はっ、祖母殿」

「麟りん一いち郎ろうは学校の制服でいいから、そのへんで待ってるんだよ。ポー子は麟一郎が逃げないよう見張ってな」

「うむ、祖母殿。祖母殿の手際の良さと強引さは、まさしく将の器じゃな。王国復ふつ興こうのあかつきには、ぜひ軍を率いる将軍としてスカウトしたい」

　いや、田舎のバアさんは全員あんな感じだぞ？







　そして一時間後──。

　俺は一度脱走しようとして捕まり、祖ば母あちゃんに梱こん包ぽう用ようのビニール紐ひもで縛られて居間に転がされていた。俺、昨日から紐で締められるのに縁がある。

　祖母ちゃんはまた奥の部屋に戻ってクラウの仕度の続き。ポー姫はテレビを見つつ、縛られた俺を見張っていた。

「ほほう……。ＮＨＫ教育というのは、午前と午後でずいぶん番組が違うのじゃな？　囲イ碁ゴに落語ラクゴに園芸エンゲーなど、珍しいものばかりである。今日は朝からずっとＮＨＫ教育を見ていたのじゃが、このチャンネルそのものが一つの芸術であると言わざるを得ぬ」

　ヒマ人か！　風邪ひいて休んだ小学生か！

「リンイチローよ、汝なんじにはいろいろと迷惑をかけてしまったのう？　それに、もちろんクラウゼラにも……。しかし、妾わらわはいかなる手段を取ってでも、このニホンに住まなければならぬ。全すべてはイース神聖連合王国の復ふつ興こうのため。王国復興は王家の責務であるのじゃから……」

　ポー姫……。

「それに……ニホンといえばアニメ・マンガ文化の本場！　毎晩タダでアニメが見れる夢の国！　アキハバラもあるし！」

「お前、本音はそっちの方だな!?」

　っていうか、そんな理由だったのかよ？

「アキハバラだけでなく、イケブクロ乙女ロードやナカノブロードウェイ、それにもちろんビッグサイトも！　今まで内緒にしておったのじゃが、妾は実はアニメとかマンガとかが好きな──いわゆるオタクっぽい趣味があってのう」

「いいや、内緒にできてなかった」

　エロゲーの話とかしてたしな。

「その点、イース神聖連合王国は最悪じゃった。妾は自分の無力さに、毎晩ネットを見ながら悔し涙を流す日々……」

「ネットあるのか!?　異世界なのに？」

「うむ、某ぼう社しやの光回線じゃ。町でモデムをタダで配っておった」

　すごいな某社!?　異世界でも営業してたか！

「しかし、そうはいっても流石さすがに異世界。回線の使用料が少々高くなってしまってのう。アマゾンで買い物をしようにも、運送料が異世界料金という有様じゃった」

　さすがに、そういうリスクはあるのか。

「なのでオークどもの人頭税を増税して埋め合わせしようとしたら、あいつらキレて攻め込んできやがったのじゃ」

「おいっ！　ちょっと待て！　今の話、聞き捨てならないぞ!?」

　今までお前のこと『悪いオークに国を追われた可哀かわい想そうなお姫様』と思っていたが、もしかして悪いのはお前なのか？

「それよりリンイチロー、この家にはパソコンはないのであるか？　実はｉＰａｄが壊れたらしく、ずっとネットに繫つながらず難なん儀ぎしておるのじゃ」

　この異世界人、ｉＰａｄなんか持ってやがる!?

「それとテレビじゃが、これも調子が悪いようじゃぞ？　いくつか映らないチャンネルがあるのじゃ。深夜アニメの時間までに新しいものを買うがよい。アキハバラの家電売り場にヤマノテセンで行くなら、妾わらわも同行するとしよう。ドージンシやエロゲーを買いに行きたいのでな」

「あのなポー姫、いろいろ言いたいことはあるんだが……」

　いろいろありすぎて、なにから話せばいいのか分からない。

　それで俺が少し口をつぐむと、姫が代わりに言葉を継いだ。

「おっとリンイチローよ、皆まで言うでない。この結婚について言いたいことがあるのは分かる。しかし、これは汝なんじにとっても損な話ではなかろう？　今回の一件は、汝のような平凡な高校生にとって、ただ『美人と結婚する』以上の素敵な非日常体験のはずじゃ」

　ん？　姫、なんか急にヘンなこと言い出したな？　いや、さっきまでもヘンなことばかり言っていたが、ちょっと方向性の違う『ヘンなこと』だ。

「よく考えてみよ。『突然ファンタジー世界から女騎士と姫がやってきて居い候そうろうする』なんて、深夜アニメのようなステキ体験じゃぞ？　異世界人と出会うことは、ニホン人にとって非日常体験のはず。ニホンとイースは国交がありはしたものの、ニホンの方ではあまり知られてなかったようじゃし。その点を考えても、汝はもっと喜ぶべきじゃ」

「アニメ脳か！　でも、まあ……なるほどな。言いたいことはよく分かった」

「そうじゃろう。その上、『出会って翌日に結婚』なんてラブコメ展開なのじゃぞ？」

「いや、うん。それなんだがな……ええと、なにから話せばいいんだろう？」

　ホントに言いたいこと多すぎだ。

　俺は頭の中で整理しなおし、順に説明してやることにした。

「とにかくポー姫、お前に言いたいことがいくつかある。ええと、そうだな。まず、テレビとネットの話だが……いや、これは後にしよう。ガッカリさせることになるから言いにくい」

「？　思わせぶりな言い方をするのじゃな？」

「とりあえず、『非日常体験』の方から話をしようか。ポー姫、さすがアニメを観みてるだけのことはある。たしかに一般論として、日本の高校生にとって『異世界から来た人間が居候する』というのは大変珍しいことだ」

「うむうむ、そうじゃろう。妾は詳しいのじゃ」

「けど、それはあくまでも一般論であってだな、なんというか、その──」

　と、その瞬間！




　──ずびっ！

　──ずびっ！

　──ずびっ！




　洟はなをかむような轟ごう音おんと共に突然、七色の怪光線が放たれた。

　何発も。開けてあった縁側の窓の外側から、俺と姫のいる居間へと向けて。

　どうやら高熱を伴う光線ビームであるらしく、居間の壁に次々と黒い焦げ跡を作っていく。

「おおうっ!?　な、なんなのじゃ？　まさか、早くもオークどもの追っ手が!?」

「いいや、そうじゃないと思うぞ。だって、ほら──」

　縁側の外に目を向ければ、光線を撃った犯人たちの姿があった。

　それは──光線銃を持った宇宙人！

　しかもタコ型。身長五〇センチほどのミニサイズで、全部で二〇匹以上が庭にギュウギュウになっていた。

　間違いない……。あれは宮籐んとこに住んでる連中だ。

「姫、光線は当たってないか？」

「う……うむ、無事であるが、しかし……」

　そうか、無事ならよかった。

「のう、リンイチローよ……これは一体どうなっておるのじゃ？　あの者たちは？」

「宇宙人の亡命政府の連中だ。俺のクラスメイトの家に居い候そうろうしてる」

「宇宙人の亡命政府!?　居候!?」

　今から数年前に政争で負けて銀河帝国を追放された一派が、この町に流れ着いて亡命政府を作ったらしい。

「そ、そうであったか……。しかし、宇宙人とはどういうことじゃ？　妾わらわがネットで仕入れた知識によれば、ニホンでは宇宙人が居候するなんてアニメやマンガでしかないことのはずじゃぞ？」

「ああ、それなんだが──」

　ある意味、ちょうどいいタイミングだ。説明がしやすくなった。

　俺はさっき姫に言いかけた話の続きをすることにする。

　たしかに一般論として、日本の高校生にとって『異世界から来た人間が居候』というのは大変珍しいことだ。しかし、それはあくまでも一般論にすぎない。

　ここでは違う。

「実は……この町では割とよくあることなんだ」

「なんじゃと!?」





　　４






　タコ型の宇宙人たちは、休むことなく光線銃を撃ち続ける。

　どうやら威嚇射撃らしく、わざと人には当てないようにしているらしい。光線は後ろの壁や天井にばかり当たっていた。家具や家電も壊していない。

　ところで俺、未いまだにビニール紐ひもで縛られたままタタミに転がっているんだが、かなり危険な状況な気がするぞ。動けないから、もし本気で撃ってきても逃げられない。

　ちなみにポー姫は、俺を盾にする形ですぐ後ろに伏せてやがった。さすがに、それはひどくないか？

　やがて、そのうちに──、

「多脚型歩兵種まーしあんドモヨ、ウチカタヤメ！」

　号令と共に、光線はピタッとやんだ。

　そしてタコたちの後ろから、別の二人組が現れる。

（あいつらは……!!）

　俺は、この二人を知っている。何度も宮ミ籐ヤの家で会っていた。

　一人は、小さな女の子で歳としは七つ。姫よりも年下だ。茶色い肌と、ぽやーっとした眠そうな表情、それにメタリックな材質のドレスが特徴的な幼女だった。

　もう一人（？）は金属とガラスでできたバレーボールサイズのカプセルで、フワフワと宙に浮いている。一見ただの機械に見えるが、ガラスの部分をよく見ると、中に人間のものらしき脳が丸ごと入っていた。おそらくはサイボーグなのだろう。

　そして、脳カプセルが電子音声で俺たちに告げた。












「ゴメンクダサイ！　今ノハ威嚇射撃デアル！　ワレワレハ宮みや籐とうサンチニ居い候そうろうシテル〝銀河広域軍事帝国はーすとぅーる臨時正統政府〟ノ者デアル！

　我輩ハ、ゐー大臣！　戦争大臣ニシテ将軍デアル！　コノ兵士ドモハ量産型ノ多脚型歩兵種ドモ！　ソシテ、コチラハ帝国ノ正統ナル後継者ふぁう第八皇女デアラセラレラル！　皆ノ者、頭ガ高イ！　控エヨ！」

「……えへん」

　七歳児の第八皇女が、ぽやーっとした表情のまま胸を張る。

　銀河広域軍事帝国ハーストゥール。

　それは強大な軍事力を持つ宇宙の列強国家であり、この天の川銀河の実に六七・五％を版図とする。俺も聞いた話なのでうろ憶おぼえだが、たしかそんな感じの国だった。

　ファウ第八皇女とゐー大臣は、その銀河帝国内での権力闘争に敗れ、その後いろいろあって宮ミ籐ヤんちの居候になっていたというわけだ。

　だが、その銀河帝国の亡命政府が、どうして俺の家を襲う？

「お前ら！　どうして俺んちに光線撃った!?」

「……ミヤちゃんに頼まれた。……『麟一郎リンの結婚をジャマしてほしい』と」

　宮ミ籐ヤにだと？

「第八皇女、ソレハ秘密ダッタノデハ？」

「……そうだった。……いけない、今のは言い間違い。ただなんとなく襲しゆう撃げきしているだけ。マジでマジで」

　それも意味が分からないぞ。『ただなんとなく』で人んちを襲撃するんじゃない。

「アア、オイタワシヤ第八皇女。アノトキ皇こう帝てい位ヲ継ゲテイレバ、コンナ使イッパシリノヨウナ仕事ヲセズニ済ンダモノ……」

「……じいや、泣くでない。ぬしは悪くない」

　そういう話は帰ってからやれ。どうでもいい。

　あと、今気がついたんだが、庭の石いし灯どう籠ろうの陰から、コソッと宮ミ籐ヤが覗のぞいていた。お前、なに隠れて見てるんだよ？

「宮ミ籐ヤ、見えてるぞ！　これって、どうなってるんだよ!?」

「わ、わたしは別に関係ないというか、その……べつに、ヤキモチやいて麟一郎リンの祝言をジャマしに来たわけじゃないんだからね！　勘違いしないでよ！」

　じゃあ、なんでいる!?　というか、だったら宇宙人コイツらなんとかしろ！

　宮ミ籐ヤたちの話を聞き、ポー姫は『ははあ』と納得した顔で頷うなずいた。

「ふむふむ、そういうことじゃったか。リンイチローよ、汝なんじ意外とモテるのじゃな？　あやつは深夜アニメなぞでよく見る『ヤキモチやきの幼おさな馴な染じみヒロイン』というわけなのじゃろう？」

「？　なんでそう思うんだ？　ヤキモチじゃないって宮ミ籐ヤが自分で言ってたろ？」

「そ……そうよ！　麟一郎リンちゃんのことなんか好きでもなんでもないんだから！」

「くふふっ、リンイチローの鈍感ぶりはまさしくアニメ主人公の器。そして、そこのミヤとやらも『結局最終的には結ばれない幼おさな馴な染じみヒロイン（通称、当て馬）』そのもの。うむうむ、さすがは《球面地平スフイア》のニホン。深夜アニメそのままじゃ」

　だからアニメ脳かよ、さっきから。

「ああ、これこそまさしく真のクールジャパン……。こうなれば、我らも《魔法地平シーズベツド》の代表として、全力でこのラブコメ展開に応こたえねばならぬ。──クラウゼラ！」

　姫が名を呼ぶと、女騎士クラウゼラは、




　──がららっ




　と、フスマを開けて現れた。

　いつもの鎧よろい姿ではなく、白しろ無む垢くの花嫁衣い裳しようで。

　服に合わせているのだろうか、しずしずと裾すそを乱さぬように前に出る。

「姫殿でん下か、ご無事で？」

「うむ、大事ない。隣で話は聞いておったか？」

「はっ」

「ならばよし。──宇宙人の者どもよ、このクラウゼラこそが汝なんじらの狙ねらっておったリンイチローの結婚相手じゃ。実はこやつ、さっきからそこのフスマの隙すき間まより覗のぞいておったのじゃが、妾わらわがジェスチャーで指示を出し、ずっと待機させておった。なぜって……その方がカッコイイからな！」

　出るタイミングを計ってたのかよ!?　俺、撃たれるの怖かったし、もっと最初から助けてほしかったぞ。

　だが、文句は言わない。口にしない。なぜなら言葉が出なかったから。

　白無垢の着物に、角隠しの綿帽子、口には紅という和装の花嫁姿でありながら、その手には鞘さやに入った西洋剣。

　そんな彼女の姿は、あまりに凛り々りしく美しく──俺は思わず、黙ってしまった。

「くふふっ、どうじゃリンイチロー？　うちのクラウゼラは綺き麗れいじゃろう？　あやつと結婚したくなったのではないか？」

「い……いや、別に……」

「ほほう、残念じゃ。しかし、すぐに発言を撤回するじゃろう。なぜなら、今からあやつクラウゼラの『もっとよいところ』を見るのじゃからな」

「？　どういうことだ？」

「よいから見ておるがいい。クラウゼラよ、あの者たちは『ご近所さん』じゃ。殺さず、大おお怪け我がさせず、血も流さず、しかし分かりやすく教えてやれ。《魔法地平シーズベツド》の騎士ローズバドの武力ちからをな」

「はっ、姫殿下」

　と、そこに祖ば母あちゃんが口を挟む。

「花嫁衣い裳しよう、気をつけておくれよ？　それは借り物なんだからね。汚したり破ったりするんじゃないよ」

　祖母ちゃん、こんなときに空気の読めないことを言うんだな？

　だが姫は、ふふっと微笑ほほえみながらクラウに告げる。

「聞いての通りじゃ。その見事なキモノ、わずかたりとも汚してはならぬ。土つち埃ぼこりひとつつけぬように勝つがよい。──我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウよ、〝騎士の封印バド〟の解除を許す」

「はっ、ありがたき幸せ！」

　花嫁姿のクラウは、剣に手をかけ──詠と唱なえた。




「──封印よ、退けブローサム」




　おそらくは、呪じゆ文もん。

　この短い一節を口にすると共に、光の線で描かれた魔法陣が浮かび上がる。

　彼女の額に。手の甲に。足元に。なにもない空中に。

　同時に、抜いた。剣を鞘さやから。閃せん光こうと共に。

　その輝きは、超新星の産声のごとし。

　彼女の手にあったのは、眩まぶしい光を放つ刃やいばだ。

「見よ、異界の者どもよ！　これこそが戦剣ローゼウム。魔道工学が生んだ芸術にして、《魔法地平シーズベツド》最強の戦術兵器なり。この武器を持つからこそ我らは『騎士ローズバド』と呼ばれているのだ。

　我が戦剣ローゼウムの銘は〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟、多元宇宙に斬きれぬもの無し！」

　名乗りと同時に、足袋を履いた足が畳たたみの床を音もなく蹴けり──同時に、クラウは飛んだ。

　いや、跳んだ。跳躍した。

　輝く剣を手にしたまま、宇宙人たちの待ち受ける庭へと向かって。

　花嫁姿のまま宙を舞う彼女は、まるで巨大な蝶ちようか、白い大輪の花のよう。〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟の名に相応ふさわしい。

　無論、相手も黙って見逃すはずはない。

「……お前たち、撃つ」

「ソウダ、撃テ！　多脚型歩兵種まーしあんドモ、光線銃でらめーたーデ射撃スルノダ！」

　大臣の号令で、歩兵たちは光線銃の引き金を引く。無数の光こう条じようがクラウを襲う。

「跳ンダノガ運ノ尽キ！　足場ノナイ空中デハ避ケラレマイ！」

　だが、彼女には避ける必要すらもなかった。

　その大剣を横に薙なぐと、光線は一本残らず消滅する。

　切断したのだ。

　実体無き光線を、魔法の剣のひと振りで。

「愚かなり、宇宙人ども。戦剣ローゼウムを手にした騎士ローズバドに、光線ごときが効くはずあるまい。見よ、我が魔力シーズの刃やいばの輝きを」

　そして、宙を舞ったまま、さらに剣をもうひと薙なぎ。

　いかなる剣技によるものか。刃やいばが触れてないにもかかわらず、歩兵たちは地べたに倒れた。約二〇体全すべてが一斉に。

　クラウは一言、『失敬』と付け加えて、倒れた歩兵の上に着地する。庭の土で足袋の裏や着物の裾すそが汚れぬように。

「ウヌヌ、カクナル上ハ……第八皇女、三脚式戦車うおーましーんノ使用ヲ！」

「……うむ、発進」

　第八皇女が頷うなずくと──ぶおん、と庭に異音が鳴り響く。次の瞬間、庭に〝それ〟が出現ワープアウトした。

　背丈四メートルはあろう、三本足のロボットが。

　銀河広域軍事帝国が誇る陸戦兵器〝三脚式戦車ウオーマシーン〟。──宮ミ籐ヤの家に遊びに行ったときに見たことがある。強力な光線砲と分厚い複合装甲を装備した重量級の戦闘機械で、戦車と名づけられてはいるが実質的には小型の移動要塞と呼ぶべきだろう。

　一体のみで敵の陸戦部隊を蹴け散ちらすための殺さつ戮りくマシーンだ。

「見ヨ、コノ威い容よう！　震エアガレ！　ワレラガ三脚式戦車うおーましーんノ戦闘能力ハ、完全武装ノ兵士九〇〇人ニ匹敵スルノダ！」

「ふふっ、そうか」

　クラウの紅を引いた唇が、ほんのわずかに微笑ほほえんだ。

　と同時に、花嫁姿の女騎士は、再び大剣を手にしたまま跳躍する。

　今度は高く。

　背丈四メートルの三脚式戦車ウオーマシーンよりも、さらに高い位置にまで。

「それならば、一〇〇人分私の勝ちだ！　このクラウゼラは、一騎当千──即すなわち『完全武装の兵士一〇〇〇人に匹敵する』と呼ばれていた身なのだからな！」

　戦剣ローゼウムは、縦に一いつ閃せん。

　文字通りの『一閃』だ。刃が触れる瞬間、剣は一層眩まぶしく輝く。

　戦剣ローゼウム〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟は、宇宙合金製の三脚式戦車ウオーマシーンを真っ二つに切り裂いた。

　夏の日にバターを切るかのように。







　クラウが宙を舞い、その刃やいばを振るうたび、純白の花嫁衣い裳しようがふわりと揺れる。

　そんな彼女から、俺は目を離すことができなかった。

（なんて、綺き麗れいな……）

　いや、ただ『綺麗』なだけとはまた違う。上う手まく褒ほめる言葉が思いつかない。

『綺麗』『格かつ好こういい』『強い』『凛り々りしい』『少し怖いが頼もしさも感じなくはない』、そういった様々な語ご彙いを全すべてひっくるめた賛辞があれば彼女はまさにそれになる。

（そういやポー姫のやつ、『今から彼女のもっといいところが見れる』とか言ってたな。つまりは、これがそうなのか……）

　納得だ。たしかに魔法の剣で戦うクラウは、惚ほれ惚ぼれするほどに素敵だった。……うん、この感想でいいな。彼女は『素敵』だった。

「どうじゃ、リンイチローよ。クラウゼラと結婚したくなったじゃろう？」

　姫が、にやにやと薄ら笑いで訊きいてきた。

「最近では意外と使われておらぬ言い回しじゃが『萌もえ～っ』という感じじゃろう？　この町に異界人は珍しくないとのことじゃが、それを補って余りある胸キュンがうちのクラウゼラにはあるはずじゃ」

「い……いや、それは──」

　まずいぞ……。今だと、姫に押し切られかねない。

「さあ、急いで祝言シユーゲンを！　このままリンイチローが結婚してくれれば、妾わらわの亡命手続きは無事完了！　このニホンに……アキハバラやイケブクロ乙女ロードやナカノブロードウェイやトーキョービッグサイト、さらにはトーキョー都立産業貿易センター（通称トサンボー）やトーキョー流通センター（通称ＴＲＣ）やトーキョー文具共和会館（通称ブングカイカン）までもがあるこのトーキョーに住むことができるのじゃ！」

　途中からどんどん場所がマニアックになっていったな？　しかもコイツ、ここが東京だと思ってたのか。異世界人とはいえ、ひどい勘違いだ。

「ちなみにビッグサイトはコミケの会場として有名な巨大催事場、トサンボーとＴＲＣとブングカイカンはコミケより小規模な同人イベントでよく使われる建物じゃ」

　いいや、その豆知識はどうでもいい。

　だが、そうだった。宇宙人たちの攻撃があったから忘れていた。ちょうど、その話の途中だった。

「リンイチローよ、祝言シユーゲンが終わったら、その足でヤマノテセンに乗ってアキハバラへと向かうのじゃ。汝なんじが電気街で壊れてないテレビを買っている間、妾は同人ショップとエロゲーショップとアニメグッズショップに行ってくる」

「いいや、無理だ」

「む……？　なぜなのじゃ？」

　俺はこのお姫様に、残酷で絶望的な宣告をせねばならない。

　もちろん気は引けたが、どうせいずれは知ることであったし──それに、俺も昔されたことだ。

　ちょうど庭では、斬きられた三脚式戦車ウオーマシーンが爆発していた。






第三章







ファウ皇女「……実を言うと、あの戦車が兵士九〇〇人分というのはハッタリ。だいぶ盛った。……せいぜい二〇〇人分くらい」

ポー姫「いいや、それはどうでもよい。宇宙人どもよ、汝なんじらの過ちはただ一つ……せっかくタコ型なのに、触手で襲ってこなかったことじゃ！　姫と女騎士を前にして光線銃とは、まったくやれやれだぜなのじゃ」
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「アンタたち、逃げるんじゃないよ！　ちゃんと掃除してから帰るんだよ！」

「キュピー、キュピー」

　うちの祖ば母あちゃんに怒鳴られながら、宇宙人たちは庭や居間を片付ける。ちなみに『キュピー、キュピー』はタコ型歩兵の鳴き声だ。ちょっと可愛かわいい。

　光線銃で焦がした壁は、雑巾で拭ふくと綺き麗れいになった。

「……安心する。負けたときのことを考えて、歩兵たちには私の発明した『当たってもただ汚れるだけ光線』を撃たせていた」

「オオ、ナントイウ叡えい智ち！　第八皇女ハ聡そう明めいデイラッシャル！」

「……えへん。もっと褒ほめる」

　ファウ皇女、ずいぶん後ろ向きな聡明さだな？

　ちなみに、宮ミ籐ヤは逃げようとして祖母ちゃんに捕まっていた。

「ほら、アンタも掃除する！　アンタもいいかげん諦あきらめな。アンタんちの婆ばあさんには昔、ここいら一帯の番長の座をめぐって世話になったからね。あの女の孫なんかに、うちの麟りん一いち郎ろうはやらないよ」

「べ、べつにわたしは麟一郎リンのことなんて……。それに、うちのお祖母ちゃんのことなんて関係ないと思います！」

　そうだぞ祖母ちゃん。なんでもかんでも恋愛沙ざ汰たにしようとするな。宮ミ籐ヤは昔から『麟一郎リンのことなんて好きでもなんでもないんだから』と何度も言っているんだし。

　まあ、とりあえず宇宙人たちハーストウールのことは置いておくとして──。

「ポー姫、ちょっと話がある」

「む？　なんじゃリンイチロー？」

「お前に言わなければならないことが二つある。一つは、テレビやネットに関する話。もう一つは『この町では異世界人が珍しくない』という話だ」

「どちらも、さっき途中まで言いかけてた話じゃな？」

「そうだ。ええと……とりあえず後者の方の話からしよう。この宇宙人たちを見ても分かるように、この町では『日本の一般的な日常』の外から来てるやつらが珍しくないんだ」

「ということは、我らと宇宙人ども以外にも、まだいると？」

「ああ、いっぱいいる。たとえば、役場の近くの旅館には〝海底国家アトランティス臨時神殿政府〟の連中が住んでいるし、町はずれにある館には〝ヴラド派トランシルヴァニア伯はく爵しやく領〟の人たちが住んでる。それから学校の近くのパン屋には『世界一有名な亡命政府』こと〝自由フランス〟が──」

「ちょ……ちょっと待つのじゃ、リンイチロー」

「なんだよ？」

「今までずっと妾わらわがボケててリンイチローがツッコミであったのに、急にリンイチローがボケに回るでない。妾はツッコミは得意でないのじゃ」

「いいや、別にボケで言ってるつもりはない。全部事実だ」

「ウソじゃ！　なんで、そんなに亡命政府ばかり！　だいたい最後の〝自由フランス〟なんて、第二次世界大戦のときの亡命政府であろう？　ドイツにフランスが占領されたときの？　妾はオタクなので《球面地平》の第二次世界大戦には詳しいのじゃぞ」

「そのへん話せば長くなるんだが──もともと、この平へい家け町ちようはその名の通り、平家の落ち武者がこの地に逃げ込んできて作った町なんだ。そのため昔から、余よ所そから落ち延びてきた連中を積極的に受け入れてきた」

「なるほど」

「そして一九三九年、第二次世界大戦勃発。ドイツに敗れて平家町に逃げてきたフランス人たちが、この地で〝自由フランス政府〟を作ったんだが──」

「いや、ちょっと、あの……」

「それを見た他の連中が真ま似ねをして、あちこちで亡命政府を名乗るグループが現れたんだ。その後は増えたり潰つぶれたりを繰り返し、今では町に七つある」

　人口八七三人のこの町に、亡命政府が七つもだ。──いや、ポー姫とクラウの〝イース神聖連合王国亡命臨時政府〟を入れれば八つになるか。人口も八七五人になる。

「ふむ……たくさんあるのじゃな？　しかも、ずいぶん歴史もある」

「そうだな。ちなみに平家の落ち武者もまだ住んでる」

「なんじゃと？」

　噂うわさをすれば影だ。ちょうどお隣の居い候そうろうがやってきた。

「やあリンイチローくん、うちで取れた野菜を持ってきましたよ。……おや？　もしかして君が噂のお姫様ですか？」

「汝なんじは？」

「僕は平たいらの景かげ清きよ。平家です。お隣の二階に居候しています」

「なんと……。平ひら家やなのに二階じゃと!?」

「それ、一〇〇万回くらい言われてます」

　景かげ清きよさんは、実年齢はよく知らないが、見た目的には二〇歳くらい。常に落ち武者ルックで肩と背中に矢が刺さっていること以外は、いかにも『爽さわやかなお兄さん』という感じの人だった。

「ちなみに昔、ゲームセンターのゲームで主役をやったこともあります」

「おおっ、あのカゲキヨじゃったのか。知っておるぞ」

「ははは、あのときの衣装は今思い出すと恥ずかしいです」

　俺は知らないが一部では有名なゲームらしい。

「それじゃリンイチローくん、僕は帰りますので」

「どうも、野菜ありがとうございます」

　落ち武者の景清さんは、取れたてのアスパラとサヤエンドウを置いて帰っていく。いい人なのだが矢傷からポタポタ血が垂れているので、この人が来ると掃除しなきゃいけないのが玉たまに瑕きずだった。──ま、ともあれだ。

「というわけで、そんなわけでこの町は昔から余よ所そから来た亡命者を気軽に受け入れて、亡命政府も好き勝手に作らせてるんだ。町の過疎化対策にもなるし。だからポー姫、お前らはそんなに珍しくない」

「うむむ……。なんというか、ガッカリじゃな。自分たちの価値が下がってしまったような気分じゃ」

「気を落とすな。人間の価値はレア度だけで決まるものじゃない。あと、これは補足なんだが──そんな町なもんだから、条例だかなんだかで他の市町村より簡単な手続きで亡命できる。結婚なんかしなくても、この町に住んで亡命政府は作れるんだ」

「なんと!?　しかし祖母殿が……」

「祖ば母あちゃんが騙だましたんだろ。クラウをうちの嫁にしたいから」

「なにっ、ウソじゃったのか！」

　考えてみれば、ひどい話だな？　騙して結婚させようとしたわけだから。ポー姫もこれには怒るかと思ったが──、

「うむむ、なんという策士ぶり……。やはり妾わらわが作る新たなイース国には、あのような人材が必要かもしれぬ……」

　と、ますます評価が上がっていた。まあ、お前が怒ってないならいいんだけどな。俺ならそんなババア、絶対自分の国には入れたくない。

「では、リンイチローとクラウを結婚させなくても、妾はニホンに住んでよいのじゃな？　これからは夢のニホンライフ！　深夜アニメも見放題、インターネットも使い放題で、アキハバラにも行き放題の生活が送れるのじゃ！」

「いや、無理だ」

「むっ……？　どうしてじゃ？」

「それは、ここが田舎だからだ」

　今まで言いにくくて黙っていた〝真相〟を、俺はついに教えてしまった。

　ここが東京ではなく、田舎なのだと。

「なんじゃと!?　それはどういうことなのじゃ？　ここはトーキョーではないと申すか？　農地が多いから、てっきりネリマあたりだと思っていたのじゃが……。では、ここは田舎で有名なサイタマであるのか？　それとも、まさか、まさか……暗黒の地とネットでよくネタにされているグンマ県!?」

「いいや、全然違う。一応言っておくが埼さい玉たまはけっこう都会だぞ。あそこより都会の県なんて国内にそんなにない。群ぐん馬まだってネタにされてるのは知ってるが、関東地方にある分、このへんよりはずっとマシだ」

「で……では、ここはグンマよりも辺境であると……？」

「そうだ」

　どうやら、やっと状況が分かってきたようだな？　姫は青ざめた顔をしながら、かたかたと震えていた。

「ここは東京から遥はるかに離れた、岐ぎ阜ふと長なが野のと愛あい知ちの県境にある田舎町。地図で見ればそこまで遠くないようにも見えるが、その中途半端な距離のせいで新幹線も飛行機も無く、かえって東京に行くには時間がかかるという本物の辺境地帯だ。テレビはＮＨＫ以外には民放が二局だけしか映らないが、べつに故障なんかじゃない。もともと電波が来てないだけのこと。昔はもう一局ノイズだらけの画面で映ってたんだが地デジ化したら完全に見れなくなった」

「そ、そんな……!!　トーキョーまでそんなに離れてるのでは、アキハバラにも乙女ロードにも行けぬのじゃ！　それに、テレビの電波が来てないなどと……映らない局は、深夜アニメが充実してる局であるというのに！　これでは妾わらわのアニメライフは……。はっ、そうじゃ！　ネットは!?　インターネットはどうなっておる！」

「残念だが……お前のｉＰａｄは壊れたんじゃない。このへんは携帯電話のアンテナが立ってないんだ」

「な……な、なんとっ!?　そんな、まさか……!!」

「ネット用の光ケーブルも、この平へい家け町ちようには通っていない。ＡＤＳＬやＩＳＤＮもだ。ＮＴＴの支局が遠すぎるし、そもそもパソコンが一般家庭に普及してない。『人間をダメにする』と抵抗感が強いせいでな」

「いろいろと信じがたい町じゃのう!?　亡命政府よりもそっちの方が信じられぬ……。それでは、インターネットはこの町ではできぬということであるのか？」

「いいや、安心しろ。全くできないわけでもない。この家では少しならインターネットが可能だ。俺の母親が仕事でパソコンを使っていたんでな。回線も引いてある」

　母親は今、父親と一緒に長期の海外出張中だが、その間パソコンは俺が使っていいことになっていた。

「おおっ、でかしたリンイチローよ！　それでは、さっそく使わせるがよい！」

「あとでな、あとで。今はダメだ」

「むっ、なぜなのじゃ？　パソコンの調子でも悪いと申すか？」

「いいや、夜一一時過ぎないと使い放題にならないからだ」

　普段は使った分だけ使用料がかかるネットだが、夜の一一時から朝の八時までは使い放題になる。

　いわゆる『テレホーダイ・タイム』、略して『テレホタイム』というやつだ。

「一一時すぎたら好きなだけ使っていいぞ」

　それを聞いたポー姫は──、

「うん、きゅっ……」

　とショックで妙な声を出しながら、その場でバタッと気絶した。

　さすがに気の毒になってきたな。
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「姫殿でん下か、ご無事で!?　今、『きゅっ』と気絶なさいませんでしたか!?」

　隣の部屋からフスマを開けて現れたクラウは、いつもの甲かつ冑ちゆう姿だった。もう花嫁衣い裳しようは着ていない。

「なんだクラウ、さっきから姿が見えないと思ったら着替えてたのか」

　少し、残念だ。

「うむ。襲しゆう撃げき騒ぎのせいで祝言シユーゲンが中止になったからな。……それに、お前リンイチローの話は隣の部屋にも聞こえていた。結婚せずとも亡命政府は作れるのだろう？　ならば、あのような衣裳を着る理由はない」

「……ああ、まあな」

　そんな会話を交わしながら、クラウは気絶してる姫の脈をとって無事を確認し、そっとその小さな体を抱き上げた。

「それでは私は、奥の部屋で姫を寝かせてくる」

「おう……。ところでクラウ、こんなこと言うのは照れるんだが──」

「？　なんだ？」

「さっきの花嫁姿、綺き麗れいだったぞ」

　恥ずかしかったが、思いきって言ってみた。

　しかし、恥ずかしかったのは褒ほめられたクラウも同じらしい。

「なぁ……っ!?　ななな、なにを言ってる!?　クッ殺せ！」

　クラウはひどく狼ろう狽ばいした末……そのまま、姫を床に落とした。

　ちょうど真下にフスマの敷しき居いがあったため、




　──スコーン




　と後頭部を打つ音が鳴り響く。

「うん、きゅっ……」

「ああっ姫殿でん下か、しっかり！　リンイチロー、お前が妙なことを言うから！」

「えっ、俺か？　今のは俺が悪いのか？」

「当然だ！」

　いいや、そんなに当然じゃない。なんでそんなに狼ろう狽ばいするんだよ？

　この分では、言わない方がいいらしい。──『花嫁姿も綺き麗れいだったが、剣を振るってる姿はもっと素敵だったぞ』などとは。

　これ以上落としたら、姫の後頭部が持たないだろう。







　そのあとクラウと俺は祖ば母あちゃんに言われて、宇宙人に汚された部屋の掃除をさせられたり、洗濯物の取り入れをさせられたりしていた。

　祖母ちゃん、相変わらず人使い荒い。さっきまで花嫁衣い裳しよう着てた人間をよくここまでコキ使えるな？　クラウも素直にやることないと思うぞ。

　ちなみにポー姫は一時間くらいで気絶から目を覚まし、その後はずっと体育座りでボーゼンとしていたが、ときたま新聞のテレビ欄に目を通しては、

「ううっ……ぐすん、くすん……。新聞によれば、夕方からはアニメの再放送がやっておるのに……夜の一時半から深夜アニメがあるというのに……」

　と、映らないチャンネルに思いを馳はせて泣いていた。超ウザい。

　ともあれ、そんなことをしているうちに日は沈み、夜になって夕飯を食べ、その間もポー姫はぶつくさ文句を言い続け、皆が寝静まるころに姫はゴソゴソとインターネットを始め──といった具合に一日は終わる。

　やがて、翌朝──。
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　この国の時間で、ゴゼンの六ジ。《球面地平スフイア》の朝日は美しい。

　騎士ローズバドクラウゼラにとって、この世界で迎える二度目の朝だ。だが昨日は戦いくさ疲れで遅く起きたため、これが初めて見る異世界の朝日となる。

　彼女はセタ家の庭で、昇る太陽に見入っていた。

（ああ、綺麗だ……）

　日課の素振りも、つい手が止まる。

　深緑の山々にかぶさる空は、オレンジの日が昇るにつれ、青く透き通っていく。

　それに、町も美しい。このセタ家は町の中心部から離れた坂の上にあるため、庭からだと町の姿がよく分かる。

　広い農地と、茶色い家々。それらを囲む広大な山林。石造りらしき道が森林の中を通り、煌きらめく川の脇わきには工業施設らしき建物が建っていた。いずれも人間と自然が共存している証あかしだ。人類文明と自然がバランスよく両立している。──彼女の故こ郷きようとは大違いだ。

（それに──なんといっても、この地には……）

「ちょいとクラウ、なにやってるんだい？　朝っぱらから剣なんか振り回して」

「祖母殿、お早うございます。ご覧の通り、ただの素振り。剣の鍛錬でございます」

　無論、鞘さやには収めたままだ。

〝騎士の封印バド〟がある以上、許しがなくば剣を抜くことも、本気で戦うこともできはしない。だが、それは逆も同じこと。命令があれば戦いを避けることはできない。彼女たち騎士ローズバドの力は、主あるじのためにあるのだから。

「ふん、剣ねえ……。それより台所に来て朝ごはんの仕度を手伝っておくれ。剣なんてただの趣味だけど、家事はやらないと暮らしていけないんだからね」

「はっ、かしこまりました。……ふふっ」

「なんだい、笑ったりして？　なにかおかしかったかい？」

「いえ……すぐに台所に参ります」

（ふふっ、『剣なんてただの趣味』か……。これが戦いのない世界というものなのだな）

　この地には、戦いくさがない。

　戦乱の神聖連合王国イースで育った彼女には、目に映る全すべてが新鮮だった。

「ああ、なるほど……。クラウ、アンタがニヤニヤしてる理由が分かったよ。昨日言った通り、アレやっていいから。ほら、〝ご褒美チケット〟だよ」

「い……いや、私はそんな理由で笑っていたわけでは！　しかし、祖母殿がそうおっしゃるのなら……」
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　時間は、朝の七時一五分。

「リンイチロー、起きろ。起床の時間だ」

「…………クラウ？」

　目を覚ますと、すぐ目の前にクラウがいた。

　鎧よろいの上に割かつ烹ぽう着ぎという姿で。

　普段なら祖ば母あちゃんにフスマの向こうから怒鳴り声で起こされるのに、今朝はクラウ。

　しかも優しく肩を揺すりながら、澄んだ声で起こしてくれた。

「む……？　どうした、リンイチロー？」

「いや……」

　初めて知った。美人に起こされる朝というのが、こんなに気持ちのいいものだとは。

（せっかくだから、結婚しとけばよかったかもな……）

　つい、そんなことさえ思ってしまった。

「早く居間に来るがいい。そろそろ朝食ができるぞ」

「お……おう、今行く……」







　身支度をして居間に行く。

　食卓の前には、ポー姫が浴衣のまま、ボヘーッと眠そうな顔で座っていた。

「う……」

「姫、眠そうだな？」

「当然じゃ、寝ておらぬのじゃからな……。朝までずっとテレホタイムでネットしておったのじゃ。ウウウ、まさかツイッターをチェックするだけで、あれほど時間がかかってイライラさせられるとは……」

　それが田舎のネット環境というものだ。──というか姫、ツイッターのアカウントなんて持ってたのか？　異世界人なのに？

　そのうちに台所から、お盆を手にしたクラウが現れる。

「リンイチロー、やっと来たか。ほら、朝食だぞ」

　お盆の上には、今朝の朝食。アジの干物とご飯と味み噌そ汁しる、それからポー姫お気に入りの漬け物だ。この地域は中部地方なので味噌汁は当然赤あか出だ汁しになる。特有の匂においが俺の鼻び腔こうをくすぐった。

（ふうん……。クラウ、なんだか『お母さん』みたいだな？）

　割かつ烹ぽう着ぎと味噌汁の組み合わせでそう感じたのだろう。もちろん、俺の母さんは鎧よろいなんか着ていなかったし、朝食はパン派だったので朝に味噌汁を作ることなんか滅めつ多たになかったが。一般論としての『お母さん』だ。

「朝食を作ったのはリンイチローの祖母殿だが、私も少し手伝った」

「そうなのか」

　どうりで、アジの干物が少し焦げていると思った。漬け物の切り方も不ふ揃ぞろいだし。

　と、そこに祖ば母あちゃんが台所からやってくる。

「味付けは全部アタシがやったから安心おし。この子クラウったら、なにをやらせても本当に少しずつ下手でねえ。いびりがい──じゃなくって、教えがいがあって嬉うれしいよ」

　ババア、もうちょっと念入りに本音隠せ。

　四人揃そろったら『いただきます』と手を合わせてから食事を開始。

　女騎士と姫がナイフとフォークで和食を食べる姿はなんとも不思議な光景だったが、祖母ちゃんの味付けはどうやら《魔法地平シーズベツド》人の舌に合うらしい。昨日から美う味まい美味いと言って食べていた。

　ちなみにクラウはサトイモの味噌汁がお気に入りのようだ。うっとりした顔でズルズルとお椀わんを啜すすっている。こんなに美味そうに味噌汁を食べる女騎士は初めて見た。

「そういやクラウ、お前らって赤あか出だ汁しの味み噌そ汁しる平気なのか？　クセがあるから、日本人でも苦手なやつ多いのに」

「なにを言っている？　これほどの美味、苦手な者などいるはずがあるまい」

　赤あか味み噌その評価高いな!?

　一方、ポー姫はボヘーッと眠そうな顔のままご飯をおかわりし、茶ちや碗わん半分残ったところに漬け物を二切れ乗せてお茶をかけるというファンタジー世界の住民にあるまじき順応ぶりを見せていた。コイツ、やっぱり姫でも異世界人でもないんじゃないのか？

「ふぅ、ごちそうさまなのじゃ。……ふむ、まだ七時五〇分であるか。テレホタイム終了まであと一〇分あるのう？　どれ、腹ごなしにひとつネットでもしようかの。そのあとは昼過ぎくらいまで眠るとしようか。いや、しかしＮＨＫ教育は午前中に面白い番組が集中しておる。がんばって昼まで起きているべきか？　ウウウ、迷うのじゃ」

　どんなダメ人間だ。自じ堕だ落らく姫め。

　だが、そこで祖ば母あちゃんが急になにかを思い出す。

「おっと、いけない。つい今の今まで忘れてたよ。ポー子、クラウ、アンタたちに言わなきゃいけないことがあったんだ」

「む……？　祖母殿、なんじゃ？」

「昨日の午後、役場に行ってアンタたちの亡命の手続きをしてきたんだけどね、亡命係の人が言うには──」
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　さて、学校。時計は八時二〇分。

　我が県立平へい家け高校は、各学年とも二～四人しか生徒がいない。そのためクラスも学年に一つずつしかなく、他の学校のような『○組』といった概念は無かった。出入り口のプレートにもただ『第○学年』と書かれているのみ。

　そんな学校の『第二学年』の教室に入ると──、

「あっ、麟一郎リン……。昨日はごめんなさい、うちの宇宙人たちが勝手にあんなことをしてしまって」

　宮ミ籐ヤが、俺に謝った。

「とにかく、わたしがやらせたわけじゃないんだけど……でも、ごめんね。怒ってる？」

「いや……別に、怒ってなんかない。怪け我が人にんや壊れ物もなかったし」

「そう、よかった」

　宮ミ籐ヤは、ほっと息を吐つく。

「ところで、結婚は結局中止になったんでしょう？」

「まあな。その意味では宇宙人たちには感謝だ。中止になったのは、あの騒ぎのおかげでもあるしな」

　惜しくないと言えばウソにはなるが、やはり結婚なんて早すぎだろう。

「よかった……。あっ、今の『よかった』は『麟一郎リンが結婚しないでよかった』っていうんじゃないからね！『感謝してもらえてよかった』って意味なんだから！」

「そうか」

　そんな俺と宮ミ籐ヤのやりとりを見ながら、クラスメイトの水神ミナカミさんは『キシャー、シュルル』と笑っていた。

「キシャー、シュルルルルルル」

　なんだよ水神ミナカミさん、気になる言い方して？　どうしてみんな、俺と宮ミ籐ヤのことを恋愛沙ざ汰たにしたがるんだよ。困ったもんだ。

　この第二学年は全四名。俺と宮ミ籐ヤと水神ミナカミさんともう一人だ。最後の一人は現在盲もう腸ちようの手術で入院しているので、今日の出席者はこれで全部になる。

　クラス全員そろったところで俺は言った。

「二人とも聞いてくれ。先生からも話があると思うが、実は──」

　と、そのとき、ちょうど話を遮るタイミングで──、

「はぁい、みんな席に着いてください」

　担任のＲ－山やま本もと先生（二九歳、独身）が教室へと入ってくる。

「今朝は皆さんに重要なお報しらせがあります。今日からこのクラスに転校生が来ることになりました。ルー・コトヴィックさん、入って自己紹介してください」

　どうやら、さっき俺が言いかけていた話をする気らしい。

　先生に呼ばれ、見慣れた二人組が現れた。

　もちろんクラウとポー姫だ。

「我こそはイース神聖連合王国が王都アデルベーンの生まれにして、〝金きん鳳ぽう花げの君〟と名高きポーリリファ姫に仕えし騎士ローズバド、クラウゼラ・ルー・コトヴィック一六歳。人呼んで〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟」

「そして、妾わらわがその〝金鳳花の君〟ポーリリファ・ルーカ・アデルベーン・ジャッセンじゃ。歳としは八つ。妾は高貴な姫であるが、しかし汝なんじらはクラスメイト。深夜アニメやマンガのように、気軽に『ポー』と呼ぶがよい。……いや待て、さすがにそれは気安すぎであるな。訂正じゃ。とりあえずは『ポー姫』と呼ぶがよい」

　なんなんだ。

「姫殿でん下か!?　いくらご学友とはいえ、軽々しく名を略させては──!!」

「構わぬ。これがニホンの流儀じゃ。皆の者、我が騎士ローズバドのことも、やはり略して『クラウゼラ』と呼ぶことを許す。よいな、クラウゼラ？」

「はっ……分かりましてございます」

　ちなみに急な転校で制服ができていないため、二人とも私服（？）姿。クラウは鎧よろい、姫はドレスという、いつも通りの格かつ好こうだ。

　そんなファンタジーコンビを前に、宮ミ籐ヤは驚いて俺に訊たずねた。

「ちょ、ちょっと麟一郎リン！　なんであの人たちが学校に!?」

「今朝、急に決まったんだ。いろいろとワケがあってな……」

「ワケって？」

「うちの祖ば母あちゃんが、役場の人から言われたんだよ。『一八歳未満の亡命者なら学校に通わせないといけません』って」

〝子供に不当な異世界間出稼ぎをさせない保護条約〟とかいう条約で決まっているそうだ。

　昔、どこかの異世界だか異星だかが子供を労働目的で組織的に輸出していたことがあり、同様の事態を防ぐために一八歳未満の者は学校に通わせなければならないらしい。

「そういえば、聞いたことがあるような……。うちの宇宙人たちは自主的に学校行ってるから忘れてたけど」

　実際、クラウは家にいたら一日中祖母ちゃんにコキ使われるしな。祖母ちゃんは無念の涙を流しながら二人を学校に行かせることに決めた。今朝になるまで黙っていたのも、本当は忘れていたからではなく『クラウを学校に行かせたくない』という未練であったに違いない。

　なんにしても俺には反対する理由はなかった。亡命者は学費タダだし。

　と、そこでポー姫が口を挟む。

「まったく、リンイチローの祖母殿はひどいのじゃ。妾わらわは徹夜でテレホタイムしていて眠いから学校は明日からにしてくれと申したのに『いいから学校に行きな』と聞く耳を持たず……。祖母殿が突とつ如じよ、オニババに変へん貌ぼうを遂げたのじゃ！」

　いいや、うちの祖母ちゃんは最初からオニババだったぞ。全然『突如』でも『変貌』でもない。いったい祖母ちゃんのどこを見ていた？

「ちなみにオニババは《魔法地平シーズベツド》では実在の生物であるのじゃが」

　さすがはファンタジー世界。

「姫、あきらめろ。うちの祖母ちゃんはもともとオニババだが、学業には特に厳きびしいんだ。もと先生だからだろうな。学校行かせると決めた以上、サボりは絶対許さない。これからもズル休みはできないぞ」

　そういうところは、祖母ちゃんの数少ない立派な部分だ。

「ウウウ、なんと怖おそろしい……。妾はニホンの若者の間で大流行の『ニート』とかいうライフスタイルを満喫するつもりじゃったのに。ニートを容認せぬとは、これもやはり田舎じゃからか？」

　いいや、大都会でもニートを容認しているわけじゃない。

「とにかく妾は眠い。授業中はずっと寝ておるつもりじゃから、そのつもりでおるように。……が、その前に質問じゃ」

「なんだよ？」

「うむ、なんというか、その、つまり……そこの触手モンスターはなんなんじゃ!?　なんで教室に全長二メートル半はあろう触手の塊のような怪物がおる？　イソギンチャク（カラフル系）を巨大化させた上で触手成分を強化したようなデカいのが！　アニメやマンガの学校では、こんなペット飼ってるのを見たことないのじゃ！」

「モンスター？　ペット？　なんのことだ？」

「ほれ、そこのデカいの……」

「キシャー、シュルルル」

「……？　あっ、もしかして水神ミナカミさんのこと言ってるのか!?　クラスメイトになんてこと言うんだ！」

「クラスメイトじゃと!?」

「そうとも。彼女は水神ミナカミハイドォラさん。アトランティス亡命政府の守護女神で、俺たちのクラスメイトだ」

　ついでに言えば、我が校のマドンナ的存在でもある。

「姫、今の言い草はさすがに失礼じゃないか？　たしかに彼女は触手だが、だからってモンスターだのペットだの言うなんて」

「い……いや、その……」

「キシャー、シュルルル」

「いや、水神ミナカミさんがそう言うならいいけどさ……。でも姫、一言謝っとけよ」

「う、うむ……。しかしリンイチローよ、前も言ったが、いきなりボケとツッコミを逆にするのはやめてくれぬか？　対処ができぬ」












　ボケとツッコミ？　逆ってなんだ？

「うむむ、その……水神ミナカミハイドォラとやら、すまなかったのじゃ……。実は汝なんじの姿が、以前プレイした『女騎士が陵りよう辱じよくされる系の低価格帯エロゲー』に出てきた触手モンスターにそっくりでのう」

「キシャー、シュルルルルル」

　姫、そんな謝り方があるか。それでも許すんだから水神ミナカミさんは優しいと思う。

　だが謎なぞが一つ解けた。クラウのことだ。

「ひ、姫殿でん下かを守らなければ……しかし触手が！　触手が！　あのゲームの女騎士のように！　しかし、逃げるわけには……だが……。触手怖い触手怖い触手怖い触手怖い」

　クラウがさっきからブルブル震えてるのは、水神ミナカミさんを見たからか。納得だ。

「触手怖い触手怖い触手怖い触手怖い触手怖い触手怖い触手怖い触手怖い触手怖い……」

「おい、クラウ」

　俺がクラウに声をかけると、彼女はハッと我に帰り──、

「ハッ……!?　クッ、殺せ！」

　お前の『クッ殺せ』はもう聞き飽きた。

「あのゲームのように触手に陵辱されるくらいなら、私は名誉ある死を選ぶ！　い、いや待て、しかし私が死んだら姫殿下を陵辱触手の魔の手からお守りする者がいなくなる……。クッ、なんという卑劣な！　この恥知らず！」

「お前こそ、ちょっとは恥じらいを知れ！」

　すぐ陵辱とか言うクセやめろよ。ゲームがトラウマになってるのは分かるが。

「お前クラウ、こないだの銀河帝国ハーストウールのタコ型歩兵は平気だったんだから、急に触手が怖いとか言い出すなよ」

「それはそうなのだが、しかしクラスメイト殿があまりにゲームの触手モンスターにそっくりで……。昨日教室に来たときはいなかったし……」

　ああ、昨日は水神ミナカミさん日直で、花壇の水やりに行ってたからな。

「それにタコ型歩兵どもは、ゲームの触手に似てない上に、細くてツルッとして可愛かわいらしかったから怖くなかったのだ」

　まあ、たしかに、あのタコ型たちは怖くないか。いわゆる草食系触手。ないしは癒いやし系けい触手というやつだ。

　閑話休題。ともあれだ。

「フム、突然の触手にはさすがに意表を突かれたが……しかしじゃ！　これからは転校生である妾わらわとクラウゼラによる大ハッスルな日々が始まるのじゃ！　汝らの退屈な日常を、我らの手で笑いとハチャメチャの渦に変えてやるである！　ウヒョー、ワクワクするのう？」

　ポー姫、なにがウヒョーだ。ずっと寝るとか言ってたクセに。

　だが、姫たちなら、本当に変えてしまうかもしれない。俺たちの日常を『笑いとハチャメチャの渦』とやらに。

　きっとロクなことにならないのだろうなと思いつつも、俺は少しだけ『楽しそうだな』と期待していた。本当に、ほんの少しだけではあったが──。

「あの、ちょっと……ええと、ポー姫さん？」

「む？　なんじゃ、担任教師よ？」

　声をかけたのは、Ｒ－山やま本もと先生。なぜか言いにくそうな、おずおずとした調子だ。

「いえ、あの……ちょっと話しにくいことなのですが、そのぉ──」

　先生は、遠慮がちに姫へと告げる。

「ポー姫さんの学校はここじゃありません」

「なんじゃと!?」

　……はい？

「貴方あなた、八歳なのでしょう？　だったら小学校に行ってもらいませんと。すぐ近くに校舎がありますので。ここは一五歳から一八歳までの子たちが通う高等学校ですよ」

　言われてみればそうだ。姫が堂々としているから気づかなかった。

「な……なんとっ!?　担任教師よ、それでは我が騎士ローズバドと離れ離れになってしまうではないか！　そんなの困る！　嫌であるのじゃ！」

「おお、姫殿でん下か……!!　それほど私のことを必要としておいでだったとは！」

　クラウのやつ、感激してやがるな。だが気持ちは分かる。俺も聞いてて『ちょっといい話だな』と思ってしまった。

　やはり二人の間には深い絆きずながあるんだな……。

「クラウがおらぬと、妾わらわが自分で勉強せねばならぬではないか！　代わりに宿題させたりノート取らせたりするつもりじゃったのに！　給食のプリンも貰もらう予定だったのじゃぞ！」

　ハイハイ、そんなことだと思った。あと、ここは高校だから給食ないぞ。

「ああ姫殿下、おいたわしや……」

　いいやクラウ、おいたわしやがる必要はない。







　やがてポー姫は、用務員のおじさんに案内されて小学校へと連れていかれる。

　一方、クラウは水神ミナカミさんの隣の席になって、またブルブルと震えていた。

　こうして前途多難な予感を多分にさせつつも、女騎士クラウとポー姫、異世界から来た二人の学校生活は始まったのだ。






第四章







ファウ皇女「……ようこそ、町立平へい家け小学校へ」

ポー姫「なんじゃ宇宙人の第八皇女、汝なんじも同じクラスじゃったのか」

ファウ皇女「……そう。小一から小三までは、まとめてこの低学年クラスになる。……ちなみに歩兵たちも一緒」

多脚型歩兵「キュピー、キュピー」
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　平へい家け町ちようの亡命政府受け入れ政策は、過疎化対策の一面もある。

　そのため亡命者は公立学校の学費はタダだし、居い候そうろうさせている家には町役場から生活費の補助が出た。ケチで有名な祖ば母あちゃんがクラウとポー姫を追い出さなかったのは、この補助金が目当てであったのだろう。

　ババアのごうつくぶりはどうかと思うが、クラウは『自分たちが金銭的な負担をかけていない』と知ってからは、心なしか以前よりリラックスして暮らせているようにも見えた。もしかすると補助金は、常識人に気苦労をかけないための役場のはからいであったのかもしれない。ちなみに姫はクラウと違い、最初からリラックスしまくりだった。

　そして、数日後──。

「それじゃ、行ってくる」

「祖母殿、行って参ります」

「ウウ、眠いのじゃ……」

　時間は、朝の七時五五分。

　俺、クラウ、ポー姫の三人はいつものように家を出る。ポー姫はいつものドレスにランドセルという姿、俺とクラウは学校の制服姿で。

　クラウの制服は一昨日、洋品店から届けられたばかりのものだ。田舎らしくクラシカルなデザインのセーラー服。ただし両手には籠手ガントレツトを嵌はめ、腰にも戦剣ローゼウムを下げたままだった。これが女騎士として譲れない一線であったのだろう。

　ともあれ、そんな姿で俺たちは三分ほどバス停まで歩き、そこからバスで一〇分かけて学校へ。

　停留所で降りると、ポー姫は俺たちと分かれて小学校へと歩いていく。相変わらずネットで夜更かししていたため、寝不足で足下がフラフラしていた。

　そんな姫の背中を見送ったのち、俺とクラウは停留所の前で会ったクラスメイトと談笑しながら校舎に向かう。

「この髪、どうであろうか？　今日は少しだけ編み方を変えてみたのだが」

「キシャー、シュルルル」

「い……いや、照れ臭いからそんなに褒ほめるな！」

　初対面では水神ミナカミさんを怖がっていたクラウだが、今ではすっかり仲良しだ。

　もともと水神ミナカミさんはアトランティスの守護女神だけあって面倒見のいい子だったが、それ以上に馬が合ったということだろう。よく二人で会話に花を咲かせていた。

　それに対して、もう一人の女子クラスメイトである宮ミ籐ヤとは──、

「お……おはよう、クラウゼラさん……」

「うむ……おはよう、ミヤトウ殿……」

　まだ、微妙にギクシャクしていた。

　なにが理由かは不明だが、二人はあまり打ち解けていない。やはり先日の襲しゆう撃げき事件が原因なのか？

「キシャー、シュルルルルルル？」

　えっ、なんだよ水神ミナカミさん？　俺が理由のわけないだろ。

　どうして『俺を取り合って不仲』なんて発想が出るんだか。クラウが俺と結婚したがってたのは単に国籍取得のためだし、宮ミ籐ヤがヤキモチ焼くってのも意味不明だ。

　女子はすぐ話を恋愛沙ざ汰たにしたがるから困る。水神ミナカミさんにからかれたクラウは、なぜか真っ赤な顔で俯うつむいていた。

「キシャー、シュルル？　シュルルルル？」

「……クッ、殺せ！」

　お前クラウ、それ一日一回言わないと気が済まないのか？
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　──キーンコーンカーンコーン




　木造校舎にチャイムが響く。

　放課後になると、女騎士クラウは忙しい。

「キシャー、シュルルルル」

　水神ミナカミさんが、帰りにみんなでどこかに寄ろうと提案するが──、

「悪いが、私は遠慮させてもらう」

　と、クラウは断った。

「キシャー、シュルル？」

「そうだ。リンイチローの祖母殿に頼まれている。夕飯の買い物に行った後、さらに廊下の雑巾がけと庭の掃除と風ふ呂ろの掃除をしなければならないのだ」

　ババア、相変わらず働かせすぎだろ。

「では、私はこれで」

　そう言ってクラウは去っていく。まだバスの時間には早いので、自分の足で走ってだ。

　そんな彼女の背中を見送りながら、クラスの女子たちはぽつりと一言。

「キシャー、シュルルルル……」

「うん、まあね……。わたしも、麟一郎リンの家はどうかと思うわ」

　やめてくれ。水神ミナカミさんも宮ミ籐ヤも、俺をそんな目で見ないでくれ。

　特に宮ミ籐ヤ、『普段はクラウと仲悪いわたしだけど、さすがにそんな非道は見過ごせない』みたいな目で見るな。

「そうじゃないんだよ！　俺はいつも反対してるんだ！　祖ば母あちゃんの言うこと、いちいち聞いてたらキリがないぞって！　なのにクラウが引き受けるんだ！」

　あと、一人でやらせてるわけじゃないぞ。俺もけっこう手伝ってる。ただ、俺が余よ所そ見みしてる隙すきに、勝手に新しい仕事引き受けてるんだ。

「キシャー、シュルル？」

「いや、それはそうなんだが……。分かった、そう言うよ」

「キシャー」
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　騎士ローズバドたるクラウゼラは、商店が四つ五つ並んでいるだけの慎つつましやかな常設市場（ニホンの言葉で言うところの商店街シヨーテンガイ）にいた。夕ゆう餉げの材料を買うために。

「──おやクラウゼラちゃん、買い物かい？　ジャガイモとタマネギってことは、さては夕飯は肉じゃがだろう？」

「──クラウゼラちゃんは、いつも家事をしてていい子だねえ。そうだ、飴あめ玉だまをあげるよ。喉のどにいい飴あめだから、三つほど持っておいき」

「──おやおやクラウゼラちゃん、上がってお茶でも飲んでいくかい？　ところで、その棚の上にある箱を取ってくれないかい。そうそう、そっちの青い方」

　ただ歩いているだけで、クラウゼラは何度も声をかけられる。この町では、人々は皆人懐っこい。特に老人はそうだ。優しくて常に笑顔で、無防備なほどにあけすけだった。

　リンイチローに言わせれば、これは『田舎特有の近すぎる距離感』であり『プライベートという概念が薄いだけ』だという。

　だが、そんなのは戦場も同じだ。プライベートなどそもそも存在していない。矢や術ソ法ウの飛び交う前線では一人になれば命を落とすし、野営地では睡眠や着替えどころか排はい泄せつすらも他の女性兵士たちと共にした。それに比べれば、この町は遥はるかに居心地のよい場所と言えよう。

　老人たちの笑顔に包まれて、自然とクラウゼラの口元にも笑みがこぼれる。彼女は《球面地平スフイア》に来てから、今までにないほどよく笑っていた。セタ家で。学校で。町の中で。これほど表情筋を多用したのは生まれて初めての経験だ。

（この町の人々は素晴らしいな……。やはり戦いくさがないからだろうか）

　もちろん、彼女も《球面地平スフイア》が争いのない理想郷ではないことくらい知っている。テレビジョンのニュースで見た。《魔法地平シーズベツド》と同じく、常にどこかで戦いは起きており、このヘイケ町がたまたま現在平和だったというに過ぎない。だが、その事実はクラウゼラにとって、この町の魅力をわずかたりとも損ねるものではなかった。

　やがて彼女はセタ家へと帰り、買った食材を冷蔵庫レーゾーコに仕し舞まう。そして動きやすい服──体育タイイクジャージへと着替えてから、再び家をあとにした。
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　クラウが学校から帰ってから、約三〇分後──。

（……クラウのやつ、今ごろなにをしてるんだろうな？）

　そんなことを考えているうちに、学校前停留所にバスが来た。

　俺はバスに揺られて家へと向かう。……が途中、窓から見慣れた姿を見つけて、途中のバス停で慌てて降りた。

　バスを降りると、周囲にはただ緑色の農地ばかりが広がっていたが、そのうちのひとつ、水を張った田んぼの中に、

「おーいクラウ、なにやってんだー？」

　なぜか、クラウが立っていた。

　体操着の臙えん脂じ色いろジャージに黒のゴム長、手にはゴミ用のビニール袋という姿で。

　しかも田植え直後の水を張った田んぼだから、すっかり泥だらけになっていた。

「リンイチローか。『なにやってる』もなにも、イナゴ獲とりに決まっている」

「イナゴ獲り!?」

「そうだ。ここは祖母殿のご友人が所有する無農薬ムノーヤクの農地でな、イナゴを駆除するよう申しつけられた。私ならすぐに終わると、この腕を見込まれたのだ」

　祖ば母あちゃん、そんなこと頼んでやがったのか。

　言われてみれば、ちょうどそのシーズンだ。一般的には秋ごろにやるのが普通と聞くが、この町の場合、五〇年前にやらかした科学実験の事故の影響だかでイナゴの生態が違うため、毎年今の時期に獲っていた。

　ガチな害虫駆除で、しかもけっこうな重労働だ。サボると甚大な被害が出かねない。

「イナゴ獲りって、まずあぜをやるものじゃないのか？」

「それは祖母殿のご友人が済ませたらしい。私は水田の中を頼まれている」

　一番面倒な部分を押し付けられたな？

「さっさと終わらせねば。このあと家に帰って掃除と庭木の水やりをするよう祖母殿に言われているのだ」

　ババア、どれだけ労働させる気だよ。

　クラウは素早い身のこなしでイナゴを次々と手て摑づかみしてはビニール袋に放ほうり込んでいたが、それでもそんなに簡単に終わるものじゃないだろう。

「なあクラウ、前から言ってることだが……祖ば母あちゃんの言いつけなんて全部引き受けることないんだぞ？　あのババア、断らないと際限なくいろいろやらせてくるからな」

　だがクラウは、ふふっと笑って俺に答えた。

「心配は無用だ。私も嫌々やっているわけではない」

「そうなのか？」

「うむ。姫殿でん下かに『祖母殿の言いつけを聞け』と申しつけられているからな。主あるじたる姫殿下の命に従うことこそ、騎士ローズバドの喜びだ」

「だから、そういうのよせって。人の言うことばっかり聞くのはどうかと思うぞ」

「ふふっ、それこそ心配無用。そもそも、この程度の労働、戦や剣の修行に比べれば遊びも同然。私は異国の騎士ローズバドやオークの軍ぐん勢ぜいと戦ってきた身なのだぞ。……それに私は、この暮らしを楽しんでいる」

「ホントかよ？」

「本当だ。見るがいい、この町の景色を」

　彼女は、ぐるりと周囲に目を向ける。

　青い空の下に、山と農地の緑色が広がる、そんな景色に。

「この美しい町に暮らし、そして剣以外で人の役に立てる。それが私にはたまらなく嬉うれしいのだ。生まれたときから騎士ローズバドとなるために育てられ、戦うこと以外を知らずに生きてきたこの私が、家事や農業で役立てるということが……」

「クラウ……」

　思いのほか重い言葉を口にしながら、クラウはまた一匹イナゴを手で摑つかむ。その泥だらけの顔は、満足げな笑みを浮かべていた。

「この世界は素晴らしい。毎日が新鮮な喜びに満ちている。リンイチローの祖母殿も、そんな私の気持ちを察して仕事を任せてくれるのだろう。嬉しい限りだ」

「いやいやいやいや！　絶対違うぞ！」

　お前クラウ、なんていうかホントにちょろいんだな？　そんなことだから祖母ちゃんなんかにコキ使われるんだ。

「まったく……。クラウ、ちょっとあっち向いててくれ」

　ちょうど体育ジャージを持っててよかった。

「？　構わないが、なにをする気だ？」

　俺はスポーツバッグからジャージを出すと、周囲にだれもいないのを確認してから手早くズボンを履き替えた。

「これでよし、と」

「……？　リンイチロー、なにをする気だ？」

「決まってる。手伝ってやるつもりなんだよ」

　ゴム長などないからジャージのズボンを膝ひざまでまくり、裸足はだしになって田んぼに入る。裸足で泥に入るのなんて久しぶりの体験だ。ぬるりとしてくすぐったい。

「……いいのか？」

「当たり前だろ。クラウ一人だけ働かせるなんて、そんな薄情なマネできるか」

　さっそく手元にいたイナゴを一匹手で捕まえた。挟んだ指の間でばちばち跳ねる。

「すまんな、リンイチロー……」

「なあに、祖ば母あちゃんが頼んだことだ。礼なんて必要ない。それに、俺が特に親切なんじゃないぞ。水神ミナカミさんや宮ミ籐ヤも心配してたからな。こんなの、だれだって手伝うだろ」

　俺がそう答えると、クラウはまた、ふふっと笑った。

　そして顔を、真上に──五月の青い空へと向ける。

「ふふ……この町は本当に美しいな……。空はこんなにも澄すみ渡わたり、山は緑、それに人の心も……」

「そうか」

「い、一応念を押しておくが──私は別に、顔を見られたくないから上を向いているわけではないからな！　ただ空を見ているだけだ！　決して泣きそうになってるわけではないぞ！　勘違いするんじゃない！」

「なんだ急に？　言われるまで『泣きそうかも』なんて想像もしなかったぞ」

「う……うむ、ならばよし！　もしかすると顔が赤いかもしれないが、これも照れているわけではないからな！　日差しが暑くて、赤くなっているだけだ！　分かったか！」

「お……おう、分かった」

　彼女はもうしばらく真上を向いていたが、涙をこらえようとしていたのか、それとも本当に空を見ていただけなのか、それは俺には分からなかった。

　いずれにせよ、一つだけ確かなことがある。

　異世界から来た女騎士クラウは、ここでの暮らしを心から楽しんでいた。

　なにもない、この田舎町での生活を。







　──だが、そうでない者もいた。

『田舎を好きになる』というのは一種の特技だ。だれにでもできるわけではない。

　俺とクラウがイナゴを捕まえては袋に入れて、捕まえては袋に入れてを繰り返していると──脇わきのあぜ道を、知った顔たちが通ろうとしていた。

「……全員、ちゃきちゃきと運ぶ。……わっしょい、わっしょい」

「「キュピー、キュピー」」

「サスガハ第八皇女、コノヨウナ者ニ親切ニスルトハ。コノゐー大臣、感服イタシマシテゴザイマス」

　宮ミ籐ヤんとこの宇宙人、銀河広域軍事帝国ハーストゥール臨時正統政府の連中だ。

　七歳のファウ第八皇女の号令で、一〇体のほどのタコ型歩兵がなにかをワッショイワッショイと運んでいた。

　よく見れば、それは──。

「あれは……姫殿でん下か!?　待てっ、宇宙人ども！　主あるじをどこに連れていく気だ！」

　クラウが気づいて、大声を張り上げる。

　そう。それは、なんと姫。

　宇宙人たちが運んでいたのは、クラウの主たるポー姫だった。
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「待てっ！　貴様ら、我が主を誘拐してなにを……（中略）……クッ、殺せ！」

　お前クラウ、その日本語おかしい。明らかにおかしい。

「なんだよクラウ、その『（中略）』って？」

「う、うむ……。本当は『我が主を誘拐してなにをする気だ？　まさか姫殿下を陵りよう辱じよくする気か？　いや、さては姫殿下を人質にして私を陵辱する気なのだな？　先日の仕返しで私を陵辱しようと思ったが、しかし正面からでは敵かなわないので、人質を取って陵辱する気なのであろう。姫殿下のやっていたゲームのように。女騎士が陵辱される系の低価格帯エロゲーのように。だが、主が囚とらわれの身とあっては、私も逆らえず陵辱されるしかない。しかし私は誇り高き神聖連合王国イースの騎士ローズバド、陵辱されるくらいならば死を選ぶ。クッ、殺せ』と言いたかったのだが、話が長くなるし、思い切って省略したのだ」

　いや、『（中略）』の中身についてはだいたい分かってたよ！　というか、ほぼ一字一句想像通りだったよ！　俺、こう見えて現国の成績いいし！　行間読んで埋められたよ！

「それに……貴様リンイチローが『陵辱なんて言葉を何度も使うな』と言っていたからな。はしたないと思って省略したのだ……」

　結局言っちゃってたけどな。恥じらうのはいいことだが。

「しかし、勘違いするなよリンイチロー！　貴様に気に入られようと思っているわけではないぞ！　分かったか！」

「いいよ、そんな話！　今はどうでも！　それより姫をどうにかしろ！」

「う……うむ、そうだった。宇宙人ども、姫殿下を返せ！」

　クラウは泥だらけのジャージにゴム長という姿のまま宇宙人たちの前に立ちはだかり、剣のかわりに虫取り網を突きつける。

　しかしファウ第八皇女は、クラウに言った。

「……女騎士、いいところで会った。……べつに陵辱しに来たわけではない」

「なんだと……？　それでは、どうして？」

「……ポーちゃんが急に倒れたので連れてきた。……いっしょに公園で遊んでたら、いきなりバタッと気絶した」

　なんだ、お前ら仲良しなのか？　小学校で同じクラスとは聞いていたが、友達になるのはいいことだ。

　しかし、どうして気絶なんか……。

「……『このあたりはジャンプが火曜日発売だ』という話をしたら、『きゅ～っ』と言って気絶した」

　どんな理由だ!?　一方、当のポー姫は気絶しつつも、うわ言で、

「うーんうーん……妾わらわにはもう、月曜にジャンプを買うことすら無理なのじゃ……」

　とか言いいながら、うなされていた。そんなにショックだったのかよ？

「姫殿でん下か、おいたわしや。まさか、そこまでジャンプとやらが好きだったとは……」

　だが、そのクラウの言葉を聞き、ファウ第八皇女は小さく首を横に振る。

「……違う。……女騎士よ、そういうことではない」

「違う、とは？」

「……ジャンプを読めないのが辛つらいのではない。……彼女は、自分の住んでいる場所が『日本中のだれもが月曜に読んでるはずのジャンプすら、その日のうちに手に入らないほどの田舎』だと知ったから、それが悲しくて気絶したのだ」

　そうだ……。俺には分かる。ジャンプの発売日など、ただの象徴でしかない。

　世の中のだれもが当たり前に手にしているものが、ただ『この町に住んでいる』というだけで手に入らない──それは、どれほど悲しく、どれほど辛いことであろうか。だから姫は倒れたんだ。

　クラウもそれを理解したのか、神妙な顔で俯うつむいた。

「そうだったのか……。姫殿下にとって、この地がそこまでご苦痛だったとは」

　クラウはイナゴ取りを中断し、宇宙人たちからポー姫を受け取ると、その背におぶって俺の家まで連れ帰る。彼女の足なら、ここから家まで一分だ。
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　数分後、俺の家。

「姫殿下、おいたわしや……。この私がついていながら……」

　布団で横になるポー姫を、クラウは枕まくら元もとで見つめていた。

　その顔は、まるで病気の我が子を前にした母親。このわずかな時間で、彼女クラウは少しやつれたようだ。

「リンイチローよ、私は騎士ローズバド失格であろうか？」

「……？　どうして急に、そんなことを？」

「姫殿下がこれほど辛い思いをしておられたというのに、私は気づくことができなかった。それどころか私は、この町での暮らしを楽しんでさえいたのだ！　姫殿下を苦しめていたこの町を！　主あるじを守護する騎士ローズバドとして、これほど恥ずべきことはない……」

「それは……」

「『これほど私に居心地のよい町なのだから、姫殿でん下かも喜んでいるに違いない』と、勝手に思い込んでいた……。ああ、私はなんと愚かなのだ！」

　厳きびしいことを言うなら、その通りだ。

　クラウは大人だから田舎を楽しむ余裕があったのだろう。俺と同い年ながら、軍人──つまりは社会人経験のある本物の大人だ。

　だが姫は違う。ただの子供。しかも華やかな都会を断片的ながら知っていた。この町など好きになれるはずもない。

「姫殿下、お許しを……。クッ、だれか私を殺してくれ！」

　それは今までで一番重い『クッ殺せ』だ。

　ポー姫は布団の上で、ウーンウーンとうなされていた。

「うーんうーん……ジャンプが火曜日発売なんてイヤなのじゃ……。なのに中部地方だからゴラクは木曜発売なのがアンバランスでイラッとくるのじゃ、うーんうーん……」

　──って、緊張感ない寝言だな!?

「うーんうーん……今のを解説すると『全国的には金曜発売の週刊漫画ゴラク（おじさん向けマンガ雑誌）が中部地方など一部地域では一日早く出る』というわけなのじゃ。豆知識じゃ」

　死ぬほどどうでもいい豆知識だ。お前、本当は起きてるんじゃないのか？

「うーんうーん……小学校低学年の子供が公園で遊ぶのに、なぜ花の蜜みつをチューチュー吸ったりケードロしたりなどをせねばならぬ……。今どき、子供が公園に集まって遊ぶというなら、普通は３ＤＳかＰＳＰであろうに……社会問題になっておることを、なぜ汝なんじらはできぬのじゃ……。いや、花の蜜は美味であったし、ケードロはかなり楽しかったのじゃが……」

　楽しいならいいだろ。無理して社会問題になることはないぞ。

　姫のバカな寝言のおかげで、深刻な気分がだいぶ薄れた。あんまり可哀かわい想そうがる必要ない気がしてきたな。

　だが、クラウは未いまだ陰いん鬱うつな顔のままだ。責任感の強い彼女にとって、こんなバカ寝言とはいえ姫が苦しんでいるというのは辛つらいらしい。

「リンイチローよ、私はどうすればいいのだ……？　どうすれば姫殿下を救うことができると思う？」

「クラウ……」

　たとえば、都会に引っ越せば、姫のストレスはなくなるのだろう。

　だが平へい家け町ちよう以外の場所では、異世界からの亡命者が定住許可を得ることさえ難しい。前に祖ば母あちゃんのついてた噓うそとは違い、『日本人と結婚すれば国籍が取れる』というようなものではなかった。

　そもそも人間というものは、そんな簡単に引っ越しなどできはしない。それは日本生まれの日本人でも同じことだ。故こ郷きようを捨てたいと思いながら、住んでいる土地に縛られ続ける者は多いのだから。

　だから現実的な案としては──、

「仕方ない……。姫に少し、都会の匂においを嗅かがせてやるか」

「都会の匂い？」

　明日は土曜で休みだ。ちょうどいい。

　遠い都会に憧あこがれながらも、しかし緑に囲まれて暮らすしかない哀かなしき人々──そんな俺たちの心を癒いやしてくれる施設ばしよがある。

　いわゆる〝ジャスコ〟。

　週末のためのユートピアだ。






第五章







ポー姫「──そんな辛つらい思いをしていた私を救ってくれたのが、いわゆるジャスコであったのです。もうジャスコには足を向けて寝られません（※個人の感想です）」

祖母「なんだい、この本って宣伝ラノベだったのかい。『ドキュメンタリー番組だと思ったら健康食品のコマーシャルだった』的な」
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　ゴゼンの五時半。また《球面地平スフイア》に朝が来た。

〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟クラウゼラは、夜明けと共に庭に出て、朝日を浴びながら素振りをする。

「おやクラウ、土曜だってのに早いんだね？」

「祖母殿、お早うございます。早起きというなら、そちらこそ」

「アタシゃ年寄りだからね。いつだって朝は早いんだよ」

「騎士ローズバドも同じです。鍛錬に休みはございません。それに今日は出かけますので、朝のうちに家事をしておかねば」

「そうかい。そういや最近いつも麟りん一いち郎ろうが『アタシはアンタクラウを働かせすぎだ』って言ってるんだけどさ、アンタもそう思っているのかい？」

「ふふっ、まさか。この程度の労働、ほんの家賃代わりです。それに私が手伝わねば、祖母殿かリンイチローが私の分まで働くだけなのでございましょう？　家事というのは、だれかがやらねばいけないものですから」

「まあね。分かってくれてるならいいよ。アンタが働いてくれるおかげで麟一郎も家事をよく手伝ってくれるようになったし。──じゃ、これ、昨日の分の〝ご褒美チケット〟。昨日は頑張ってくれたから、ほら三枚。今朝も一枚使ってアレやるのかい？」

「は、はい……使います！」





　　２






　朝、俺の部屋。

「リンイチロー、起きろ。起床の時間だ」

「クラウ……」

　今朝もまた、クラウが起こしに来た。今日は土曜で学校がないから、制服ではなく鎧よろい姿。その上に割かつ烹ぽう着ぎを羽織っている。

　俺は『自力で起きるからいい』と言っているのに、祖ば母あちゃんからなにか言われているのか、毎朝のように勝手に部屋に入ってきた。

「起きるがいい。姫殿でん下かも起きているぞ」

「ふぁぁ……分かった、今起きる」







　着替えてから居間に行くと、ポー姫は浴衣姿のままテレビを見ていた。

「リンイチローおはようなのじゃ。見るがよい、子供向けアニメの再放送をやっておる。昔のアニメは女児向けでも平気でパンチラするから油断ならぬのじゃ」

「なんだ姫、思ったより元気そうだな？」

　昨日倒れてから、そのまま寝込んでいたので心配だったが──どうやら、もう安心らしい。顔色なんて普段よりもいいくらいだ。

「うむ、元気なのじゃ。昨晩はネットをせずに寝たからのう。このところずっとテレホタイムのせいで夜更かしじゃったが、久しぶりにゆっくり睡眠を取れたのじゃ」

　もしかしてコイツ、昨日倒れたのって単に寝不足のせいなんじゃ？　俺たち、心配して損したかもしれない。

　……まあいい。田舎暮らしでストレスが溜たまっているのも事実だろう。予定通りにいくとしよう。

「姫、朝メシ食ったら出かけるぞ」

「む？　土曜なのに、どこへ行くというのじゃ？」

「いいところだ。期待しとけよ」

　その後、皆で朝食を食べたあと、クラウと俺は食器の片付けをして、姫はいつものドレスに着替える。出かける仕度が終わったころに、ちょうどお隣さんが迎えに来た。

「やあ、どうも。平たいらの景かげ清きよです」

「おや、お隣の平へい家けの落ち武者ではないか。おはようなのじゃ。今朝はいつもより、よい甲かつ冑ちゆうを着ておるのう？」

「ええ、おでかけなんでね。ちょっとお洒落しやれしてみました」

　よく見れば、肩や背中に刺さってる矢も新品だ。

「さあ皆さん、車の用意ができていますよ。乗った乗った」

「？　車じゃと？」

　田舎のベンツこと、白の軽トラックだ。

　景清さんは親切な人だ。俺たちが出かけると聞き、『だったら送ってあげます』と車を出してくれることになった。

　軽トラは二人乗りだから、景清さん・姫・クラウ・俺の四人が乗るのは本当なら無理なのだが──、

「それじゃあ、みんな荷台に乗って。落っこちないように気をつけてください。お巡りさんがいたら、そこのブルーシートで隠れるんですよ」

　これまた『田舎あるある』だ（※編集者註ちゆう：違法なので真ま似ねしないでください）。
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　空は、澄すみ渡わたるようなブルー。

　まばらに浮かんでいる雲は、ソフトクリームのように爽さわやかな白。午前の日差しは眩まぶしすぎずに世界を照らす。

　そんな五月の空の下、俺たちは軽トラの荷台で揺られていた。

「二人とも、揺れは平気か？」

「ああ、大丈夫だリンイチロー……。やはり《球面地平スフイア》は美しいな」

　軽トラは、あるときは左右に田畑の広がる農道を走り、またあるときは木漏れ日の射さす山道を走る。クラウはうっとりと景色を眺め、ポー姫は、

「景色、飽きたのじゃ。少し横になるのでリンイチローは膝ひざ枕まくらをせよ」

　と、あぐらをかく俺の足を枕にし、ごろりと荷台に横になる。

「姫、膝枕ならクラウに頼めよ」

「あやつの太ももは鎧よろいで痛いのじゃ」

　なるほど、それもそうか。

　ふわふわしたポー姫の金髪は、俺の足にも心地よい。姫は寝転がったまま俺に訊たずねた。

「で、リンイチローよ、結局我らはどこに行くのじゃ？　もう、この軽トラに三〇分以上も乗っておるぞ。いいかげん、目的地を教えてくれてもよかろう？」

　そうだな、そろそろいいか。

「俺たちが今日行くところは──いわゆるジャスコだ」

「じゃすこ？　なんじゃそれは？」

「ああ、まずはそこから説明しないとな。ジャスコというのは、つまりはショッピングモールというやつだ」

「モグラ市場シヨツピングモールじゃと？」

「いいや、モグラは関係ない。そんな強引な間違いがあるか。ええと、なんて説明すればいいんだろうな？　つまり、スーパーの巨大なやつというか……」

「スーパーというと、ヘイケ町のミヤヤマートみたいなところであるのか？　あそこはおやつを買うためにときどき行くのじゃが、どうしてわざわざ町の外に遠出してまで？」

「いや、あんなんじゃなくて、もっとすごいやつだ。いいから楽しみにしてろって。そろそろ見えてくるはずだぞ。ほら──」

　軽トラが、山道のカーブを大きく曲がると、遠くにそれが見えてきた。

　山やま端はし町ちようは、平へい家け町ちようから五つ隣の市町村。かつては我が町同様なにもない田舎町だったが数年前、突とつ如じよここが建設された。

　田畑のど真ん中に建つ、白くて四角い巨大建築物──高さこそは三階建てだが、敷地面積がやたらと広く、その周囲をさらに広大な駐車場に囲まれている建物が。

　あれこそが〝いわゆるジャスコ〟。

『あなたの町を街にする』のコピーでおなじみ、ダイナマイトジョニー山やま端はし店だ。





　　４






「どうだ、ここがいわゆるジャスコだ」

「な……なんじゃ、ここは!?」

　ずっと『なぜスーパーなぞに行かねばならぬ』と文句を言い続けていたポー姫だったが、建物に一歩入った瞬間、目を丸くした。

「これは立派な建物じゃのう。それに、人もこんなに大勢おって……。ははあ、さてはここが皇居コーキヨ──ニホンの王の宮きゆう殿でんなのじゃな？」

「宮殿じゃないぞ。言ったろ、ここがいわゆるジャスコ。買い物したり遊んだりするところだ」

「なんと！　買い物したり遊んだりじゃと!?」

　姫、驚いてるな？　いいリアクションだ。

　これこそが、いわゆるジャスコ。

　さっきから『いわゆる』と強調しているが、これはつまり『本物のジャスコではない』という意味だ。別の会社が建てた『ジャスコ的な大規模お買い物施設』。

　本来ならば正式名称で〝ダイナマイトジョニー〟あるいは略して〝ダイジョニ〟とでも呼ぶべきなのだろう。だが、どのメーカーのヘッドホンステレオもとりあえず〝ウォークマン〟と呼ぶノリで、近隣住民の多くはここを〝ジャスコ〟と呼んでいた。

『ジャスコ的なもの』を意味する一般名詞としての〝いわゆるジャスコ〟だ。

（※ジャスコ関係者の皆様へ：この店はこのあと悪事に加担するため、『本物のジャスコではない』という設定にいたしました。ご了承ください）

　本物でないとはいえ、中身の充実具合は本家ジャスコにも負けてはいない。この山奥に都会の風を運んでくれる。

「こ……これは、スーパーではないのじゃ！　いや、建物の半分くらいは食料品や日用雑貨を売るスーパーマーケットではあるのじゃが、それ以外の店舗がいくつも併設されておる！　一つの大きな建物の中に！　屋内でありながら、この光景はまさにバザール。異国からのキャラバンが訪れたときのよう……。なるほど、この宮きゆう殿でんはバザールを常時開催させるためだけに造られたものなのじゃな？　なんという贅ぜい沢たく！　なんという工夫！

　おお、見るがよい、服が売っておる。ヘイケ町の服屋にはババアとオバチャン向けの地味な色をした服しか売ってなかったが、ここではこんなカワイイ服が売っておるではないか。それに、あっちには雑貨屋が。洒落しやれたデザインの皿やら茶ちや碗わんやらがこんなに。ややっ、向こうに見えるのはケーキ屋さんであるか？」

　まだ入り口をくぐった直後であるのに、ポー姫は早くもテンション最大だ。

「ははは、喜んでるようだな？　そうだ姫にいいものをやろう。ほら」

「むっ、封筒じゃと？　これはなんじゃ」

「こづかいだ。無駄使いするんじゃないぞ」

「なんとっ!?」

　ジャスコに行くと言ったら祖ば母あちゃんがくれた。ケチなので渋々と。どうせ姫たちのおかげでもらえる補助金の一部であるのだが、あのババアも意外といいところがある。

　ポチ袋の封筒に千円札が入っているのを見たポー姫は──、

「きゅっ」

　いきなりバタッと床に倒れた。

「ああっ姫殿でん下か!?　ご無事ですか！」

　クラウは慌てて駆け寄るが、姫はガバッと自力ですぐ起きる。

「い……いや、平気なのじゃ。あまりの大金に興奮しすぎてしまっただけじゃ」

「しばらく、どこかで休んでいた方が……」

「心配無用じゃ！　これほどの素晴らしい場所におりながら、休んでおる暇などあるものか！　行くぞクラウゼラ、妾わらわのあとに続くがよい！」

「お待ちを、姫殿下！」

　姫は、そのまま奥へ奥へと突き進む。

　クラウと俺は、そのあとを追う。その際、クラウは目線を俺に向けないまま（照れているのか、姫から目を離さないようにしているのか）──、

「リンイチローよ、感謝するぞ」

　と、囁ささやくように礼を言った。

「ん？　なんだよ急に？」

「姫殿でん下かのことだ。貴様がこの場所に連れてきてくれたおかげで、すっかり元気を取り戻した。今まで、ずっと沈み込んでいたのに、あんなにも楽しそうに……」

　ああ、そうだな。それに姫が元気になったからか、クラウの表情も晴れやかだ。

「気にするなクラウ。姫の気持ちはよく分かる。俺にとっては他ひ人と事ごとじゃない」

「？　どういうことだ？」

「いや……」

　少し余計なことを話し過ぎた。

「それよりクラウ、これを」

　俺はクラウの手にポチ袋を渡す。

「？　この封筒は？」

「お前クラウの分のこづかいだ。一万円入ってる」

「私の分もあるのか!?　しかも姫殿下の一〇倍とは、畏おそれ多い……」

「いいんだよ、お前の方が年上なんだし。それに祖ば母あちゃんも『いつも働いてくれて偉いから、ちょっと多めにあげようかね』と言っていた。お前に対する感謝の印だ。遠慮なくもらっておけ」

　むしろクラウの働きぶり（働かされぶり？）から考えれば、一万円札一枚では安すぎるくらいだ。だが彼女は俺の話を聞き、

「そうか……祖母殿が、私に感謝を……」

　ホロリと泣きそうなくらい感激していた。いや、あのババアたぶんそこまでは感謝してないぞ。そういうところがクラウはちょろいっていうんだよ。

「この恩は一生忘れぬ。金は家宝として代々大事に取っておこう」

「そう言わず、好きなものを買え。一応言っておくが、姫に金をあげたりするなよ？　そういうのって教育上よくないからな」

「う……うむ、分かった……」

　俺たちがそんな話をしている間にも、姫はどんどんジャスコの奥へと入っていく。

「さて、とりあえず一階から順に見ていくのじゃ。ふむふむ、一階は高級品が中心のようじゃの。見よ、宝石が売っておる。さきほどの服屋もケーキ屋も高いものばかり売っておったし。こうして、この施設全体の高級感を演出しているというわけじゃな。次は二階じゃ。おおっ、このへんの店はネットで見たことがあるぞ。いずれもトーキョーで流は行やっているという店じゃのう。つまりはチェーン店というものか。ここはコーヒーと輸入食材の店カルディに、あっちは石せつ鹼けん専門店ボディショップで……おおっ、なんと、あれはディズ○ーショップであるか。あの、あらゆる多元宇宙でキャラクター商品を売りまくっておる会社の直営店。《球状地平スフイア》出身の会社というのは知っておったが、さすがは地元世界。品しな揃ぞろえが充実しておるのう。むむっ、そこにあるのはユニーククロッシングことユニクロ。お手ごろな値段でこの品質。しかも、その隣にあるのはオシャレな大都会の象徴スターバックス。いやいや、大手のチェーン店万歳じゃな。おかげで全国どこでも都会の大人気店と同じものを買うことができるのじゃ。お次は三階じゃが──おっ、本屋さんじゃ。しかも、けっこう大きな店じゃぞ。うむむむ、漫画やラノベも充実しておるが、それよりも専門書のコーナーを見よ！　妙にマニアックで充実しておる！　これは、よほど優秀な店員がおるに違いあるまい……。ふむ、隣はＣＤとＤＶＤの店であるか。これまた素晴らしい品揃え。先ほどの本屋さんもそうじゃが、広い敷地面積があった上で、さらに繁盛しているからこそ、これほどの品揃えが実現できるのじゃな。さらに隣は……な、なんとっ、ヴィレッジヴァンガードじゃと!?　単純なオシャレに飽きた都会人にサブカルチャーなライフスタイルを提供するという、あの！　ふう……。３Ｆは『趣味のフロア』とのことであるが、いろいろマニアックなフロアじゃのう？　楽譜と楽器を売ってる店や腕時計を売ってる店などもあるようじゃが、あれらもきっとマニアックな品揃えであるのじゃろう」

　息継ぎなしで喋しやべるな、鬱うつ陶とうしい。はしゃぐ気持ちも理解できないわけではないが。

　あと、どうでもいいが、お前の発言ステマ臭い。宣伝部長か？

「まったく、いろんな店があるものじゃ。……むっ？　むむむっ？　ややっ！　い、一番奥にある、あの店は、もしや……いや、間違いあるまい！　あれは、アニメショップ！　まさか、こんなところにアニメショップがあるとは！　アニメやマンガのグッズが！　キャラの下敷きやキーホルダーが！　しかも、その向かいはオモチャ屋なのじゃが、このプラモデルの充実具合はどういうことじゃ!?　いや、それどころかモデルガンに鉄道模型まで！　うう……このジャスコとかいう施設は、家族連れやリア充な若者のためのものなのかと思っておったが、しかし妾わらわは勘違いをしておったようじゃ。まさか我らのような日陰者のオタク層を、ここまで温かく迎えてくれるとは……」












　ポー姫はテンション最高潮のまま、ますます宣伝っぽい台詞せりふを言い終わるや──、

「きゅっ」

　またバタッと倒れた。

　今度は、鼻血をブバッと噴き出しながら。

　この姫、マンガか。昔のマンガか。
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　一〇分後。

　俺たちはフードコートでハンバーガーを食べていた。

「むぐもぐもぐ……ふう、さっきはびっくりしたのじゃ」

　いいや、びっくりしたのはこっちだ。

「姫殿でん下か、ご無事で？」

「うむ、クラウゼラよ、大事ない……。リンイチローよ、汝なんじにも世話をかけたようじゃな。つい興奮しすぎてしまったようじゃ」

「そうだな、興奮しすぎだ。すごい勢いで鼻血噴きながら倒れたから、ちょっとした殺人現場みたいになってたぞ」

「あのくらい普通じゃろう？《魔法地平シーズベツド》の人間なら、あのくらい鼻血は出るものじゃ」

　ホントかよ？

「だから、妾のドレスには鼻血がシミにならずにすぐ落ちる加工が魔力シーズでしておる。ほれ、ぜんぜん汚れておらぬじゃろう？」

　そういや服、キレイなままだな？　魔法文明の無駄使いだ。

「しかし、このドムドムバーガーとやらは美味じゃのう。これがチーキュ名物のハンバーガーというものか。なるほど、こういう味だったのじゃな。てっきり甘いものかと思っておった。むぐむぐもぐ」

「なんで甘いものだと思うんだよ？」

「アニメなどで、よく美少女キャラが食べておるからじゃ。放課後に主人公と寄り道するシーンなぞで。美少女キャラが食べるのじゃから普通は甘いものじゃろう？」

　どんな理屈だ。

「もっとも妾わらわのようにナラヅケが好物の美少女もおるから、例外も多いのじゃろうが。むぐむぐもぐ、ズズーズゴゴゴ」

　最後のズゴーズゴゴゴはストローでシェイクを飲む音だ。行儀悪い。

「ところで、これを食べ終わったら妾はゲームコーナーに行こうと思う」

「ゲームコーナー？　幼児向けのか？　大人向けのちゃんとしたゲーセンもあるぞ」

「いいや、幼児向けの方でよい。幸せすぎて怖くなってしまったのじゃ。ジャスコの威い容ようを堪能し、その上ゲーセンで最新ゲームなどしたら妾は死んでしまうかもしれぬ」

　大げさな。

「それに、幼児向けのゲームコーナーはさっき少し覗のぞいたが、意外と面白そうじゃったぞ。ラムネ菓子を取るクレーンゲームや、アイカツの筐きよう体たいもあったようじゃし」

　まあ、よく考えたらコイツ八歳で幼児だしな。ゲームコーナー本来の客層だ。

「姫殿でん下か、お口が……」

「うむ」

　クラウはハンバーガーのケチャップでベタベタになった姫の口の周りを紙ナプキンで拭ふいていたが（というか、姫もそのくらい自分でやれと思うのだが）、そんなとき。

「あ……っ」

　と、なにかに気づいて手を止めた。

「どうしたクラウゼラよ？　まだキレイになっておらぬぞ？」

「しっ、姫殿下！　あれをご覧ください！」

「む？　なんじゃ、あれとは？」

　クラウが指差す方向を見ると、そこには驚くべき者たちがいた。

　緑色の肌に、豚や猪いのししに似た頭部、でっぷりと太った巨きよ軀く。半裸だが、手には丸太で作った棍こん棒ぼうを持ち、角飾りのついた兜かぶとを被かぶっている──そんな姿の三人組が！

　しかも、こっちの方をジロジロと見ている！『ブゴーフゴー』と息を荒くしながら！

「あれは……まさか、オークじゃと!?」

「はっ、間違いございません」

　なんという急展開!?

　さっきまでジャスコで鼻血出して大騒ぎしていたのに、まさかいきなりオークとは！

　俺、さすがについていけない。

「むむむ、なにゆえオークどもがジャスコに？」

　ちなみに他の客たちは、オークを見てギョッとした顔をしたり、逆に子供が喜んだりはしていたものの、そこまで大きなリアクションはしていなかった。都会の香りがする場所だから、都会特有の無関心さも再現されているというのか？　それとも、なにかのアトラクションと思っているのか？

「姫殿下、あやつらはきっと追っ手です。《魔法地平シーズベツド》から我らを狙ねらって来たのでしょう」

「考えられる話じゃな……。よしっクラウゼラよ、オークどもと戦うのじゃ！　コテンパンのギュウという目に合わせてギャフンと言わせた末に血祭りにせよ！」

「はっ、かしこまりました」

　物騒な。あと姫、ボキャブラリー古い。

「その隙すきに、妾わらわは一人でゲームコーナーに行く。あるいは三階あたりをブラブラしておるので、あとで迎えに来るがよい」

　行くな。こんなときなのに。『その隙に』って、どんな隙だ。

「それでは我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウよ、〝騎士の封印バド〟の解除を許す！　戦うのじゃ！」

「はっ」

　クラウは、腰の剣に手を伸ばす。だが、その瞬間──。

「おやめください。その必要はございません。……ブゴーフゴー」

　さっきの三人とはまた別のオークが、俺たちの前に立ちはだかった。

　それは、他の個体より一回り大きな体たい軀くを持ち、他の個体よりも派手な飾りのついた兜かぶとを被かぶり、他の個体よりも大きな棍こん棒ぼうを手にし──しかし半裸ではなく、三みつ揃ぞろいの高級スーツに身を包んだオーク。

「《魔法地平シーズベツド》の方々とお見受けします。いやはや、こんなところで出会えるとは。……ブゴーフゴー」

「汝なんじ、何者じゃ？」

「ワタクシの名は、ダイナマイトジョニー。〝暗き森クエルクス〟のオークの部族長の一人にして、ここの社長です。……ブゴーフゴー」

　このジャスコの社長だと!?

「とりあえず皆様、社長室まで来ていただけますかな？　……ブゴーフゴー」
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　まさか、このいわゆるジャスコ──ダイナマイトジョニーの社長が、異世界から来たオークだったとは！

「ダイナマイトジョニーといえば〝暗き森クエルクス〟オーク部族連合の一角で、精鋭二〇〇〇を率いる部族長じゃな。店の名前を聞いたとき、どこかで聞いたことある名とは思ったが、まさか本人じゃったとは。看板のマークもオークの紋章じゃったし」

　お前ポー姫ら、もっと早く気づけ。

（※読者の皆様へ：本物のジャスコ（現イオン）の社長はオークではありません。安心してお買い物をなさってください）

　俺たちはオークたちに、建物の奥へと案内される。

「姫殿でん下か……。わざわざついていかずとも、あのフードコートで皆殺しにしてやればよかったものを」

「ふふっ、クラウゼラよ、そう物騒なことを言うでない。敵とはいえ、せっかく同郷の者と出会ったのじゃ。挨あい拶さつくらいせねば失礼というものじゃろう」

　ポー姫、普段はバカだけどさすがは姫だな。こういうときは堂々としている。

　一方クラウは、言葉は勇ましいものの、声はどこかうわずっていた。気のせいか肩も微妙に震えている。

「クラウ、どうした？　お前、少し様子がヘンじゃないか？」

　気になって、俺がそう訊たずねると──、

「い……いや、ヘンなどではない！　異常などない！　至近距離でオークを見ても怖くなどない！　姫殿でん下かに見せられたゲームを思い出したりなどもしない！　トラウマになどなっていない！」

　なるほど、そういう理由だったか。

「うう……出会い頭に皆殺しにしていれば、こんな気分にならずに済んだものを……」

　クラウ、物騒だな？

　ともあれ、そんな話をしているうちに、俺たちは社長室へと到着する。

「どうぞ、ソファにおかけください。今、お茶を持ってこさせます。……ブゴーフゴー」

「うむ。しかしジョニーよ、よくぞ妾わらわたちを見つけたものじゃのう？　さては、最初から我らを監視しておったな？」

「いいえ、まったくの偶然です。……ブゴーフゴー」

　どうでもいいが、そろそろ『ブゴーフゴー』が鬱うつ陶とうしくなってきたぞ。

「偶然じゃと？」

「ええ。皆さんを発見したのは、警備員から『妙な格かつ好こうの子供が大はしゃぎした上に鼻血出して倒れた』と報告があったからです。……ブゴーフゴー」

　なるほど。あれだけ大騒ぎしてたら、そりゃ見つかるか。

「同じ警備員から『剣を持ってウロウロしている客がいる』という報告も。警察を呼ぶべきかさんざん迷いました。……ブゴーフゴー」

　クラウもか。よく考えてみたら姫より性た質ちが悪いな？

「ふむ、それでジョニーよ、汝なんじらは妾たちをどうする気なのじゃ？　虜囚にでもする気であるのか？」

　オークの虜囚と聞いて、クラウはビクッと震えたが、しかしダイナマイトジョニーは気にせずそのまま話を続けた。

「いいえ、なにも。……ブゴーフゴー」

「ほう？　なにもじゃと？」

「はい。たしかにワタクシどももイース大聖堂での戦争には参加しました。しかし、ここは《魔法地平シーズベツド》から遠く離れた異界の地。なにを争う理由がございましょう。そもそも我らは他部族とのつきあいで参戦したにすぎません。……ブゴーフゴー」

「そうであったか」

「はいブゴー。我が部族はこちらでの商売に全力を注いでおりますがゆえ。一〇数年前、当時は総勢一〇名にも満たない弱小部族だった我々は、森の遺跡の〝大扉ゲート〟で《球面地平スフイア》のニホンに出稼ぎにきました。アイチ万ばん博ぱくやナガノオリンピックの建設工事などの仕事をしに。……ブゴーフゴー」

　俺が知らなかっただけで、どうやら《魔法地平シーズベツド》からは、けっこういろんな人が来ていたらしい。意外と簡単に来れるのか？

「その後、皆で会社を作り、昼間は働き、夜は夜学に通い、銀行を駆け回って融資をしてもらい、いろいろ苦労を重ねてこのダイナマイトジョニー第一号店を建て、部族も兵士だけで二〇〇〇人を越す規模にまで盛り立てたのです。……ブゴーフゴー」

　立志伝的人物だ!?

「どうでしょう？　ここはひとつ故こ郷きようでの遺恨は忘れ、異界に住まう者同士で仲良くするというのは？　……ブゴーフゴー」

「ふむ……」

　ダイナマイトジョニーの話を聞き、姫はなにやら考え込んでいた。憎きオークの言葉とはいえ、それなりに考慮すべき点はあるのだろう。

　だが、姫の隣に座るクラウは──、

「ふざけるな！」

　バンッ、とテーブルを叩たたいて立ち上がる。

「姫殿でん下か、騙だまされてはなりません。こやつはオーク。我らを騙して虜囚にし、陵りよう辱じよくするつもりなのです」

「りょ、陵辱ですと!?　……ブゴーフゴー!?」

「そうだ。姫殿下のやっていたゲームを見て、全すべて知っているのだからな。クッ殺せ！」

　またエロゲー脳か。そして、また『くっころ』か。

「い、いや、そんなことはいたしません。なぜ我らオークが人間にそんなことを？『オークが人間を陵辱する』などという話、今まで聞いたこともございません。……ブゴーフゴー」

　えっ、そうなのか？

「こう言ってはなんですが、人間は肌が緑色ではないですし、豚や猪いのししに似た頭部をしていないし、でっぷりと太った巨きよ軀くでもないし、手には棍こん棒ぼうも持っていませんので。……ブゴーフゴー」

　ああ、言われてみればそういうものかもしれない。別の種族には、その種族なりの美意識というものがあるのだろう。

「ええい、噓うそを吐つくな！　ゲームではそうではなかったぞ！」

　だから落ち着けクラウ。エロゲーのことは一旦忘れろ。

「とにかく、そんなことはいたしません。たしかに、ごく稀まれにアルバイトでその手のゲームのモデルやＡＶ男優のバイトをするオークもいるようですが、それだってお金のために無理をしてやっているにすぎません。……ブゴーフゴー」

　そのＡＶ気になるな？　どっかで見れるか？

「そもそもオークは自然と平和を愛する紳士的な種族です。といいますか、我々オークとしては貴方あなたがたに『オークは野や蛮ばんな種族だ』というデマを広げられたら困るのです。お客様や近隣の方々の評判もありますし。もうじき我々は、さらに大きなビジネスをする予定ですので。……ブゴーフゴー」

「ほう？　汝なんじら、なにをする気じゃ？」

「このダイナマイトジョニー第一号店であるところの山やま端はし店の売り上げがたいへん好調であるため、銀行やその他のお金持ちの皆さんから融資をしていただき、第二号店を建てるつもりなのです。……ブゴーフゴー。即すなわち──ダイナマイトジョニー平へい家け町ちよう店を！」

「ダイナマイトジョニー平家町店じゃと!?　我らの町にいわゆるジャスコが！」

　ポー姫は、また『きゅ～っ』と鼻血を噴いて気絶した。






第六章







ポー姫「そういえば汝なんじ、普段はなにをしている人なのじゃ？」

平たいらの景かげ清きよ「実は僕、受験生なのです。もう二年も連続で落ち続けているのですが……」

ポー姫「なんと!?　落ち武者かと思ったら浪人じゃったのか！」

平景清「はは……それも一〇〇万回くらい言われてます……」

ポー姫「キテレツの勉べん三ぞうさん的ポジションだったのじゃな」
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　気絶していたポー姫は五分ほどして目を覚まし、その後ゲームコーナーに行きクレーンゲームで遊んでいたが『思い出し鼻血』でまた倒れた。

「うーん、きゅっ……」

　今さら心配なんてしない。俺も慣れた。

　それはそれとして、今まで言い忘れていたことなのだが──俺たちをここに運んできてくれた平景清さん、あの人は床屋と整体マッサージに行っていた。それで俺たちとは別行動だったというわけだ。まったくジャスコ（正確にはダイナマイトジョニー山やま端はし店）にはなんでもある。

　やがて待ち合わせ時間となり、俺たちが正面入り口の前で待っていると、床屋帰りの景かげ清きよさんが前よりサッパリとした落ち武者カットでやってきた。

「やあ皆さん、お買い物は済みましたか？　用事がなければ、もう帰りますが……って、どうしたんです!?　お姫様、血を流して気絶してますよ！」

「気にしなくていいです。ただの鼻血です。生物学的にこういうものらしいので。喜びすぎると鼻血出して倒れる構造らしいんです」

「麟りん一いち郎ろうくんがそう言うならいいのですが……。そんなに喜ぶようなことが？」

「ええ、それが実は──」

　俺は、社長室で聞いたことをそのまま話した。

「なんですって、麟一郎君？　ダイナマイトジョニーが平へい家け町ちように!?」

「ええ」

「そうですか……。これは、町のみんなに知らせる必要がありますね」

　すぐさま景清さんは公衆電話へと走る。

　そこから先は、急ペースで話が進んだ。
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　二時間後──。俺たちは平家町公民館の大会議室にいた。

「えーブゴー、ただ今より『第一回・ダイナマイトジョニー平家町出店について地域住民の皆様向け説明会』を行います。ワタクシ、代表取締役社長のダイナマイトジョニーでございます。……ブゴーフゴー」

　平家町の住民たちは、ショッピングモール関連については驚くほど関心が高い。

　景清さんが電話した数分後には町内放送で町中がダイナマイトジョニーの進出を知り、三〇分後には町役場と住民が一体となってこの説明会の準備ができていた。ジョニーの会社に『説明会を開催するから担当者はすぐ来るように』と連絡があったのは、さらにその五分後のことである。順番がいろいろおかしい。

　俺、ポー姫、クラウ、それに景清さんは行きと同じように軽トラで平家町に戻ると、家にも寄らずそのまま説明会に出席した。ホールを兼ねた大会議室はギュウギュウの満員で、部屋の外にまで人が溢あふれている。見たところ町民の半数近くが集まっていたようだ。

「皆様、本日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。……ブゴーフゴー。しかし、説明会はこんな急でよろしかったので？　我々も説明会を開く予定ではありましたが、まさかこんなに突然、しかも住民の皆様主しゆ催さいとは……」

　たしかに、普通はショッピングモール側が開くものだろう。

　壇上で困惑するジョニーに、景清さんが住民代表で返事をする。

「かまいませんよ、重要な話です。少しでも早く話を聞かせていただきたい」

「そ、そうですか、ブゴーフゴー……。それではまず建設予定地についてと、地域に与える経済的・環境的影響について、それから皆様への補償についてのお話を……」

　急な説明会であったためジョニーは多少たじろぎつつも、新店舗についての説明を始める。そんな彼を、ポー姫は子供の学芸会を見る親のような目で見守っていた。

「うむうむ、がんばるのじゃぞダイナマイトジョニーよ。じゃが、この会場の熱気、あやつが緊張する気持ちも分かる。皆、ジョニーの進出を待ち望んでいたのじゃな」

「？　姫、なにか勘違いをしていないか？」

「なにが勘違いであるかリンイチローよ？　あのジョニーも言っておったじゃろう。この平へい家け町ちようはギフ・ナガノ・アイチ三県の県境──つまり三つの県から辺境だと思われておる地域じゃが、逆に言えば三つの県の住民からジャスコ的なものを必要とされておる地域。第一号店から少々近すぎるのが玉たまに瑕きずではあるものの充分に採算は取れるじゃろうから、第一号店以上に立派なショッピングモールを作る予定であると。あの一号店以上にじゃぞ？　それはすなわち東京が我らのもとに引っ越してきたのと同じことじゃ。この田舎町に都会の豊かな暮らしをもたらしてくれるに違いあるまい。毎日のようにアニメショップやオシャレ雑貨屋で買い物し、スタバでコーヒーを飲み、ゲームコーナーのクレーンゲームで遊ぶことができる」

　息継ぎなしで宣伝臭いことを言うな。












「それに妾わらわは食品や生活用品の売り場も見てみたのじゃが、この町のどの店よりも安くて品しな揃ぞろえがよかったのじゃ。カップラーメンが九五円、ジュースが八八円、タクアンはなんと一〇八円だったのじゃぞ!?　ジャスコができれば他の店なぞ必要ない」

「だから、それが問題なんだって」

「む？　意味が分からぬぞ？」

「なあ、姫……。いわゆるジャスコ──いや、ダイナマイトジョニーはたしかにありがたい存在だが、ただ喜んでいいものでもないんだ。地域に与える影響というものがある」

「どういうことじゃ？」

「つまり、近所にあんまり立派な店ができたら地元の店は困るだろう？　それに人が大勢来るようになったら、町が騒がしくなって嫌がる人もいる。なにもかもいいことばかりじゃないんだ」

　第一号店のある山やま端はし町ちようも、それなりの議論と覚悟の末にあの巨大ショッピングモールを受け入れたという。そう単純に喜べるものではない。

　もちろん、本物のジャスコなら別だがな！　ダイナマイトジョニーではなく本物のジャスコ（現イオン）ならば、町のみんなも大歓迎だったろうに！　イオングループが建てた本物のジャスコ（現イオン）なら！

（※読者の皆様へ：本作品はイオングループより『ジャスコ』という名称の使用の許可をいただけるよう交渉中ではありますが、特に宣伝に加担はしておりません）

「うぬぬ、そうじゃったのか、まさか反対する者たちがいようとは……。し、しかし、この討論、最終的には勝つのじゃろ!?『やはりダイナマイトジョニーを建ててもらおう』という結論になるのじゃろう!?　のう？　じゃろ？　じゃろ？」

「それは……たぶん、難しいかな」

「なんじゃと!?　だって、ダイナマイトジョニーじゃぞ！」

「いや……実は二年ほど前にも、別の企業がこのへんにショッピングモールを作るって話があったんだ。だが、みんなでいろいろ考えた末、結局この町には必要ないってことに決まったんだよ」

　しかも今は車で三、四〇分走ったところにダイナマイトジョニー山端店がある。無理に地元に作らなくても、ジャスコ的なものの便利さは享受可能だ。

「以上、説明を終わります。……ブゴーフゴー。続いて質疑応答となりますが、なにか質問などございましたら挙きよ手しゆを──」
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　さらに時間は経過し、午後七時。

　山に囲まれたこの町では、空が暗くなるのが早い。真っ黒に染まった空の下、俺たちは家へと帰ってきた。

「おや、おかえり。ずいぶんと遅かったじゃないかい」

　居間でテレビを見ていた祖ば母あちゃんは、ポー姫の姿を見て目を丸くする。

「ウウウ、シクシク……」

「なんだいポー助、泣いたりして？　ジャスコでなにかあったのかい？」

「違うのじゃ。ジャスコでなにかあったのではなく、ジャスコになにかあったのじゃ」

　もちろんここで言う『ジャスコ』とは、いわゆるジャスコ。即すなわちダイナマイトジョニーのことだ。

「町のやつらめ、質疑応答にかこつけて、陰湿な質問を一時間以上もネチネチと……。いや、あんなの質問ではない！　質問のフリをして、ただ悪口を言ってただけじゃ。可哀かわい想そうにジョニーのやつめ、オークなのに涙目になってしまって……」

　田舎だからな、そういうの得意なんだよ。平へい家け町ちようの町民たちは皆、純じゆん朴ぼくで善良な人たちばかりだが、田舎の住民のテクニックとして必要なときには陰湿になれるんだ。

「しかも町の連中ときたら、説明会が終わると同時に、反対運動の決起集会を始めおった！　なんのことはない、本当は最初から説明など聞く気はなかったのじゃな。進出させる気などなく、悪口を言うためだけにジョニーのやつめを呼んだのじゃ。なんという茶番。ウウウ、どうして皆ダイナマイトジョニーを嫌がる……。都会的な暮らしをすることこそが、人間にとって一番の幸せであるというのに……」

「はいはい。まったく、昔のだれかさんみたいなこと言って」

　祖母ちゃん、余計なこと言うな。

「だいたい事情は分かったよ。帰りが遅いと思ったら、そんなことがあったんだね」

「うむ、そうなのじゃ……」

「けど、ポー助には悪いがね、アタシゃショッピングモールなんかできなくてよかったと思ってるんだよ。便利にはなるんだろうが、今の生活がガラッと変わっちまうからね。年寄りに変化はキツいのさ」

「年寄りにとってはそうじゃろうが、しかし我ら若者はどうなる!?　この町で生まれた若者は！　我らナウなヤングには未来があるのじゃ！　これからの人生、ジャスコ（的なもの）なしで生きていけと？」

　お前は『この町で生まれた若者』じゃないだろ。そもそも亡命政府作って王国を復ふつ興こうさせるとか言ってたくせに、なんでずっとこの町で暮らすの前提なんだよ？

「ま、ポー助の言いたいことも分かってるけどね、この町は老人が多数派で若い子たちはマイノリティなんだよ。ガマンしな」

「ぐぬぬぬぬ……!!」

　さて、その一方。

　クラウはずっと姫や祖母ちゃんたちの話を、横で聞いていたのだが──、

「…………」

　彼女は、特になにも言わずに黙っていた。

　そういやクラウは、公民館でもずっと沈黙したままだったな。

「クラウ、お前はなにか意見はないのか？」

　俺がそう訊きくと、クラウの答えはこう。

「私か？　私は……特になにもない」

「そうなのか？」

「そうだ。私は騎士ローズバド。政治には意見を持たないのが掟おきてだ」

「？　どういう意味だ？」

「我ら騎士ローズバドは政治、戦略、外交などについて、重大な判断は常に主あるじに委ゆだねることになっている。これこそが〝騎士の封印バド〟だ」

「封印？」

　その〝騎士の封印バド〟という言葉は聞いたことがある。宮ミ籐ヤんとこの宇宙人と戦うとき、ポー姫が『解除』を命じていた。

「まさかクラウ、魔法で意思を封じられてるのか!?」

「違う。そんなはずがなかろう。これは術ソ法ウなどではなく、我らの規範おきてであり決意なのだ。『力を持つ者としての義務』と言ってもいい」

　そうだったのか。

　意外だな。封印という言葉から、もっと魔法的なものをイメージしていた。

「強制ではなく自らの意思による封印だ。なればこそ〝騎士の封印バド〟は、我ら騎士ローズバドの誇り。我らは戦剣ローゼウムという強大な力を持つ。そのような者たちが好き勝手に振る舞ったら社会は維い持じできまい？　だから、主にあらゆる判断を委ねるのだ」

「なんとなく言ってることは理解できるが、それはそれで問題があるような……？」

　特に、主がポー姫のような子だった場合はだ。

「問題などあるものか。だから私は、この件についての一切の意見は持たぬ。ただ粛々と姫殿でん下かの命に従うのみ」

「けど、いいのか？　今回の件について、本当になにも思うことはないのかよ？」

　俺がそう念を押すと、クラウは──、

「…………無論だ」

　と、答えると同時に目を伏せた。俺から露ろ骨こつに視線を逸そらした。

　今のは、きっと意思表示だ。内心では、姫の言うことに賛同していないのだろう。

　あれだけ『この町が好きだ』と言っていたクラウが、なにも感じていないわけがない。俺は少しだけ安心した。

「それより、リンイチローはどう思っているのだ？　町の皆と同じく、ダイナマイトジョニー進出に反対なのか？」

「俺？　俺は──」

　突然の質問だ。俺は思わず、クラウと同じように目を伏せた。

　もちろん賛成ではない。皆が困ると知っていながら、賛成などできようか。

　だが俺だって一〇代の若者だ。ジャスコ的ショッピングモールができると聞いて、喜ぶ気持ちもたしかにあった。

　それに、ポー姫の気持ちもよく分かる……。

「？　どうした、リンイチロー？」

「いや、別に……」

　……俺は、どうするべきなのだろう？
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　俺がそんな迷いを抱えたまま時間は過ぎて──。

　やがて翌日。日曜日の昼下がり。

「ちょいとクラウ、窓のさんにホコリが溜たまってるじゃないか。アンタは満足に掃除もできないのかい？　それと掃除が終わったら買い物に行って来てもらうからね」

「はっ、祖母殿」

「だから祖ば母あちゃん、そういうのやめろ。クラウも『はっ』じゃない」

　いつものように、祖母ちゃんがクラウをこき使おうとしていて、俺はクラウ一人に働かせるわけにもいかないから手伝って──というようなことをしていると、

「えー、こんばんは。……ブゴーフゴー」

　家に、なぜかオークが来た。運転手つきの高級車で。

「ダイナマイトジョニー！　なぜ俺んちに？」

「ポーリリファ姫様に呼ばれたのです。フェイスブックで連絡があって。なにか急ぎの話があるそうですが……ブゴーフゴー」

　オークがフェイスブックを!?　いや、べつにやってても悪くはないが。

　ちなみにクラウはこの客人の姿を見るや、ちゃぶ台の下に隠れてガタガタと震えだす。

「ううう、オーク怖いオーク怖いオーク怖い……」

　お前、さすがに怖がりすぎじゃないか？　昨日はそこまで怖がってなかったろ？

「クラウゼラめ、困ったものじゃ。もはやオーク恐怖症じゃの？　昨夜はトラウマを克こく服ふくさせるべく女騎士ものの低価格帯エロゲーを無理やり三本ほど連続プレイさせたというのに……」

　──って姫、そのせいだよ！　どう考えても！

「お前、なんでそんなことするんだ？　クラウが可哀かわい想そうだろ」

「オークどもの前で『陵りよう辱じよく』だの『クッ殺せ』だの失礼なことを言わぬよう、免疫をつけさせようと思ったのじゃ。うむむ、やはり低価格帯エロゲーのものだけでなくフルプライスのエロゲー（一万円弱する長編ゲームのこと）もやらせるべきであったかのう。フルプライスの女騎士ものじゃと、意外なことにそれほどオークは出ないのじゃ。オークは頭弱くて複雑なことできなさそうじゃから、長編の敵キャラとしては不向きなのであろうな。悪い魔導師や、敵の将軍、裏切った大臣などが一般的じゃ」

　死ぬほどどうでもいい豆知識だ。あと本人オークの前で『頭弱くて複雑なことできなさそう』とか言うな。怒ったらどうする。

「オークの出番の少ないフルプライスエロゲーもやらせておけば『オークなど数あるエロスの一つに過ぎない』と気づいて、怖くなくなっていたかもしれぬ。しかしフルプライスは高いし、妾わらわのｉＰａｄでプレイできぬものも多いし、どうしたものか……。リンイチローよ、汝なんじはどう思う？」

　だから、どうでもいい。そんなの俺に聞くんじゃない。

「ともあれ、よく来たのじゃダイナマイトジョニーよ。作戦会議をしようではないか。我らはなんとしても分からず屋の町民どもを説得して第二号店を建設し、この町に文明の灯をもたらさねばならぬ」

　なんだよ姫、もしかしてまだ諦あきらめてなかったのか？　しかも『我らは』ってなんだよ？　なんで会社の共同経営者みたいな言い方してるんだ？

　だが、ダイナマイトジョニーは曰いわく──。

「いえ、第二号店建設は諦めました。……ブゴーフゴー」

「えっ……なんじゃと!?　やはり質疑応答が怖かったからであるか？」

「ええまあ、そうなのですが。……ブゴーフゴー」

　ジョニー、涙目だったもんな。

「しかし、町の人たちの気持ちも分かるのです。あの人たちは心から町を愛しているからこそ、あれほど熱心に反対していたのでしょう。……ブゴーフゴー。どうやらワタクシたちは大切なものを見失っていたようです。田舎の人たちはショッピングモールさえあれば喜ぶのだと思い込んでおりました。だれもが便利でオシャレな都会に憧あこがれているのだと。しかし実際にはそうではなかったのです。この町の人たちには、都会の匂においなんかよりもっと大事なものを持っている……。それを取り上げるようなことを我々はすべきではありません。少なくともワタクシにはできません。……ブゴーフゴー」

　ダイナマイトジョニー……。アンタ立派だな。さすがは社長。

　なんかもう、話の結論が出てしまったような気がするぞ？

「ええいジョニーよ、なにを甘いこと言っておるのじゃ！　あの程度の反対で諦めてどうする！」

　姫、お前は少しジョニーを見習え。

「汝は自分の持つ力を忘れたか!?　汝の率いるオーク兵二〇〇〇で住民どもを蹴け散ちらし、強引にこの地に第二号店を作るがよい！　反対勢力なぞ武力で叩たたき潰つぶすのじゃ！」

「そ、そんな恐ろしい真ま似ね、ワタクシには……ブゴーフゴー」

「いいから、やればいいのじゃ。汝らはオークであろう？　イースの王都アデルベーンに攻め込んだときのようにチョチョイのチョイと侵略すればよい。それとも、なんであるか？　妾たちの国は侵略できても、この町は侵略できぬと申すか？」

「ウウウ、罪悪感が……。ブゴーフゴー……」

　姫、良心の呵か責しやくに訴えるような言い方はよせ。そもそも戦争の原因お前らの方にあったんだろ。

「汝なんじらのせいで国を失った妾わらわがこうして頼んでおるのじゃぞ？」

「ウウウウ、たしかに我々オークが一つの国を滅ぼしてしまったのは事実。その亡国の姫君であるポーリリファ姫様に言われては、なんとも断りづらい……。とはいえ誇り高き一人のオークとしてそんな極悪非道な真ま似ねは……だが、しかし……。ああ、ワタクシはどうすればいいのだ！　……ブゴーフゴー」

　けっこう苦悩するタイプなんだな？　人間的だ。それに比べてポー姫は非人道的だな。

　まあいい。そろそろ俺が助け舟を出すとしよう。

「姫、こう言ってはなんなんだが──武力でなにかするのはたぶん無理だぞ」

「む？　どういうことじゃリンイチロー？　なにゆえに無理なのじゃ？」

「この町には、いろんな亡命政府やら亡命者やらが居い候そうろうしてるからだ。いざとなったら、そいつらを用心棒代わりに使うだろうからな」

「なんじゃと!?　亡命政府を軍事力として用いるのであるか？」

「ま、そういうことだ。前にこの町にショッピングモールを作ろうとした会社は悪徳企業で、町民の反対を無視して勝手に建設しようとしていた。だが結局、宇宙人と吸血鬼と自由フランス軍にさんざん痛めつけられた末に撤てつ退たいした。あと、去年くらいに山奥に違法の産廃処理場を作ろうとした連中がいたんだが、水神ミナカミさんたちアトランティス政府に全員病院送りにされた。ジョニーも同じ目に合うだけだ」

「ぐぬぬぬ……。この町の亡命政府やら亡命者やらの全すべてを敵に回すとなると、二〇〇〇のオークと一騎当千のクラウゼラでもキツいかのう……」

　クラウの戦力もアテにしてたのかよ。

　姫が悔しがる一方、ジョニーはほっブゴーと胸を撫なで下おろす。

「どうやら諦あきらめるしかないようですな。いやいや残念です。……ブゴーフゴー」

「ぐぬぬぬぬぬぬぬっ！」

「では、ワタクシはこれで！　……ブゴーフゴー！」

「あっ、待つのじゃ！」

　だがジョニーは姫の制止も聞かず、そのまま玄関から逃げていった。

　小ぶりのオークが運転手をする高級車が、家の前から走り去っていく。

「うぬぬダイナマイトジョニーめ、なんという惰だ弱じやくぶり！　こうなれば妾の手でヘイケ町に第二号店を作ってくれる！」

　お前の会社か！　どう考えてもお前にそんな権限ないぞ。どういう決意だ。

「クラウゼラよ、出かけるのじゃ。ついてまいれ」

「はっ、姫殿でん下か。……しかし、どちらへ？」

「妾によい考えがあるのじゃ。リンイチロー、汝も一緒に来るがよい」

　姫の『よい考え』なんて、悪い予感しかしない。
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　本来なら、俺はポー姫を止めるべきであったのだろう。

『ダイナマイトジョニー進出反対は皆の意思だ。余計なことをするんじゃない』と。

　だが俺は姫の強引さのために──そして自分の中にある迷いのために、彼女を止めることができなかった。

（いや──そもそも俺に、姫にとやかく言う資格があるだろうか……？）

　過去のことを思い出すと、とてもそうは思えない。

　そんなことを考えているうちに、俺たちは目的地へと到着する。

「ファウっち、遊びに来たのじゃ」

「……ポーちゃん、いらっしゃい。女騎士クラウゼラとリンイチローも」

　ここは、宮ミ籐ヤんちの玄関。

　宇宙人のファウ第八皇女が俺たちを出迎えた。ちなみに姫はクラウにおぶってもらってたからいいんだろうが、俺はゼエゼエと息を切らしていた。普通なら俺んちから宮ミ籐ヤんちまでは一五分以上かかる距離だ。五分で走ればこうもなろう。

「相変わらずリンイチローは体力ないのじゃな？　ファウっちよ、すまぬが水道水でも出してやるがよい。妾わらわはカルピスを所望する」

　俺は水道水でお前はカルピスかよ。──ともあれ、俺たちは家へと上がる。

　宮ミ籐ヤんちは和風の建築二階建て。意外と金持ちなので、俺の家よりかなり広い。床面積的には倍はあるだろうか。

　ただ、そこかしこにタコ型の歩兵が『キュピーキュピー』とウロウロしていたり、宇宙製の謎なぞマシーンが置かれたりしていたため、むしろやや窮屈な印象を受けた。庭には宇宙船が墜落したままになっているし。

　あと、宮ミ籐ヤんちなので、宮ミ籐ヤもいた。

「麟一郎リン、なんでうちにいるの!?　クラウゼラさんとポー姫まで！」

「よ……よお、宮ミ籐ヤ」

「おや宮みや籐とうミヤよ、汝なんじは家ではジャージなのじゃな？　ずいぶんとダサい格かつ好こうをしておるのう。女子力低すぎなのじゃ」

「う、うるさいわね！」

「姫、失礼なこと言うな。自分の家なんだから、どんな格好しててもいいだろ」

「麟一郎リン……」

　ま、俺もそのジャージはダサいと思うがな。それ中学のときのジャージか？　ずいぶん物持ちいいな、金持ちの子なのに。

　そんなこんなで居間に通され、姫は座布団であぐらをかく。

「フー、どっこいしょ。カルピスはまだかのう？」

「キュピー」

「おお、やっと来たか。む？　カルピス、少々薄いようじゃぞ？　ケチケチするでない」

「キュピー、キュピー」

　姫、図ずう々ずうしい。

「まあよい。妾わらわは遊びに来たわけではないのじゃ。実はファウっちたちに大事な話があってのう。今日は脳のう味み噌そカプセルの大臣じいやはおらぬのか？」

「……今日は留守。……スーパーでレジ打ちをしている」

「あの大臣じいや、相変わらずヘンなバイトをしておるのう？　大事な話じゃから、本当は幹部全員おるときにしたかったのじゃが……ともあれファウっちよ、ダイナマイトジョニーの件は知っておるな？」

「……知っている」

「ダイナマイトジョニーの進出はこの憐あわれな田舎町にさまざまな恩恵をもたらすじゃろう。しかし愚ぐ昧まいな町民どもはそれを理解せぬ。こうなれば町民どもの意見は無視して強引に第二号店を建てるしかないのじゃが──」

　お前ポー姫、勝手に決めるんじゃない。ジョニーは進出しないって言ってたろ。

「しかし、そこで邪魔になるのが亡命政府の軍事力じゃ。なので妾は考えた。亡命政府のうちいくつかを味方に引き入れてしまえばよいのじゃとな。──というわけで、どうじゃファウっち？　妾たちと同どう盟めいを組まぬか？」

　コイツ、そんなこと考えてたのか！

　だが発想そのものは悪くない。この宇宙人たち──銀河広域軍事帝国ハーストゥール臨時正統政府は、軍事力と科学力において平へい家け町ちよう最強を誇る亡命政府。また量産型歩兵のおかげで人数も多い。こないだはクラウに負けていたが、あれは総力戦ではなかったし、そもそもクラウが強すぎなのだろう。

　そんな宇宙人たちを仲間にできれば、他の亡命政府たちを圧倒できるかもしれない。

　──だが、この計画には一つ大きな穴がある。

「どうじゃファウっち？　悪い話ではなかろう？」

「……駄目。……どちらかというと『悪い話』」

「な、なんじゃと!?　どうしてじゃ？　ダイナマイトジョニーができれば、この町も便利になるのじゃぞ？　ミヤヤマートのようなショボいスーパーで買い物しなくてもよくなるのじゃぞ？」

　このへんで、さすがに宮ミ籐ヤが怒った。

「あのね……貴方あなた、いいかげんにしなさいよ！」

「な、なんで汝なんじがキレるのじゃ？」

「そこの窓から外を見て」

「む？　外じゃと？」

　窓のすぐ外には、スーパーの看板が立っていた。

「おお、汝なんじの家はショボいスーパーの隣であったのじゃな」

「そのショボいスーパー、名前はなんていうの？　看板読んでみなさいよ」

「じゃから、ミヤヤマート……む？　まさか──」

　そう。ミヤヤマートは宮ミ籐ヤんちがやってるスーパーだ。

　もともと小さな八百屋だったのが二〇年ほど前に事業を拡大してスーパーになった。社長である親父おやじさんは他の店と揉もめないよういろいろ気を使っており、規模がショボいこともそんな気遣いの一つだった。

「ぐぬぬ、そうであったか……。妾わらわも『あのスーパーではいつも脳のう味み噌そカプセルの大臣じいやがレジ打ちをしておるし、タコ型の多脚型歩兵種マーシアンどもが大勢でキュピーキュピーと働いておるのじゃなあ』と気になっておったが、そういうことじゃったのか」

「キュピー」

　それを見て、まったく疑わなかったお前はどうかしてる。

「分かったら、さっさと帰りなさいよ！　あっ……でも、麟一郎リンはもうちょっと残ってもいいから！　部屋でコーヒーでも飲んできなさいよ！　わたしの部屋、下着が干してるけど盗んだりジロジロ見たりしないでね！」

　いいや、姫やクラウと一緒に帰る。

　姫をほっといたらロクなことにならなそうだからな。


















　こうして俺たちは、宮ミ籐ヤの家を後にした。

「宮ミ籐ヤのやつ怒ってたぞ？　俺たちが帰るのを、すごい目つきで睨にらんでた」

「いいや、あれは汝なんじが帰ると言ったから睨んでおったのじゃ。『クラウゼラとはいつも一緒なのに、どうして自ミ分ヤとは遊んでくれない』という目じゃ」

　だから、どうして恋愛沙ざ汰たにしたがる？

「しかし困ったのじゃ。ファウっちのとこの戦力をアテにしておったのに……。こうなれば他の亡命政府に声をかけるとしよう。クラウゼラよ、おんぶせよ」

「はっ、姫殿でん下か」

　ポー姫は、気軽にクラウを乗り物に使うな？　騎士ってよりも馬みたいだ。

「行くのじゃクラウゼラ！　この地にダイナマイトジョニーを建てるために！」






第七章







ポー姫「なんというかアレじゃな、この町にキャッチコピーをつけるとすれば『ハァー、テレビもねえ、ラジオもねえ、けど亡命政府は八つある』といったところかのう」

麟りん一いち郎ろう「上う手まいようなそうでもないようなフレーズだな？」
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　この平へい家け町ちようには、亡命政府が七つある。





　・銀河広域軍事帝国ハーストゥール臨時正統政府（総勢約四〇名、軍事力：Ａ＋）

　・海底国家アトランティス臨時神殿政府（総勢七名、軍事力：Ａ）

　・地底民族モグラニアン平家町独立管区（総勢一四名、軍事力：Ｂ）

　・ヴラド派トランシルヴァニア伯はく爵しやく領（総勢五名、軍事力：Ａ）

　・平家一門（景かげ清きよ派）（総勢一名、軍事力：Ｃ）

　・自由フランス国民会議（総勢三名、軍事力：Ｃ）

　・？（秘密）






　以上が、いわゆる『平へい家け町ちよう七大亡命政府』だ。

　ポー姫とクラウの〝イース神聖連合王国亡命臨時政府〟（総勢二名、軍事力：Ａ＋）を加えれば八つになる。姫たちはまだ亡命政府らしいことは一つもやっていないが。

　いずれにせよ、人口一〇〇〇人に満たない町には多すぎる数だろう。

　姫とクラウと俺は、七つの亡命政府の居い候そうろう先を一軒ずつ回っていく──。

「まずは、見知った顔から訪ねるとするのじゃ」







　海底国家アトランティス臨時神殿政府。

　ムーとの戦争で滅んだ海底人国家の生き残り。銀河帝国ハーストゥールに次ぐ軍事力と科学力を誇る。

　指導者は、守護女神であるハイドォラ。役場の近くで旅館兼料亭の〝旅館みなかみ（よろず宴会承ります）〟を経営している。名物は鯉こいこくと山菜の天ぷら。俺のクラスメイトの水神ミナカミハイドォラさんの家だ。

「ごめんくださいなのじゃ。今日は同どう盟めいを組みに来たのじゃ」

「キシャー、シュルルル？」

　ポー姫、どんな挨あい拶さつだ。

　だが、さすがは日曜日。水神ミナカミさん、私服だ。

　美人でおなじみの水神ミナカミさんだけあって休日でもおしゃれをしていた。清楚系というか、派手ではないがセンスがいい。中学ジャージの宮ミ籐ヤや鎧よろい姿のクラウとは女子力が違う。──とか思って見ていたら、クラウに肘ひじでわき腹を突つつかれた。

「リンイチロー、なにをジロジロ見ている？」

「いや、べつに……」

　なんだよクラウ、痛いだろ。お前の肘は籠手ガントレツト付きなんだし。

　そんな俺たちのやりとりを無視して、姫は同盟の話を続ける。

「汝なんじらの亡命政府は、ファウっちの銀河帝国に次ぐ軍事力を持つ。汝らが味方になれば、ダイナマイトジョニーの進出は決まったも同然じゃ。どうじゃ？」

「キシャー、シュルルルルルルルルルルル？」

「う……うむ、たしかにファウっちや宮みや籐とうミヤを裏切ることにはなるが、しかし──」

「キシャーッ！」

　水神ミナカミさん怒ってるな。彼女は真面目まじめだから、他人を裏切ったりするような不道徳な真ま似ねは許せないんだ。それに環境問題のこともある。

「キシャー、シュルルルル！　シュルルルルルルルルルルッ！」

　だよな。建物や道路を造るためには山林や田畑を潰つぶす必要がある。自然保護の観点からも納得はいくまい。

「わ、分かったのじゃ、そんなに怒るでない」

「キシャー、シュルルルル！　キシャーッ！　キシャーッ！」

　水神ミナカミさんと部下の海底人たちに追い出され、姫とクラウと俺は〝旅館みなかみ（よろず宴会承ります）〟を後にする。

「ぐぬぬ、次じゃ！　次に行くである！」







　地底民族モグラニアン平へい家け町ちよう独立管区。

　日本土ど着ちやくの地底民族モグラニアンのうち、この近隣に棲すむ一派が独立したもの。総勢は一四名で、分散して町内の民家に居い候そうろうし、主に農作業に従事している。

　温厚な性格のため軍事力は低いが、怒ると田舎ならではの陰湿さを発揮する。

「ごめんくださいなのじゃ。同どう盟めいを結びに来たのじゃ」

「モグー？　モグたちはダイナマイトジョニーには反対でごぜえますだヨ」

「なんじゃと？　そうは言うが、本当は汝なんじらだって都会的なものに憧あこがれていよう？　それに、噂うわさによれば汝らは密ひそかに地上侵略を目もく論ろんでおるとか。ならば本拠地であるこのヘイケ町が発展した方がトクじゃろう？」

「いやいや、目論んでねえでごぜえますだヨ。ショッピングモール──モグラ市場なんて、とんでもないモグー。可愛かわいく賢いモグラたちをモグ身しん売ばい買ばいするなんて！」

「はっはっは、ものを知らぬ連中め。ショッピングモールはモグラ市場ではないのじゃぞ。なんという勘違いじゃ」

　お前も同じ勘違いしてたくせに。

「そうだったでモグか。しかし、それを抜きにしてもモグたちは根っからの田舎育ちでごぜえますので、やはり反対でごぜえますだヨ。ダイナマイトジョニーができれば、毎日のように余よ所そから大勢の人間たちがやってきて、この静かな町が騒々しくなってしまうでしょうからモグー」

「ぐぬぬぬ、なんという閉鎖的かつ及び腰！　そんなんだから田舎者はダメなのじゃ！」

「余計なお世話でごぜえますモグー」







　ヴラド派トランシルヴァニア伯はく爵しやく領。

　町外れの洋館に住む吸血鬼一派。指導者は〝伯爵夫人〟。

　ここの連中、夜中にウロウロしているので近所の評判はあまりよくない。

「ごめんくださいなのじゃ。同盟を結びに来たのじゃ。ほれ、棺かん桶おけから出てまいれ」

「ふわああ……まだ昼すぎじゃないの。こんな時間に吸血鬼を起こすことについて、なにか疑問は感じないわけ？」

「日曜だからといってゴロゴロとしておるでない。この田舎町で頑かたくなに洋風なライフスタイルを維い持じする汝なんじらならば、ダイナマイトジョニーのありがたみは分かるであろう？　なにもない農村に爽さわやかな都会の風を吹かせるのじゃぞ」

「……そのダイナマイトジョニーとやらは、深夜営業しているの？」

「いや、しておらぬはずじゃが」

「じゃ、アタシら関係ない」

「ぐぬぬぬぬぬ！」







　自由フランス国民会議。

　ドイツに占領されたフランスを取り戻すべく活動を続けるレジスタンスの三人組だ。

　三人ともかなりの年寄りだが、パン屋〝自由を我らに〟を営業しつつドイツ軍に対する反撃の機会を窺うかがっている。ニュースはあまり見てないらしい。

「ごめんくださいなのじゃ。同どう盟めいを結びに来たのじゃ」

「帰るがいいンシュシュムフー！　我ら自由フランスは常に侵略者と戦うレジスタンスなのであるシュシュムフシュシュー！」

「ぐぬぬぬぬぬぬぬ！」

　最短記録で断られたな。

「どうでもよいが、その『ンシュシュムフー』とかいうのはなんなのじゃ？」

「フランス訛なまりだンムシュシュムフシュシュフー。ネイティブなフランス語はこんな風に聞こえるものなのだンムシュフー」

「なるほど、『おそ松くん』のシェーみたいなものじゃったか。というか、これがシェーのモトネタなのじゃろうな。アカデミックな豆知識じゃ」

　いろいろとフランス人に怒られそうだな？

　ちなみに、うちの祖ば母あちゃんが言うには『アタシの知り合いに〝大学の第二外国語でフランス語を選択してたライトノベル作家〟がいるんだけど、フランス語の先生は実際ムフシュシェシューみたいな喋しやべり方かたしていたし、おまけに仕草がオカマ臭かったって話だよ。フランスってホントにそういう感じなんだねえ』とのことだ。ホントかよ。

「とにかくンシュムー、望まぬ変化を押し付けようとする侵略者が来れば、我々は必ず戦う。老人、一部の亡命者、土ど着ちやくの非人類──このヘイケ町には『今のこの町』でなければ生きていけない者が大勢いるのだンムフーシュシェー」

　あっ、最後に少し大事なこと言った。

「ぐぬぬ、フランス人め……。こうなったら、お隣さんに頼るのじゃ」







　平へい家け一門（景かげ清きよ派）。総勢一名。

　瀬田家うちの隣に住む落ち武者。

「ごめんくださいなのじゃ」

「おや、ポー姫さん、どうしました？　実は僕、これから出かけるところでして。あまり時間が……」

「構わぬ。すぐに終わる用事じゃ。しかし汝なんじ、浪人のくせにどこに行くのじゃ？」

「親しん戚せきの寄り合いですよ。親族会の定例会といいますか」

「む？　平へい家けは滅亡したと聞いておったのじゃが？」

「いやいや、滅亡といっても権力を失っただけですから。死に絶えたわけじゃありません。源平合戦のあとも、ちゃんと血統は続いています」

「そうじゃったのか」

　鎌かま倉くら時代の北ほう条じよう氏とかな。戦国時代の武将なんかでも平家の血筋を名乗る人はけっこういたはずだ。高校で日本史選択だとそのへん習う。

「今でも伝統的名家ですし、お金持ちになった末まつ裔えいもけっこういますよ。ときどきおこづかい貰もらっています」

「なるほど。これから、そのブルジョアな子孫たちに会ってくるというわけじゃな？」

「ええ、そういうことです。お金貰ったらお土産にケーキでも買ってきますよ」

「おお、これが有名な『おごる平家』であるか」

「はっはっは、それ二〇〇万回くらい言われてますね」

　二人とも関係ない話をするな。急いでるんじゃなかったのか？

「まあよい。そろそろ本題に入るじゃ。妾わらわは同どう盟めいを結びに来たのじゃ。汝もダイナマイトジョニーの件は聞いていよう？　ならば妾に協力するのじゃ」

「うーん……。その件については、僕の方からもお話があります。ダイナマイトジョニー進出の話なのですが……もう諦あきらめてはもらえませんか？」

「なんじゃと!?」

「平和な町に争いごとを持ち込むのはどうかと思うのです。日本では昔から『和をもって尊とうとしとなす』などと言いますし、みんな仲良くするべきではないでしょうか？　たとえば本来なら仲の悪い海底人と地底人もこの町では喧けん嘩かせずにやっているわけですし」

　ほら怒られた。俺も景かげ清きよさんの言う通りだと思うぞ。

「ぐぬぬ、なんという正論！　まさか落ち武者の浪人にガチ説教をされるとは！」

「ショッピングモールに行きたいのなら、僕がまた軽トラで乗せてってあげますから」

　相変わらずいい人だ。親切だし常識人だし。

　姫が正論にぐぬぬと唸うなっている間に、景清さんは軽トラで出かけていった。





　　２






　ちなみに七つ目の亡命政府は留守だった。

　これでポー姫は、七大亡命政府全すべてを回り終えたことになる。

「ウウウ、全部に同どう盟めい断られたのじゃ……」

　ま、そうだろうな。

　どうでもいいが俺、ずっと歩かされて疲れた。膝ひざがガクガクになってる。

　まさか町内をグルッと徒歩で回る羽目になるとは……。こんな長距離歩いたのは去年のマラソン大会以来だ。

　たまに『田舎の人は足腰が丈夫に違いない』とか勘違いをしている都会人がいるが、実際には全然そんなことはない。田舎は車社会なので一〇〇メートル先の家に行くにしても車を使うものなのだ。特に平へい家け町ちようのように坂の多い山奥の町では（※おなじみの『田舎あるある』）。

「ぜーぜーぜーぜーぜー……」

「ええいリンイチローよ、ハァハァするななのじゃ！　幼女わらわが落ち込んでるところを見てハァハァするとは本物の変態であるか！」

　ひどい言いがかりだ。

「しかし、困ったものじゃ。この田舎町にダイナマイトジョニーを作ろうとする妾わらわの崇高な目的が理解できぬとは……」

　べつに崇高な感じじゃないけどな。どう考えても。

「あっ、そういえば、まだ『亡命政府は名乗ってないが多少の軍事力を持ってる亡命者』のところには行っていなかったのじゃ。自動車工場のロボットたちや、学校の裏の〝モロー博士の山〟、川に棲すむサンショウウオ総統にも。クラスメイトじゃから力を貸してくれるかもしれぬ。とはいえ、あやつらでは戦力的には少々頼りないのう。いくらクラウゼラの武力があるとはいえ……」

　──と、自らの名が出たのをきっかけに、ここでクラウが口を開く。

　亡命政府巡りを始めてから、ずっと黙ったままだったクラウが。

「……姫殿でん下か、よろしいですか？」

「む？　急にどうしたのじゃ？」

「思うのですが……我らのしていることは、果たして正しいことなのでしょうか？」

「なんじゃと!?」

「皆も言っていました。もしダイナマイトジョニーができれば、町の全てが変わってしまうと。人々の暮らしも、美しい景色も、なにもかも……。それなのに私たちが、勝手なことをしてもよいのでしょうか？　まだ来たばかりの、新参者の私たちが？」

　そうだな……。クラウ、よく言った。

　彼女はこの町が好きだと言っていた。

　この町の景色と、この町での暮らしが。戦いのないこの町が。

　だが、このままではクラウは、主たるポー姫の命とはいえ、自らの手でこの町を変えてしまうことになる。

　それも戦いによって。町の人々に戦剣ローゼウムを振るって──。

「本当に、よいのでしょうか……？」

「ふむ……。クラウゼラよ、それは汝なんじの『意見』であるか？」

「い……いえ！　そうではございません！〝騎士の封印バド〟を誇りとする我ら騎士ローズバドが、政治的意見を持つはずが！」

「そうであったか。しかし、いずれにせよ汝の問いに対する答えは『正しいに決まっておる』じゃ。田舎にジャスコ的なショッピングモールを作ることが正義でないはずがあるまい？　それに妾わらわは、今回の件を王国復ふつ興こうのための第一歩と考えておる」

「……と申しますと？」

「ダイナマイトジョニーの部族は商売で成功することにより、オーク部族連合の中でさらなる力を持つようになるじゃろう。そのジョニーに協力して恩を売ることで、王国復興の足がかりとするのじゃ」

「な……なるほど！　そういうことでございましたか！」

　騙だまされるなクラウ。絶対、今思いついた理屈だ。

「とにかく、このままではマズいのじゃ。……仕方ない。今から、もう一度順に亡命政府を回るとしよう」

「しかし、先ほど断られたばかりですのに──」

「構わぬのじゃ。妾に策がある。クラウゼラ、走るがよい」

「かしこまりました」

　クラウは、またポー姫をおぶって走り出す。

　俺は後を追おうとしたが……、

「ぜーぜーぜーぜーぜーぜーぜーぜーぜー……」

　一〇メートルほど走ったところで力尽きた。いくらなんでも、もう走れない。

　姫とクラウが家に帰ってきたのは二時間後。

　すっかり日も沈んでからのことだった。





　　３






　さて翌朝。月曜の午前七時一五分。

「リンイチロー、起きるがいい」

「おう……。おはようクラウ」

　俺は、いつものようにクラウに起こされた後、いつものように皆で朝食を食べた。いつも通りの朝の時間だ。

　ただ、いつもと異なる点があるとすれば──、

「ウヒャヒヒヒ、学校に行くのが楽しみじゃのう」

　ポー姫がやたらとニヤニヤしていたという点。

　この八歳児、やたら悪そうな笑いを浮かべていた。

「汝なんじら、なにをモタモタしておる！　さっさと学校に行くであるぞ！」

　なんだよ、ヘンに張り切って。

　ちなみにクラウは姫に対して、なにか言いたげな顔をしていた。昨夜からずっとこうだ。

　こうして俺たちは家を出て学校行きのバスに乗り、そして……。







　──時間は進んで、その日の夕方。

「おいっ姫！　お前、みんなになにをした!?」

　俺は家に帰るなり、居間に寝転がってテレビを見ているポー姫を怒鳴りつけた。

　クラウは、慌てて姫を庇かばう。

「リンイチロー、姫殿でん下かに無礼はよせ。いくら貴様でも許さぬぞ」

「いいや、無礼とかって問題じゃない。姫、お前みんなになにかしただろ？　今日学校に行ったら、亡命政府関係者が全員、なんだか様子がヘンなんだよ」

　たとえば俺のクラスでいうのなら、銀河帝国ハーストゥールの宇宙人たちの居い候そうろう先である宮ミ籐ヤと、海底国家アトランティスの水神ミナカミさんが、今日は一日、一言も口をきいてなかった。

　その水神ミナカミさん配下である女子海底人の萬田マンダさん（高一）は、昼休みに地底民族モグラニアンの千チ佳カ先輩（高三）と廊下で口論していたし、帰りがけに町の中心部に寄ってみれば宇宙人のタコ型歩兵たちが海底人と乱闘していて、その周りでは吸血鬼やフランス人もずっとワイワイ騒いでいた。

　亡命政府関係者やその他亡命者たちが、なぜだか今日はみんな不仲。

　いつもは喧けん嘩かなどしないのに。

「ウヒャヒヒヒヒ、どうやら妾わらわの計略が上う手まくいっているようじゃのう」

「お前の計略？」

「うむ。妾が言葉巧みに、亡命政府同士が仲なか違たがいするよう誘導したのじゃ」

　なんだと!?

「たとえば、地底民族モグラニアンには『さっき海底人どものところに行ったのじゃが、あやつら汝らの悪口を言っておったぞ。〝アイツらきっと毎日ミミズとか食べてるんだろうな。地底人だから。お笑いだぜ。あー刺身うめえ〟と』と吹き込んでやり、自由フランスには『地底人どもが〝フランスパンは硬くて食べにくいモグー、やっぱりご飯が一番モグね〟と言っておったぞ』という話をしてきたのじゃ。さらには吸血鬼どもには『フランス人たちが悪口言ってた』、平へい家けには『吸血鬼が悪口言ってた』と、そうやってグルッと一周させてやったのじゃ」

　そんなに言葉巧みでもないな？　子供の悪口か？

「お前、よくその程度の流言飛語で、みんなを仲違いさせるのに成功したな？」

「うむ、簡単じゃ。軍事的には銀河帝国ハーストウールと海底国家アトランテイスが他の亡命政府より抜きん出ておるからのう。この二つを最初に仲なか違たがいさせてやれば、残りはこの程度の悪口でも簡単にバラバラになってしまうものなのじゃ」

「ホントかよ？」

「うむ、これこそが政治の力。高度な外交的かけひきじゃ。我がイース神聖連合王国亡命政府の武器は騎士ローズバドクラウゼラの武力だけではない。王家の姫として幼き頃より帝王学を学んだ妾わらわの政治力こそが、もう一つの武器なのじゃ」

　なに威張ってやがる。悪口言いふらしてただけのクセに。

　だが、現実問題として各亡命政府は不仲になっていた。それも姫の力によって。

　その点を考えてみれば、このポー姫、実は切れ者なのかもしれない。

「お前、けっこう凄すごいんだな？」

「じゃろ？　じゃろ？　リンイチローよ、妾のことをもっと褒ほめよ」

「いいや、そこまで褒められるようなことはしていない。けど銀河帝国ハーストウールと海底国家アトランテイスはどうやって仲違いさせたんだ？」

　銀河帝国ハーストウールのファウ第八皇女は、子供だが意外としっかり者で、そう簡単には騙だまされなさそうなタイプ。

　海底国家アトランテイスの連中は、その多くが旅館兼料亭で接客業をしていることもあり、人当たりの良い人たちばかり。特に守護女神の水神ミナカミさんは優しいことで有名な子だ。

　そんな二つの勢力をどうやって対立させたというのか──？

「なあに簡単じゃ。宮みや籐とうミヤと水神ミナカミハイドォラの両方に『リンイチローが実は水神ミナカミハイドォラのことを好きらしい』と言ってやったのじゃ」

「……なんだと？」

「宮籐ミヤはリンイチローのことを昔から好きじゃったし、最近は『クラウゼラにリンイチローを横取りされるのでは？』と不安がっておったからな。それが『実は本当に好きなのは水神ミナカミハイドォラ』じゃと聞けば大ショックを受けるに決まっておる」

「──って、おいっ！」

　なんで勝手に俺の名前を使う！　しかも、またラブコメみたいなことを言って！

「一方、水神ミナカミハイドォラは『リンイチローは宮籐ミヤとクラウゼラのどっちとくっつくのかな』と傍観者気分でおったところを急に『本当に好きなのは自分だ』ということになってパニックな上に、宮籐ミヤとクラウゼラの両方に申し訳ない気分でいっぱいになっておるのじゃ。あやつ、『キシャーシュルルル』とも言っておったぞ。『言われてみれば瀬せ田たくんはいつもいやらしい目で私のこと見てる気がする』的な意味で」

　なんだって!?　まさか学校のマドンナ的女子である水神ミナカミさんにそんなことを思われていたなんて……。いや、たしかに見てないわけじゃないが！　昨日水神ミナカミさんちに行ったときも、私服姿をジロジロ見たし！　事実だが！　しかし美人を見れば、男子ならだれでもそうする！　俺だけじゃない！

「そんなわけで、二人は互いに気まずい感じになっておったのじゃ。リンイチローはラブコメの鈍感系主人公並に鈍感じゃから気づいておらぬようじゃが、汝なんじとも気まずくなっておったのではないか？」

　言われてみれば二人とも、俺への態度が妙によそよそしかったような……。

「銀河帝国ハーストウールの居い候そうろう先の子である宮みや籐とうミヤと海底国家アトランテイスの守護女神である水神ミナカミハイドォラが不仲になれば、それぞれの亡命政府のメンバーも自然と対立するというもの。そして最大勢力の二つが対立すれば、他の勢力もそれに便乗するかのように仲なか違たがいをしていくものじゃ。どうじゃ、超スゴイ外交テクニックじゃろう？」

「なにが超スゴイだ！　俺、困るだろ！　学校でどんな顔すればいいんだよ!?　──というかクラウ、お前も止めろよ。姫と一緒にいたんだからさ。みんなを喧けん嘩かさせるのも許せないし、女子を恋愛沙ざ汰たで騙だますなんて悪質すぎだろ？」

「い……いや、私は……」

「リンイチローよ、クラウゼラを責めるのは筋違いじゃ。騎士ローズバドというものは、〝騎士の封印バド〟のせいで主あるじに反対できぬものなのじゃぞ」

　ああ、そうだったな……。すまないクラウ、悪かったよ。

「それにクラウゼラにとってはトクじゃしな。幼おさな馴な染じみの宮籐ミヤと学校のマドンナ水神ミナカミハイドォラが気まずくなれば、その隙すきにリンイチローはクラウゼラのものじゃ」

「い……いえ、姫殿でん下か！　私はそんな！」

　そうだぞ。それは、さすがに勘違いだ。

「姫、お前はまだ『クラウは俺にハダカ見られたから、俺のこと異性として意識している』みたいなこと思ってるのか？　そんな女、いないと思うぞ」

　そんなんで好きになってもらえるなら、女子更衣室はデバガメだらけになってしまう。

「うむ、そうじゃろうな。ハダカ見られただけで相手を好きになる女なぞはおらぬじゃろう。ウヒャヒヒ、しかしじゃ！　それだけではなく、もしも──」

「姫殿下！」

「む？　……おお、そうじゃったな。これは言わぬ約束であったのう」

　？　なんだお前ら、もったいぶって？

　姫もクラウも、いったいなにが言いたいんだ？

「まあよい、話を本題に戻すとしよう。とにかく、これで作戦の第一段階は整ったのじゃ！　これより第二段階に進む！」

「今度はなにをやらかす気だ？」

　──と、そのときだ。

　家の前に、見覚えのある黒塗りの高級車がキキーと停とまった。

「エー、ごめんください。ポー姫様に呼ばれて来ました。……ブゴーフゴー」

　オークのダイナマイトジョニー！　また来たか!?
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「──というわけじゃ、ダイナマイトジョニーよ。もぐむぐもしゃもしゃ」

　姫はジョニーを家に上げると、お土産のケーキを頰ほお張ばりながらこれまでのいきさつを説明した。

「各亡命政府は、妾わらわの計略により分断された。それぞれが連携を取れぬ以上、戦力としては本来の半分も役には立つまい。この隙すきに、汝なんじが部族の全軍を率いて軍事侵攻し、そのまま一気にショッピングモールを建設してしまうのじゃ！　もぐむぐもしゃ！」

「ぐ、軍事侵攻ですか!?　そんな乱暴な！　……ブゴーフゴー」

　お前ら二人とも語尾ウザい。姫、ケーキ食べるのやめろ。

「ええい、なにが乱暴じゃ！　汝は、それでもオークであるか？　オークたるもの、もっとワイルドでマッチョであるべきなのじゃ。そんなザマでエロゲーのオークに申し訳ないと思わぬのか！　この腑ふ抜ぬけ！　腰抜けめ！」

　どんな理屈だ。だいたい、オークがワイルドでマッチョぶりを発揮したせいで姫たちの国は滅ぼされたんだろ？

「ウムム……そこまで言われては、ワタクシも黙っているわけにはいきません。……ブゴーフゴー」

「うむうむ、そうじゃろう、そうじゃろう。あとは汝の決断だけじゃ。汝の部族のオーク兵は精鋭二〇〇〇。神聖連合王国イースの誇る〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟クラウゼラは汝の味方。おまけに相手の亡命政府はバラバラ。これは絶対に勝てる戦いくさじゃぞ？」

「グムム、ブゴーフゴー……」

　ダイナマイトジョニーはさんざん悩んだ末に──決断した。

「分かりました、やりましょう！　ブゴーフゴー！」

「おお、それでこそオークじゃ！」

　決断したというか、本当はポー姫にノセられただけだな。

　俺はコソッとジョニーに訊きいてみた。

「ジョニーさん、いいんですか？　姫にいいように利用されてません？」

「ウウ、ブゴーフゴー……分かってはいるのですが仕方ないのです。……ブゴーフゴー」

「仕方ないって？」

「姫様の家系──王都アデルベーンの王族であるジャッセン家は代々、その『押しの強さ』だけで連合王国の頂点に立ち、《魔法地平シーズベツド》の覇権を握ってきた一族。いわば、押しの強さを品種改良で強化した人間ヒユームなのです。そんな人に、本来温和な性格のオークが逆らえるはずがありません。……ブゴーフゴー」

　なんだよ、その理屈は!?

「《魔法地平シーズベツド》本国で、オーク部族連合が反乱を起こせたのは、まさしく奇跡であったのです。……ブゴーフゴー」

　たしかに姫は無意味に押しが強いし、そういうのはリーダーに必要な資質かもしれないが……。じゃあ、もしかして姫の親や親しん戚せきもこんな感じなのか？　想像するだけで面倒臭そうな一族だ。会いたくない。

「さあ、これで準備は整ったのじゃ！　明日にも攻撃を開始する！」

「ブゴーフゴー！」

　こうして、俺たちの町で戦いが始まろうとしていた。

　ショッピングモールを賭かけた攻防戦が。







　ちなみに余談だが、クラウは相変わらず──、

「ううう、オーク怖いオーク怖いオーク怖い……」

　と部屋の隅すみで震えていた。なかなかトラウマ克こく服ふくできないな？






第八章







ポー姫「全軍、戦闘開始なのじゃ！」

オークたち「ブゴーフゴー！」

ポー姫「それと全軍、伏ふく線せんを回収せよ！　驚きのロングパス超展開をするのじゃ！」

オークたち「ブゴーフゴー！　ブゴーフゴー！」
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「うう……リンイチロー、オークはもう帰ったか？」

「ああ、もう帰ったよ」

「我ながら情けない。こんな大事なときに、この様ざまとは……。クッ、殺せ！」

　はいはい、いつもの。

　だが考えてみれば、彼女クラウはこれでいいのかもしれない。

　震えている間は思考停止していられる。一種の逃避だ。『故こ郷きようを滅ぼしたオークと一緒に、町のみんなを相手に戦え』と姫に命令されるだなんて、まともな精神状態では耐えられまい。







　そして時間は進み、翌日──即すなわち攻撃の当日。

　放課後家に帰ってから、俺は祖ば母あちゃんに相談してみた。

「祖母ちゃん……俺、どうすればいいと思う？」

「どうって？　嫌ならポー助を止めればいいじゃないかい。相手はただの子供だよ」

「いや、あの姫はただの子供とはわけが違うぞ」

　祖母ちゃんは簡単そうに言うが、それは意外と難しい。ポー姫はどうせ俺の言うことなんて聞かないだろう。

　それに俺には、姫とクラウにはまだ話していない『秘密』がある。

「今回の件で、俺がなにか言う資格があると思うか……？」

　あのとき、町を裏切ったこの俺に……。

　悩める俺を、祖母ちゃんは鼻で笑った。

「フン、バカバカしい。好きにすればいいじゃないかい。そんな風に主体性を持たずにハッキリしない態度を取ってると、どんどん望まない方向に流されちまうよ？　アンタもポー吉を見習って、もっと強い意思を持ちな」

　言いたいことは分かるが、ポー姫を見習うのはどうかと思うぞ。

「それにね、実はアタシは、この町にショッピングモールができても構わないと思ってるんだよ。変化は好きじゃないし、騒がしくなるのも困るけど、お前やポー太郎が喜ぶんだろ？」

「俺は、べつに……」

「とにかく、お前の悩みは無意味だよ。そりゃ町の年寄りたちは嫌がるだろうさ。けど、その一方『どうせ子供なんてみんなバカなんだから間違ったことをしても仕方ない』とも思ってるんだ。好きにやりゃあいいんだよ」

「祖母ちゃん……」

　そんな話をしていると、姫が素すっ頓とん狂きような声で呼びにきた。

「リンイチロー、なにをしておる！　ジョニーの車が迎えに来ておるぞ！」

「俺？　俺も一緒に行くのか？」

「うむ、せっかくじゃから来るがよい」

　そんな理由で巻き込まれるのは嫌だ。そもそも俺は姫を手伝うつもりはない。

　そのつもりだったのだが──、

「ええい、なにをモタモタしておる？　ジョニーよ、リンイチローを車に運ぶのじゃ」

「はい、姫さま。……ブゴーフゴー」

「お、おいっ！　無理やり連れていこうとするな！」

　祖母ちゃんの言ってた通りだ。俺みたいに主体性のない人間は、どんどん望まない方向へと流されていく。
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　時間は、午後の四時。

　迎えの車に乗せられて、俺たちは町の北側、隣町との境界線あたりへとやってきた。

　そこは、針葉樹の繁しげる森の中。

　このあたりは平へい家け町ちようの敷地内ではあるが、普通は『町』とは呼ばれない。

『山』や『山奥』あるいは『森』と呼ばれる区域だ。町というのはこの山や森を抜けたところにある狭い平野部分のこと。住宅と田畑が広がり、その中心部分には役場や超小規模な繁華街がある。

　だが、このあたりの山奥は、町まち中なかでない分、人目につかず──たとえばオークの軍ぐん勢ぜいを潜ませることすら可能だった。

「オークどもよ、待たせたのじゃ！」

「「──ブゴーフゴー」」

　こうしてポー姫は、待機していたオーク軍と合流する。

「この妾わらわ──〝金きん鳳ぽう花げの君〟と呼ばれしポーリリファ姫の名において命ずる！　全軍、進軍開始なのじゃ！」

「「──ブゴーフゴー！　ブゴーフゴー！」」

　ポー姫の号令のもと、兵たちは『ブゴーフゴー』と移動を始める。

　国道を埋め尽くす、緑の肌のオーク兵。いずれも半裸で武器は棍こん棒ぼうという、まさしく野や蛮ばんそのものの姿だ。

　幾十本も旗指物が掲げられていたが、毛皮の旗を肉食獣の頭ず蓋がい骨こつで飾ったもの。彼らは自らの蛮性をわずかたりとも隠そうとはしていない。しかし、それ故に高い戦闘能力を保持し、一人ひとりが完全武装の米海兵隊員をも上回る。

　その数、二〇〇〇。いずれも精鋭。

　これこそが〝暗き森クエルクス〟が部族長の一人、ダイナマイトジョニーの軍勢だった。

「復唱するのじゃ！　ポー姫さま万歳！」

「「──ポー姫さま万歳、ブゴーフゴー！　ポー姫さま万歳、ブゴーフゴー！」」

　緑の肌の軍勢は、リズミカルな号令に合わせて一糸乱れぬ行軍をする。

　その一歩ごとに道の舗装アスフアルトは揺れたわみ、排ガスと肥料臭の漂ただよう田舎の空には、素足の足音と勇ましい掛け声が鳴り響いた。




　──ざっざっざ、ざっざっざ

「「──ポー姫さま万歳、ブゴーフゴー！　ポー姫さま万歳、ブゴーフゴー！」」












「うむうむ、見るがよい。二〇〇〇匹ものオークが妾わらわの指し揮きのもとで動いておる。なんともいい気分であるのじゃ」

「というか姫、なんでお前が指揮を執ってるんだよ？」

　このオークたちはダイナマイトジョニーの手下だろ？　なんでお前の名前を呼びながら行進してる？

　そんな俺のツッコミに対し、当のジョニーは諦てい観かんの境地のような笑みを浮かべていた。

「フッ……いいんですよ、リンイチローさん。やはりイース王族の押しの強さには勝てませんので。……ブゴーフゴー」

　いや、アンタがいいならべつにいいけどさ。

　けど、もうちょっとがんばった方がいいとは思うぞ？　部族長なんだし。社長だし。

「それに、姫様の指揮はお上手ですよ。なかなか見事な行軍です。……ブゴーフゴー」

「じゃろ？　じゃろ？　やはり王族じゃから、こういうのは得意なのじゃ」

　姫、意外な特技があったんだな。バカのクセに。

「ま、問題は、こんな時間まで軍事行動ができなかったことじゃな。本当は学校をサボって朝から軍を進めた方が、敵の不意を突けてよかったのじゃが」

「じゃあ、なんで待った？」

「祖母殿に叱しかられるのが怖かったのじゃ。仕方ないので、町の外側にオーク軍を集結させたあと、そのまま放課後まで待機させておった」

「明らかにお前、足引っ張ってるじゃないか!?」

「フッ……いいんですよ、リンイチローさん。……ブゴーフゴー」

　アンタジヨニー、もっと抵抗しろ！　そんな態度だと姫がいい気になる一方だろ！

　ともあれ姫の率いるオーク軍は、平へい家け町ちようへと突入する。

「進むがよい！　この山道を抜けると、町役場が管理する広大な空き地がある。普段は子供がサッカーをしたり、大人が草野球やゴルフの練習をしたりするのに使っておるところじゃ。そこをショッピングモールの建設予定地として確保したのち、役場に攻撃を加えて占領する。占領してしまえば役場も土地を譲ってくれるじゃろうからな」

　想像以上に雑で荒っぽい計画だったんだな!?

「俺、やっぱり帰る」

「いやいや、待つのじゃリンイチロー。汝なんじがおらぬとクラウゼラが心細がる」

　クラウが？

　そう言われて、彼女クラウの方を見てみると──。

「ううう、オーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖い……」

　またか。

「クラウのやつ、まだオーク恐怖症を克こく服ふくできてなかったのか？」

「これでもマシになった方なのじゃぞ？　さっきは子供みたいにクスンクスン泣いておったし。とりあえずリンイチローは、こやつの手でも握ってやるがよい」

「え？　なんで？」

「そうすればクラウゼラも少しは安心するであろう。──ほれ、クラウゼラよ、リンイチローが手を握ってくれるそうじゃぞ。タダで。同い年の男子に手を握ってもらうというエロスを今なら無料で体験できるのじゃ」

「姫、その言い方どうにかならないか？　そりゃまあ、手くらい握ってもいいが……」

　普通の女子なら照れ臭いが、クラウだったら比較的平気だ。なぜって金属の籠手ガントレツトを嵌はめていたから。

　俺が手を差し出すと、クラウは俺の掌てのひらをギュッと握る。籠手ガントレツトの手はカチャカチャ小刻みに震えていた。

「クラウ……」

　前言撤回。籠手ガントレツト越しでも照れ臭い。

　戦車を叩たたき斬きる力を持つクラウが、今日はいつになく弱々しく見えた。

　普通の少女よりも、ずっとか弱い存在に……。

「どうであるかクラウゼラよ？　一〇代男子の右手というのは特別な意味を持つものじゃ。エロスパワーでそろそろ元気が出てはこぬか？」

　姫、いきなり下品なこと言うのはよせ。

「失礼ながら姫様。……ブゴーフゴー」

「む？　ダイナマイトジョニーよ、どうしたのじゃ？」

「〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟ことクラウゼラさんですが、その……本当に役に立つので？　……ブゴーフゴー」

「問題ないのじゃ。妾わらわに任せておくがよい」

　ホントか？　無責任な返事をしたな？　俺はたぶんダメだと思うぞ？

　もちろん俺はショッピングモール賛成派ではないので、オーク軍が負けても困らないが。

「リンイチロー、汝なんじはそのままクラウゼラの手を握っておれ」

「お、おう……」

　まあ、手を握ること自体は構わない。

　そんなこんなでオークの軍ぐん勢ぜいは、山の中の国道を進む。

　やがて軍が山を抜けると、目の前には広大な空き地が広がる。──姫の言っていた役場の管理する空き地だ。土地余りの田舎だけあって、その広さは半端ではない。周囲を切り開いてもう少しだけ広げれば、ショッピングモールくらいは作れるだろう。

　だが今、その広場には──、

「ふむ……どうやら、あやつら待ち構えておったようじゃのう？」

「そのようですな。……ブゴーフゴー」

　七つの亡命政府が、軍勢を率いてそこにいた。
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「……全軍、ポーちゃんたちを迎え撃つ。……これもミヤヤマートと地元の商業のため。それと、友達としての私の務め」

「ゴ立派デゴザイマス、第八皇女」

「「キュピー、キュピー」」

　銀河広域軍事帝国ハーストゥール臨時正統政府。総勢約四〇名、軍事力Ａ＋。




「……キシャー、シュルルル」

「はっ、アトランティス万歳！　この町の美しい自然を守るため、我らは必ず勝たねばならぬ！」

　海底国家アトランティス臨時神殿政府。総勢七名、軍事力Ａ。




「我らの穏おだやかな住環境を守るのだモグー」

　地底民族モグラニアン平へい家け町ちよう独立管区。総勢一四名、軍事力Ｂ。




「ま、ウチはつきあいだけどね。どうせショッピングモールには興味ないし」

　ヴラド派トランシルヴァニア伯はく爵しやく領。総勢五名、軍事力Ａ。




「侵略者とは戦う！　それが我ら自由フランス軍なのでンフシュー」

　自由フランス国民会議。総勢三名、軍事力Ｃ。




　各亡命政府はそれぞれ異なる理由でそこにいた。

　だが目的は一つ。オーク軍と戦い、ダイナマイトジョニーの進出を阻止すること。

　そのために皆、動員可能な全戦力を率い、広場に陣を敷いていた。

「うむむ……。やはり放課後まで待ったことで、相手に準備の時間を与えてしまったようじゃのう。山に待機させていたオークの軍ぐん勢ぜいを発見されておったらしい」

　だろうな。こんな数の軍勢、発見されない方がどうかしてる。













■・・・オーク軍（総勢約二〇〇〇名、軍事力：Ａ＋＋）

□・・・亡命政府軍




　　①銀河広域軍事帝国ハーストゥール臨時正統政府（総勢約四〇名、軍事力：Ａ＋）

　　②自由フランス国民会議（総勢三名、軍事力：Ｃ）

　　③地底民族モグラニアン平へい家け町ちよう独立管区（総勢一四名、軍事力：Ｂ）

　　④ヴラド派トランシルヴァニア伯はく爵しやく領（総勢五名、軍事力：Ａ）

　　⑤海底国家アトランティス臨時神殿政府（総勢七名、軍事力：Ａ）

　　⑥平家町町民（総勢約八〇〇名、軍事力：Ｃ＋）






　図にすると、具体的にはこんな感じになる。

　展開された、敵の陣。

　それは、山から出てきたオーク軍を包囲するための陣形だった。

　各亡命政府軍は『人数』だけなら少なく見えるが、しかし『戦力』ならばオーク軍を大きく上回ることだろう。

　さらに、その後方には何百人もの姿が。

「？　おいポー姫、亡命政府軍の後ろにいる連中はなんだ？」

「斥候オークの話によれば、ヘイケ町の一般町民とのことじゃ。我らオーク軍と戦うために、町民全員に声をかけて総動員したらしい。用事のある者や病人以外はだいたい集まっておるようじゃの」

「町民全員？　俺、声かかってないぞ？　そんな話、聞いてない」

「当然じゃろう。リンイチローは妾わらわたちの軍の一員なのじゃからな。動員のための町内放送も我が家セタ家だけ切られておった」

　いけない！　態度をハッキリさせなかったせいで、敵チーム扱いされている！

　困ったぞ。このままでは我が瀬せ田た家は町から村八分にされるかもしれない。そうなれば回覧板や廃品回収も回ってこなくなるし、お祭りや新築の餅もち撒まきといったイベントにも顔を出せなくなる。

「なあ、姫……もう諦あきらめた方がいいんじゃないのか？　すっかり包囲されてるぞ」

　俺がそう言うと、姫はフフンと鼻で笑った。

「リンイチローよ、妾を説得するのに成功すれば、町の連中に言い訳ができると思っておるのじゃな？」

「い……いや、そんなつもりは……」

「誤ご魔ま化かさずともよい。しかし、それは無用な心配じゃ。要は戦いに勝てばよいのじゃ。そうすれば皆も妾に逆らえなくなるし、リンイチローも『セタさんちの子は見る目がある』と逆に尊敬を集めることじゃろう」

「そう上う手まくいくかぁ？　そもそもお前、勝てるつもりなのかよ？」

「当然じゃ。この程度の敵、妾の軍の敵ではない」

　だから、お前の軍じゃないけどな。ダイナマイトジョニーの軍だ。

「リンイチローよ、汝なんじならばどう攻める？」

「そうだな……見たところ正面が手薄な気がする。地底民族モグラニアン軍と自由フランス軍のあたり。数も少ないし装備も大したことない」

「くふふっ、愚かであるぞ？　あれは罠わなじゃ。我らを正面に突っ込ませ、主力の銀河帝国ハーストウール軍と海底国家アトランテイス軍で左右から挟み撃ちにする策であろう」

　なるほど。

「じゃあ先に狙ねらうなら、宮ミ籐ヤんちの銀河帝国ハーストウール軍か水神ミナカミさんたち海底国家アトランテイス軍ってことなのか？」

「それも愚策じゃ。強い相手を先に狙えば、そこに手間取っている間に他の部隊に側面を突かれてしまう。いずれにせよ、先に攻撃を仕掛ければそれだけで不利じゃ」

「だったら、やっぱりどうしようもないじゃないか？」

「うむ。しかし先に動いたらマズいのは敵も同じ。迂う闊かつに動けば陣形を崩す。剣の名人同士みたいなものじゃな。先に動いた方が負ける。お互い厄介なことじゃ。──無論、妾は手を打っておるがな！　この布陣は読んでおったし！　エッヘン！」

「ホントかよ？」

「相手が見事な陣を構えておるなら、内部から崩してやればいいだけのこと。見るがよい。いくつか来ておらぬ亡命政府軍があるじゃろう？　知っておるのじゃ。平へい家けのやつめ、まだ親しん戚せきの寄り合いから帰ってきておらぬ。ちゃんと情報は入っておるのじゃ」

　本当だ。景かげ清きよさん来ていない。

「平へい家けは一名だけの弱小亡命政府じゃが、決戦の場にいけなれば亡命政府連合内の結束を大きく崩すことじゃろう。それから、ほれ、吸血鬼どももまだ明るい時間だから後ろの方に下がっていよう？」

　そういや、そうだな。後ろにいたのはそういうことだったのか。

「あと、銀河帝国ハーストウールと海底国家アトランテイスがうんと離れて布陣しておるのは、もちろん『挟み撃ちをするため』なのじゃが、同時に『まだ仲なか違たがいしたままで、近くにいると気まずいから』でもある。他の陣営同士も不仲のままじゃ。連携の取れておらぬ連合軍なぞ怖くはない」

「お前の陰湿な作戦が効いてるんだな？」

「そうじゃとも。もう少し経たてば、さらに連携は崩れるじゃろう。ウヒャヒヒヒ」

　また悪そうな笑いを。さてはお前、まだなにか企たくらんでいるのか？

「後方にいるヘイケ町の町民たちは、なお怖くない。あやつらは人数だけ。ただの威嚇じゃ。亡命政府軍をアテにしておるから、自分で戦う気などハナっからない。それに、こないだの説明会のときから民衆どもを観察しておったのじゃが、町民たちの中には『本当はダイナマイトジョニーに進出してほしいが仲間外れが怖くて言えない』という者たちがけっこうおる。そのような者たちが混ざった集団など、果たしてなにするものであろう」

「よく見てるな？」

「民衆観察は王の務めじゃからな。帝王学というやつじゃ」

　この姫、ときどき侮あなどれない。基本的にはバカなくせに。

　──そんな話をしていると、敵陣からフワフワとバレーボール大のものが飛んできた。

「武器ヲ向ケルデナイ！　我輩ハ軍使デアル！」

　銀河帝国ハーストウールの脳のう味み噌そカプセルこと、ゐー戦争大臣だ。

「おや、ファウっちのとこの大臣じいやではないか。軍使と申したが、なにを伝えにきたというのじゃ？」

「モチロン、降伏勧告デゴザイマス。皆様ノ軍ハ、スデニ袋ノ鼠ねずみモ同然……」

「ふむ、なるほど……。そうじゃのう、たしかに汝なんじの言う通りかもしれぬが──ところで、今日は宮みや籐とうミヤは来ておるのか？」

「みや女史デゴザイマスカ？　エエ、マア。『子供ダケデ戦争ヲサセテハ危ナイカラ』ト、第八皇女ノ付キ添イデ来テオラレマス。……ソレガナニカ？」

「うむうむ、来ておるのじゃな。くふふっ、それならばよし！」

　？　宮ミ籐ヤがなんの関係がある？

「それでは、ゐー大臣よ。汝がここで見たものをありのままに伝えるがよい。それが妾わらわの答えであるのじゃ」

「……？　コノ光景ガ？」

「そうじゃ」

「カシコマリマシタ」

　ゐー大臣はそう返事をすると、首を傾かしげつつ（どこが首かは不明だが）またフワフワと自分の陣地に帰っていった。

　正直、さっきの姫の言葉は、俺にも意味が分からない。『ここで見た光景が答え』って、どういうことだ？

　ダイナマイトジョニーが不安そうに姫に訊たずねる。

「あのぉ、姫様……本当に大丈夫なのでしょうか？　……ブゴーフゴー」

「安心するのじゃ、早くも策の効果が出てきておる。ほれ、リンイチローも見るがよい。宇宙人どもの陣地、なにやら騒いでおるじゃろう？　アレはなぜか分かるか？」

「いや、分からないが……」

　だが、本当だ。たしかになにか騒いでいる。

「分からぬかリンイチローよ？　汝なんじのせいじゃ。汝がクラウゼラの手を握っておったからこうなったのじゃ」

　俺？　──って、いけない！　言われてみれば、今もクラウと手を繫つないだままだ。

　余計なところを見られてしまった。恥ずかしい。

　だが、それがどう関係ある？

「あの脳のう味み噌そカプセルの大臣じいやはバカ正直に報告したようじゃのう？　ならば、この展開は必然じゃ」

「？　やっぱり意味が分からないぞ？」

　遠くてよく見えないが、どうやら宮ミ籐ヤがファウ第八皇女やゐー大臣を怒鳴りつけていたらしい。アイツら、なにを揉もめている？

　さらに、もうしばらくすると──、




「早く！　やんなさいよ！」

「……仕方ない。……全軍、突撃する」

「家主ノ子ニハ勝テマセヌ……。多脚型歩兵種まーしあんドモヨ、前進セヨ！」

「「──キュピー、キュピー！」」




　第八皇女とゐー大臣の号令のもと、タコ型歩兵たちが攻撃を仕掛けてきた。

　光線銃を撃ちながら、全員でこっちに迫ってくる。

『先に動いた方が不利』というこの陣形で、亡命政府連合軍のうち銀河帝国ハーストウールの部隊のみが、単独でこちらに向かってきていた。

「ファウっちめ、かかりおったな？　オークども戦闘開始じゃ！　全軍にて迎撃せよ！」

「「──ブゴーフゴー！」」

　こうしてオークたちは宇宙人たちと激突する。

　光線銃や戦車など武装では宇宙人が勝っていたが、オークの数と勇猛さはそれを補って余りある。前線はじわじわとだがオーク軍が圧していた。

「オークども、慌てるでない。まだ勝たずともよい。よいか、しばらくはわざと後退せよ。そうやって敵をうんと引きつけて突出させ、相手の陣形を崩させるのじゃ。その後に反撃に転じるがよい」

「「──ブゴー！」」

　ポー姫の指し揮きによりオーク軍は優位を保ったまま後退し、宇宙人たちがそれを追って前進したため、亡命政府連合軍の陣形は早くも大きく崩れていく──。

「どうじゃ、見事な采さい配はいであろう？」

「お、おう……。けど、どうして宇宙人たちはこんなに急に攻撃を？　俺のせいって言ってたが──」

「うむ、汝なんじのせいじゃ。リンイチローにクラウの手を握らせておけば、宮みや籐とうミヤが怒って『アイツらを攻撃しろ』と言うに決まっておるじゃろう？」

　？　どうしてだ？

「さらにファウっちはこないだお菓子を買うときにこづかいが足りず、宮籐ミヤに五〇〇円ほど借金をしておった。なので、しばらくは頭が上がらぬのじゃ。これらの事情を踏まえれば、こうなるのは必然じゃ」

　なんだよ、そのバカバカしい理由!?

　だが、ある意味『ミクロな人間関係を利用した見事な采配』と言えなくもない。

「というか、俺に『クラウの手を握ってろ』と言ったのは作戦の一環だったのか？」

「無論じゃ。そもそも汝を連れてきたこと自体が作戦じゃ。どうじゃ、すごかろう？　まるで蜘く蛛もの糸のように複雑に張り巡らされたこの計略！　一挙きよ手しゆ一投とう足そくあらゆる要素が伏ふく線せんとして機能し、戦況を完全にコントロールしておる。リンイチローよ、妾わらわを天才と呼んでもかまわぬぞ？」

　いいや、そこまで褒ほめる気はないね。

　だが、やはりポー姫のやつ、ただのバカではなかったらしい。いわば『ときどき侮あなどれないバカ』だ。

「他の亡命政府も、陣形が崩れたためにしばらくは動けぬのじゃ。不仲でロクに連携が取れておらぬから、陣形を直すこともできぬ」

「けど、さすがにもう少ししたら攻撃してくるだろ？」

「いいや、一〇分は動かぬじゃろう」

「？　どうして言い切れる？」

「水神ミナカミハイドォラと取り引きをしておるからじゃ」

　なんだって!?

「水神ミナカミさんみたいな真面目まじめな子が、取り引きに応じるはずないだろ!?」

「いいや、それが応じるのじゃ。あやつらの旅館兼料亭じゃが実は銀行に借金をしておってのう。その銀行がダイナマイトジョニーのメインバンクなのじゃ。それを利用して『返済を待つかわりに決戦で手を抜け』『初動で少しモタモタせよ』とお願いしておる。『裏切れ』ではなく『手を抜け』というところがポイントじゃな。人間、ちょっと手を抜くくらいなら、そんなに罪悪感を感じぬものなのじゃ」

「お前、本当にそういうの上う手まいな!?」

　姫も罪悪感を感じればいいのに。町のみんなを裏切っているわけだし。

　一方、海底国家アトランテイスの陣営では水神ミナカミさんが、仲間であるはずの地底民族モグラニアンや自由フランスのメンバーと言い争っていた。

「──どうして攻撃を仕掛けないのだンシュシュムフー？」

「──そうですだヨ。今がチャンスと思うモグー」

「──キシャー、シュルルルル……」

「──たしかに連携が不完全なまま攻撃すれば、混乱のもとにはなるだろうがンムシュフフシェー」

「──モグー」

　海底国家アトランテイスが動かないため、戦力的に劣る地底民族モグラニアン軍や自由フランス軍も攻撃を仕掛けられずにいた。

　結果としてファウ第八皇女たち銀河帝国ハーストウールの軍は、単独でオーク軍と戦う羽目になっている。ポー姫の策は、見事に成功したらしい。

「くふふっ、これでお膳ぜん立だては整ったのじゃ。敵軍は完全に分断されておる。──我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウよ、いよいよ出番じゃ！〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟と呼ばれた汝なんじの力、皆に見せてやるがよい！」

　もし、このタイミングでクラウが出陣すれば、一気に勝負を決めることができるだろう。

　戦剣ローゼウムを抜いた彼女は、文字通り一騎当千の力を持つのだから。

　しかし──。

「…………」

「む？　どうしたのじゃ、クラウゼラ？」

「ううう、オーク怖いオーク怖いオーク怖い……」

「クラウゼラ？」

「オーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖いオーク怖い！」

　クラウは俺の手を握ったまま、ずっとガクガクと震えていた。

　なんというか、さっきよりも状態が悪化してるぞ？

　それにたぶん、口では『オーク怖い』と言っているが、本当は……。

「ブゴーフゴー……失礼ながら姫様、クラウゼラさんは本当に役に立つので？　……ブゴーフゴー」

「う……うむ、大丈夫じゃ、ダイナマイトジョニーよ。これも策じゃ、作戦じゃ。全すべて計算の内なのじゃ」

「どんな？　……ブゴーフゴー」

「ううっ、いつになく鋭いツッコミじゃな？　だから、ええと、つまり……クラウゼラの強さは知れ渡っておるからのう。こやつがおるというだけで、どこの亡命政府軍も軽々しくは手が出せぬ。だからクラウゼラは前線に出さずに温存しておいた方がいいのじゃ」

「なるほど、そうでしたか。……ブゴーフゴー」

　露ろ骨こつにウソ臭い言い訳だな？

「とにかくジョニーよ、安心するがよい！　だから汝なんじは前線に行き、オークどもを率いて敵陣に突入せよ！」

「わかりました。……ブゴーフゴー」

　ジョニーが去ったのを確認してから、姫はフーと息をつく。

「フー、なんとか誤ご魔ま化かせたのじゃ。しかしクラウゼラのやつめ、まだこんな調子じゃったとは……。昨夜は『女騎士がオークに陵りよう辱じよくされる系』の低価格帯エロゲーを五本もプレイさせたというのに！」

　だから、原因はそれだって！　お前、何度同じ失敗する気なんだよ!?

「仕方あるまい……。リンイチローよ、クラウゼラは汝がなんとかせよ。チョイチョイのチョイとこやつを立ち直らせるのじゃ。五分以内で！」

　お前、また勝手なことを。

　そんなもの、チョイチョイのチョイで直るわけないだろ。

「では、妾わらわは前線に行ってオーク軍を指し揮きしてくるのじゃ。あとは任せた！」

「あっ、おいっ！」





　　４






　最前線では、オークの軍団と銀河帝国ハーストウールの多タ脚コ型歩兵四〇体が激しい戦いを繰り広げていた。

「……多脚型歩兵種マーシアンよ、全軍バリヤーデフレクシヨンを張りつつ光線銃デラメーターで攻撃。……光線は『当たったら三人まとめて気絶するモード』で」

「「──キュピーキュピー」」

　ファウ第八皇女の号令を受け、歩兵たちは光線銃でオークたちを狙ねらい撃つ。

　数では劣る銀河帝国ハーストウール軍だが、その装備は光線銃を始め、宇宙の超科学の賜たま物もの。次々と射掛けられる光線に、勇猛なオークたちも一瞬だが怯ひるみを見せた。

「……今がチャンス。……三脚式戦車ウオーマシーン、前へ」

　前にクラウと戦った脚つき戦車が、オークたちへと襲い掛かる。

　それも、三機も。

「第八皇女ノ御命令デアルゾ！　全機、前進！　コノ『九〇〇人分ノ強サトイウノハ大おお袈げ裟さトシテモ、ケッコウ強イ』ト名高キ三脚式戦車うおーましーんデ蹴け散ちラシテクレル！」

　ゐー大臣の操縦する機体を先頭に、戦車は足音を鳴らしながら突撃していく。

　だが、その前に立ちはだかったのは──、

「くふふっ。ファウっちめ、なかなかの指し揮きぶりじゃな？　さすが妾わらわがライバルと認めた幼女よ」

「……ポーちゃん」

「七歳にしては見事である。しかし、少々焦ったようじゃな？　切り札の戦車を出すタイミングが早すぎなのじゃ。──ダイナマイトジョニーよ、汝なんじの出番じゃ！　騎士ローズバドにも匹敵すると言われた部族長級オークの力、この妾に見せてみよ！」

「ブゴーフゴー！」







　オークと宇宙人の戦いを、俺とクラウは後方から眺めていた。

「クラウ、平気か？」

「うむ……。すまない、手を握ってもらって……」

「いや……それは別にいいよ」

　クラウの握力で握られていたので痛かったが、それでも嫌とは感じなかった。

　金属の籠手ガントレツトごしに、彼女の秘めた部分が感じられるようで……。

「……クッ、殺せ！　誰でもいい、私の命を奪ってくれ！　今のような状況のまま、これ以上生きていたくない！」

　今のは、いつもの『くっころ』とは違う。クラウの心からの言葉だったろう。

　そして、その真意も俺は分かった。

「なあ、クラウ……。ずっと気になってたことがあるんだが──」

「なんだ……？」

「お前が本当に怖いのは、オークなんかじゃないんだろ？」

「……？　なにが言いたい？　私が噓うそをついているとでも？」

　ああ、そうだな噓だ。

　意図的についたものか、無意識なのか、そこまでは俺にも分からない。

　だが、このクラウが怖いのはオークじゃなく──、

「本当に怖いのは『戦うこと』なんだろ？」

「──っ！」

　町の人たちと戦うことを──いや、戦うこと自体を怖おそれている。

　俺には、彼女がそう見えた。

《魔法地平シーズベツド》は戦乱の世界だ。そこから逃げてきた彼女は、この町が好きだと言っていた。

　この町の景色が。人々が。

　戦いのない、この町の暮らしが好きだと。

　だが主あるじであるポー姫は、平へい家け町ちようを戦いの渦に巻き込み、町の景色も、人々の暮らしも、全すべてを変えてしまおうとしている。しかも、クラウ自身の力によって。

　こんなの、怖くないはずがない。

「だから、そんな風に大おお袈げ裟さに怖がっているんだろう？　そうやって震えてる間は、戦わなくて済むし──それに、いろいろ考えなくて済む。だが、こんなの逃げてるだけだ」

「私は、そんな……!!」

　本当は、俺が言えた義理じゃない。俺だってずっと逃げていた。決断しないで、状況に流されるままになっていた。

　だが、それでは駄目なんだ。俺もやっと決意ができた。

　俺は、この戦いを止めたい！　震えている、可哀かわい想そうなクラウのために！

「クラウ……嫌なら戦うな！　姫の命令なんて聞くんじゃない！」

「侮辱する気か!?　私は騎士ローズバド。戦いを怖おそれることなどないし、姫殿でん下かに逆らうこともありえない！　主の命で剣を振るうことこそ、我が人生そのものなのだ！」

「そんなことあるものかよ！　納得のいかない命令には逆らうべきだ。もし姫に言われるままに戦ったら、お前は絶対後悔するぞ。故こ郷きようを滅ぼしたオークと一緒に、大好きな町と戦うなんて。お前は本当にそれでいいのか？」

「それは……。だが、私には〝騎士の封印バド〟が……」

　イースの騎士ローズバドは、全ての判断を主にゆだねる。

　強大な戦闘能力を自分勝手に使えぬよう、主の命令なくば力を振るえず、逆に命令があれば戦うことを避けられない。

　これが〝騎士の封印バド〟──彼女たちの規範おきてだった。

「騎士ローズバドである以上、私は自分の判断など……」

「いいや、駄目だクラウ。自分の頭で判断するんだ。お前は騎士だが、それ以前に一人の人間だ。人間なら、自分で考えて判断しろ。そうしていいんだ。ここでは──《球状地平スフイア》の地球チーキユの日本ニホンでは、みんなそうする権利がある」

「違う！」

「──？」

　クラウは俺の手を握ったまま、振り絞るように声を出す──。

「私は人間である前に騎士ローズバド……!!　そのような権利など必要ない！」

「……？　なにを言っている？」

「リンイチローには分かるまい……。私が〝騎士の封印バド〟を捨てたら──騎士ローズバドであることを捨てたら、私にはもうなにも残らない！　何者でもなくなってしまう！　ニホンの高校生であるリンイチローには分からないのだ！」

「そんなことは……」

「違う、分かっていない。私は生まれたときから一人前の騎士ローズバドとなるために育てられ、戦うこと以外を知らずに生きてきた。先祖より伝わる戦剣ローゼウムを振るうために。騎士ローズバドとは、戦剣ローゼウムで戦うために品種改良された人間なのだ。本当に、他にはなにもないのだ……」

「クラウ……」

　前にダイナマイトジョニーが言っていた。『王族とは押しが強くなるよう品種改良された人種なのだ』と。今のは、それを受けての言葉だろうか。

　彼女の言葉がどれほど重いものなのかは分かる。少なくとも頭では理解できた。向こうの社会を知らない異世界人の俺が、軽々しくなにかを言うべきではない。

　だが、それでも俺は──、

「……騎士とか関係なく、クラウはクラウだろ」

　そう口にした。つい。言ってしまった。

　衝動的で、無責任で、歯の浮くような台詞せりふ──だが、それでも俺の心からの言葉だ。言ったことに後悔はない。

「お前はお前だ。何者でもないなんて、そんなことあるわけないだろう？　お前は女騎士じゃなくても美人で真面目まじめで体力あって、けっこうなんでもできると祖ば母あちゃんも言っていた。それを全部抜きにしても……俺の友達だ！　いや、一緒に住んでるから家族みたいなもんじゃないか！」

「友達で、家族……？」

「ああ、そうだ！　友達で家族だ！」

「リンイチロー……」

　クラウは、なぜか空を見上げていた。

　広がる午後四時の青空を。

　イナゴ獲とりの田んぼのときと同じように。

「それに俺は『騎士ローズバドを辞めろ』なんて思っていない。ただ自分の目と頭で判断しろと言ってるだけだ。クラウくらい騎士の似合う女子なんて見たことないからな」

「そうか……。ふふっ、妙な褒ほめ方を……」

　クラウは真上を見上げたまま、俺と手を繫つなぐ掌てのひらにほんの少しだけ力を籠こめる。籠手ガントレツトからは既に震えが消えていた。

　だが、そんなとき──、

「そこまでじゃ、リンイチローよ。我が騎士ローズバドをたぶらかすのはやめてもらおう」

　いつのまにかポー姫が、俺たちのすぐ傍らに立っていた。

「クラウゼラ、汝なんじはまさか妾わらわを裏切る気ではないじゃろうな？」

「姫殿でん下か……」
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　前線に目を向ければ、ダイナマイトジョニーは三脚式戦車ウオーマシーンを三機とも撃破。戦況はオーク軍の優勢となっていた。前線指し揮きが必要なくなり、それで姫はこちらに戻ってきたということだ。

「クラウゼラよ、〝騎士の封印バド〟を捨ててはならぬ。──戦場を見渡してみよ。現在、宇宙人たち相手には優位に戦いを進めておるが、その差は圧倒的とまでは言えぬ」

「は……」

「海底国家アトランテイス、地底民族モグラニアン、自由フランスどもも、いずれは攻撃を始めるじゃろう。さらには、もし戦いが長引いて夕方になれば吸血鬼どもまで動き出す」

　この町は山の中にあるから、夕方になるのが早い。もう一時間もせずに日は赤くなる。

「クラウゼラ、汝なんじの力が必要なのじゃ。汝の戦剣ローゼウムで、妾わらわに確実な勝利をもたらすがよい」

「しかし……」

　戸惑うクラウに、姫は命じる。

「汝に誇りがあるならば、主あるじの敗北を望みはしまい？　我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウよ……〝騎士の封印バド〟の解除を許す！　戦剣ローゼウムを抜け！『封印よ、退けブローサム』と詠唱せよ！　妾のために戦うのじゃ！」

「姫殿でん下か、私は……」

　籠手ガントレツトは、またカタカタと鳴り始めていた。

「……すまない、リンイチロー」

　クラウは俺の掌てのひらを離し、剣へと震える手を伸ばす──。

「よせ、クラウ！」

　今度は、俺の方から彼女の手を摑つかんだ。

　剣を抜く手を押さえるために。

「クラウ、そんな命令を聞くんじゃない！」

「離してくれ、リンイチロー。先ほどの言葉は嬉うれしかったが……やはり私には騎士ローズバドを捨てることはできん」

「いいや、離すか！　言っただろ、騎士ローズバドを辞めろなんて思ってないって。クラウくらい騎士の似合う女子なんて見たことないからな。──けど、だからこそ言わせてもらう。間違った命令に従うのは『騎き士し』のあるべき姿じゃない！」

「騎き士し……？」

「そうだ。誇り高くて、強く、そして正しい──それが騎き士しのあるべき姿だ。少なくとも俺はそう思ってる。お前にはそうあってほしいんだ」

「それが《球状地平スフイア》の騎き士しか……」

「ああ」

　もちろん理想だ。ただの綺き麗れいごと。物語に出てくるような立派な騎士なんて、本当は実在しないだろう。俺だってフィクションと現実の違いくらいは知っている。

　だが、それでもクラウには、理想の騎士になってほしかった。

　彼女ならなれると、根拠のない確信があった。

「姫のしてるのは間違ったことだ。今は分かっていないだろうが、いずれ必ず後悔する。本当に姫のためを思うなら、お前クラウは手伝うべきじゃない。──自分の力の責任を〝騎士の封印バド〟なんて言葉で押し付けるな」

「押し付ける……？」

「そうだ。ポー姫はたった八つだぞ。そんな子供に『姫が命令したから戦いました』と責任を負わせる気か？」

「それは……」

「ええい、リンイチロー！　勝手なことを言うでない！」

　ポー姫は、俺に声を荒げた。

「後悔などするはずないのじゃ！　汝なんじに妾わらわのなにが分かる！　少しでも都会的な暮らしがしたいという、この妾の気持ちなど！」

「いいや、分かる。お前の気持ちは痛いほど理解している。この町で一番お前のことをよく分かっているのはこの俺だ」

「……？　なにを言っておる？　もともと田舎生まれの汝に、そんなもの分かるはずあるまい。都会を知らず、田舎の暮らしに満足していた汝などに」

「いいや、分かる」

　俺は、『秘密』を明かすことにした。

　今まで姫とクラウには隠していた、あの秘密を──。

「俺にはお前の気持ちが分かる。なぜなら俺は三年前まで……東京に住んでいたからだ！」

「なんじゃと!?」

　携帯電話もインターネットも深夜番組もある東京に。

　三〇分以上車で走り続けなくても、どんな店でもある大都会に。姫の行きたがっていた秋あき葉は原ばらや池いけ袋ぶくろのある場所に。

　生まれてからずっと。三年前に両親の都合で、祖母の家に住むようになるまで。

「う、うむむ、そうであったか……。リンイチローは田舎ネタやオタク系ネタへのツッコミが的確すぎて『田舎人の基準点』としては少々違和感を感じておったのじゃが……まさか伏ふく線せんであったとは！　超ロングパスの見事な伏線回収じゃな」

　だから伏線とか言うな。マンガじゃないんだ。

　俺の秘密──それは、思い出したくもない過去。俺は東京育ちであったばかりに、大きな過ちを犯してしまった。

　姫と同じく、都会の香りを求めたがために。

「よく聞け姫、俺はお前と同じだ。二年前、悪徳業者がショッピングモールを建設しようとしたとき、俺は町のみんなを裏切ってモール側に味方した。お前ほど手際はよくなかったが、似たようなことをやったんだ。悪口を言いふらして、みんなを仲なか違たがいさせようとした。運よく計画は失敗してくれたが──当時のことを、俺はずっと後悔している」

「な、なんと……。そんなことが……」

　皆は俺を許してくれた。その後も優しく接してくれた。

　そのたびに俺の胸は痛んだ。今でもずっと苦しいままだ。

　俺と同じ後悔を、ポー姫にはしてほしくない。

「俺は今でも田舎は好きじゃない。都会の方がいいところだと思っている。田舎なんて不便だし臭いしロクな場所じゃない。だが、それでも町の人たちの気持ちを踏みにじってはいけないんだ。あのとき、俺はそのことを学んだ。──だから姫、もう軍を引け。それにクラウも。本当に姫のことを思うなら、悪事に手を貸したりするな」

「うぬぬ……だ、だからどうしたというのじゃ！　それは汝リンイチローの都合じゃ、妾わらわには関係ない！　クラウゼラ、聞く耳を持つでないぞ！　リンイチローに惑わされてはならぬ！」

「…………」

「クラウゼラ？　なぜ黙っておる？」

「………………………………」

　そのままクラウは、ただ沈黙していたが──、

「そうだな……。リンイチローの言う通りだ。私は騎士ローズバドであることを言い訳に、間違ったことをしていたらしい。自分の負うべき重責を、無責任にも幼い姫に押しつけていたのだ……」

　彼女の手は、既に剣から離れていた。

「ど……どうしたのじゃ、クラウゼラ!?　妾の命に背く気か？」

「は……」

　クラウは静かに、しかし揺らぎのない口調で姫へと告げる。

「お許しを……。ですが、これが姫殿でん下かのためなのです」

　そうだクラウ。よく言った。

「うぬぬぬぬぬぬぬぬ、なんという不忠者！　こうなれば仕方あるまい！　クラウゼラには力尽くでも言うことを聞かせてやるのじゃ！」

「力尽く……？」

『クラウに力尽くで』というのは矛盾した言葉だ。

　クラウがだれよりも強いからこそ、姫はその力をアテにしていたというのに。力尽くで従わせる方法など、本来ならあるはずがない。

　だが、さすがは姫だ。その『普通でない方法』を持っていた。

「ジョニーよ！　オークどもよ！　クラウゼラを捕えるのじゃ！」

「「──ブゴーフゴー、ブゴーフゴー」」

　姫に命じられ、ジョニーの率いる数十名のオーク兵がクラウの周囲を取り囲む。

「クラウゼラよ、汝なんじの弱点はオーク恐怖症であることじゃ。いつものように陵りよう辱じよくを怖おそれて震えるがよい」





　　６






「「──ブゴーフゴー、ブゴーフゴー」」

　半裸のオークたちの鳴き声が、クラウの周りで幾重にも木霊する。

「どうじゃクラウゼラ、怖かろう？　くふふっ、実を言えば、汝なんじの裏切りは全くの予想外というわけでもなかった」

　なんだって!?

「最近、汝の態度が少しおかしかったからのう。だから手は打たせてもらったのじゃ。妾わらわがここ毎晩、クラウゼラに『女騎士がオークに陵りよう辱じよくされる系』の低価格帯エロゲーをプレイさせておったのはなんのためだったと思っておる？」

　つまり、姫は──わざと、そうしていたというのか？　失敗していたのではなく、クラウがオークを怖がるように、わざと女騎士もののエロゲーを！

「しかも、あえてフルプライスの長編エロゲーはやらせずにいたのじゃ。長編ものは意外とオークが出ぬからな。オークの陵辱シーンがメインとなる低価格帯の短編エロゲーだけを繰り返してやらせておった。長編をやらせては『女騎士はオークに弱い』という思い込みが薄れてしまうからのう」

　まさか、そんな凝った手を使っていたとは。

　陰湿かつ念入りで、しかもややマヌケな手口。ポー姫らしいやり方だ。

「さあ、オークどもよ、かかるのじゃ！　この女騎士に『陵辱を連想させるような軽いセクハラ』をしてやるがよい！」

「「──ブゴーフゴー」」

「ただし、あまり本格的なのはさすがに引くから禁止じゃぞ？　そうじゃな、おっぱいを触ったり尻を撫なでたりスカートをめくったりするくらいがいいじゃろう。『全年齢版』でやるがいい！　その程度の攻撃でも、女性騎士たちの間で〝ザ・オボコ〟〝クラウゼラ隊長って絶対ショジョだよね〟〝白百合の騎士ルー・アウラトウム（悪口）〟と陰口を叩たたかれておったクラウゼラには充分に有効なはずじゃ」

　クラウ、いろいろ言われてたんだな？　あんまり騎士ローズバド同士で仲良くないのか？

「汝が悪いのじゃぞクラウゼラ、素直に命に従わぬから。セクハラされて『クッ殺せ』とでも言うがいい。オークども、やってしまうのじゃ！」

「「──ブゴーフゴー、ブゴーフゴー！」」

　ポー姫の命令一下、オーク兵たちは一斉にクラウへと襲い掛かる。

　だが──、

「ブゴッ!?」

　次の瞬間、最初にクラウに触れようとしたオーク兵が、突とつ如じよとして地面に倒れた。

　ばたり、と。籠手ガントレツトによる裏拳バツクハンドの一撃で。

　周囲を取り囲んでいたオークたちは、一斉に『ブゴー』と怯ひるむ。

「「──ブゴーフゴー、ブゴーフゴー？」」

「そ、そんなバカななのじゃ……。クラウよ、なぜオークが怖くない!?」

　だがクラウはその問いに答えず、かわりに姫に向かって告げた。

「姫殿でん下か、お許しを……。ですが、此こ度たびのなさりよう、さすがに見過ごすわけにはいきません！　このクラウゼラ・ルー・コトヴィック──姫殿下の騎士ローズバドにして親愛なる友クラウは、生まれて初めて自らの意思で〝騎士の封印バド〟を破ります！」

　そしてクラウは、剣の柄へと手を伸ばし──、




「──封印よ、退けブローサム！」




　抜いた。

　詠唱と共に、眩まぶしく光る戦剣ローゼウムを。

　命令ではなく、彼女自らの意思によって。




　──と同時に、真横に一いつ閃せん。

　この初太刀の一薙なぎだけで、取り囲むオーク兵のうち一〇人がまとめて地に倒れる。

「見よ！　これぞ我が戦剣ローゼウム〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟、多元宇宙に斬きれぬもの無し！」

　無論、命は奪わない。












　剣に秘められた力──いわば剣気とでも呼ぶべきものに晒さらされて、オークたちは気を失ったのだ。強大な魔力を秘めた剣と、達人級の使い手たるクラウなればこそ、可能な芸当だと言えよう。

「リンイチローが教えてくれました。主の命に従わぬのは《魔法地平シーズベツド》の騎士ローズバドとして失格でしょうが、自らの正義に従わぬのは《球面地平スフイア》の騎き士しとして許されないと。──姫殿でん下か、今の私は《球面地平スフイア》の騎き士しでもあるのです」

　彼女の顔は晴れ晴れとして、剣そのものよりも輝いていた。

「うむむ……オークども、なにをしておる！　相手はたった一人じゃぞ！」

　悪役の台詞せりふだな。しかも死亡フラグだ。

　オークの軍団は再度クラウへと襲い掛かるが──しかし、さすがは一騎当千。迫り来るオーク兵たちを次々と討ち倒す。

　まさに、千切っては投げ千切っては投げ。クラウの戦剣ローゼウムは、振りかざされた無数の棍こん棒ぼうを次々と両断し、さらにはその持ち主どもも分厚い肉の鎧よろいごと叩たたき斬きる。──しかし、命は奪わない。斬られた箇所には傷も切断面もなく、血も噴出すことはなかった。ただ激しい痛みと衝撃の中で、そのままばたばたと気を失っていく。

　魔法の剣たる戦剣ローゼウムならばこその斬り方だ。命を奪わず、手傷も負わせず、継戦能力のみを奪い取る。

「バカモノ、迂う闊かつに近づくでない！　弓兵隊、距離を取って仕留めるのじゃ！」

　弓兵は、オークの中でもエリート戦士。優れた素質と激しい訓練によってのみ部族長から鉄弓と金属鏃やじりの矢（いずれも交易でしか手に入らぬ品）を与えられる。人間用の倍はあろう巨大な弓矢は、空を飛ぶ鳥の眼球を射抜き、砦とりでの外壁すらも破壊した。

　その弓兵隊八名が二〇メートルの距離から、クラウ目掛けて矢を射るが──、

「姫殿下、お忘れか？　戦剣ローゼウムを抜いた騎士に、飛び道具は効きませぬ」

　光線銃のレーザーすらも切断するクラウの戦剣ローゼウムが一いつ閃せんすると、八本の矢は一斉に真二つとなる。縦に。鏃ごと、縦真二つに割られた状態に。

　さらには剣を振るった衝撃波が、弓兵を八人同時に斬きり伏せた。名剣〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟とそれを持つクラウの腕があれば、二〇メートルは間合いの内だ。

　虎の子の弓兵を一度に失い、オークの軍団は『ふごぉ』と慄おののく──。

「クッ、オークどもを怯おびえさせるとは、さすが〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟と呼ばれたクラウゼラ……。こうなれば切り札じゃ！　ダイナマイトジョニーよ、汝なんじ自らが相手をせよ！」

「は、はい！　ブゴーフゴー！」

　姫の命により、部族長であるダイナマイトジョニーが立ちはだかる。

　前に姫が言っていた。部族長級のオークは、騎士ローズバドにも匹敵する力を持つと。

　特にジョニーは〝暗き森クエルクス〟のオークたちの中でも屈指の戦士。少なくともこの部族内では最強だ。他のオークより二回りは大きい体格を持ち、身長はおよそ二・五メートル。見た目通りに膂りよ力りよくに優れ、しかも棍棒を操る技量も高く、宇宙人の戦車三機をたった一人で破壊する。長さ一メートル半はあろう巨大な黒光りする棍こん棒ぼうは、魔力シーズで強化された先祖伝来の特別製。威力は戦剣ローゼウムに劣らない。

　クラウは、そんなダイナマイトジョニーと向かい合う。

　最強の騎士と、最強の戦士が。

　剣と棍棒、《魔法地平シーズベツド》の魔法の武器を、大上段に大きく構えて。

　達人級の戦いであるから、二人は間合いを取ったまま動かない。実力者同士では先に動いた方が不利になる。全すべての世界で共通する鉄則だ。

　と、そこに──、

「なぜじゃクラウゼラ、どうしてオークが怖くない？　エロゲーのように陵りよう辱じよくされてしまうかもしれぬのじゃぞ？」

　ポー姫がこのタイミングで訊たずねたのは、クラウの心を乱すためであったのだろう。あわよくば、オークに対する恐怖心を揺り起こそうと。──もしクラウが瘦やせ我が慢まんをしていただけならば、今ので取り乱していたに違いない。相変わらず小こ賢ざかしい。

　しかしクラウはその問いかけに、わずかたりとも心を乱すことはなかった。

「姫殿でん下か、お許しを……。実はだいぶ前から、オークは怖くありませんでした」

「!?　どういうことじゃ？　まさか最初からオーク恐怖症はウソじゃったとでも!?」

　そうだ。決まっている。分からないのか、姫？　クラウが怖かったのはオークじゃない。怖かったのは戦うことだ。オークと一緒に町のみんなと戦うことが──そして、戦う自分自身が怖かったんだ。

　そうだろ、クラウ？

「いえ、オーク恐怖症は本当です」

　えっ……？　そうなのか？　俺の説、間違ってたのか？

「恐怖症は本当でしたが──しかし、既に完治しました。治っていたと知られるのが恥ずかしくて、ずっと怖いふりをしていただけなのです」

「？　意味が分からぬのじゃ。なぜ恥ずかしい？　しかも、どうやって治したと？　悪化させるために、毎晩低価格帯エロゲーをさせておったというのに！」

「その答えは、先ほど姫殿下自らがおっしゃっておられました。『あえてフルプライスの長編エロゲーはやらせずにいた』と。

『長編ものは意外とオークが出ないから、オークがメインを張る低価格帯の短編エロゲーだけを繰り返してやらせていた。長編をやらせては〝女騎士はオークに弱い〟という思い込みが薄れてしまう』と、ご自分でそうおっしゃっておられたではありませんか。分かりませぬか？　私は今、その『〝女騎士はオークに弱い〟という思い込みが薄れている状態』なのです」

　ええと……つまり、どういうことだ？

「な……なんじゃと！　つ、つまり汝なんじは、まさか──、





　フルプライスの女騎士エロゲーを




　　　　プレイしたというのかっ!?」



「いかにも！」

　──って、おい！　なにが『いかにも』だ！

　おかしいな？　ついさっきまで、わりと真面目まじめな話をしていたはずなんだが……？

「し……しかし、どうやってプレイしたのじゃ？　妾わらわはフルプライスの女騎士エロゲーなど持っておらぬぞ？」

「私の私物です。祖母殿からもらったおこづかいで買ったのです。ダイナマイトジョニー端山店のアニメショップで」

　あのときに買ったのかよ!?

「ぐぬぬぬ、細かいところを伏ふく線せんとして持ってきおって……。またもや超ロングパスの見事な伏線回収！　芸術的じゃ。まるでアメフトの名試合を見ておるようじゃ」

　ポー姫、落ち着け。伏線とか、またマンガ脳か。そもそもそんなに芸術的でもない気がするし。

「家に帰ったあと、リンイチローのパソコンに勝手にインストールしてプレイしたのです。ちなみに、パソコンをよく調べたらもう何本か既に入っておりました。〝哲学入門　よく分かるショーペンハウエル〟というフォルダーに」

「なにっ、気づかなかったのじゃ！〝マクロ経済学その一〟の看護婦さんものは見つけておったのじゃが。あと〝マクロ経済学その二〟の妹ものと〝環境問題シミュレーター二〇一四〟のメイドさんものも」

　お前ら、他人のパソコン勝手に漁あさるな。

　使っていいとは言ったが、そこまでしていいとは言ってないぞ。──というかクラウまでパソコン使ってたのか。ファンタジー世界の女騎士のくせに。

「うむむ、なんということじゃ。そんな理由でオーク恐怖症が治っておったとは……。『恐怖症が治っていたと知られるのが恥ずかしい』と言っておったが、なるほど隠していた気持ちも分かる」

　ああ、本当に恥ずかしいな。

「ちなみに、そのことを抜きにしましても、私にセクハラはそれほど通用しなかったことでしょう。実は最近、男子には少しずつ免疫が……。これも祖母殿のおかげです」

　ん？　クラウ、どういうことだ？

　うちの祖ば母あちゃんがどう関係ある？

「リンイチローの祖母殿の手引きにより──、

　朝起こしに行くフリをしてリンイチローの寝姿をジロジロ見たりしておりましたから！


　あと洗濯のときにパンツを盗んだり、食器を

　洗うついでに使用済みの箸はしを舐なめたりも！」






　なんだと!?　クラウ、お前なにやってんだよ！

「そういった事情により、多少のセクハラには耐えることが可能なのです」

「ぐぬぬ、まさか汝なんじがそこまでのエロス女になっていたとは……!!」

　ホントだよ！　というより自分がセクハラする側になってるんじゃないか！　そりゃ、セクハラに耐性できるよ！

　クラウのやつ、なんか毎朝起こしにくると思っていたが、まさかそんな理由だったとは……。

「許せ、リンイチロー。しかし祖母殿が『家事を手伝ったら孫にそのくらいやっていい』とおっしゃったのだ……。同い年の男子に軽度エロス行為をするという誘ゆう惑わくに耐えられなくてな」

　まさかお前、それで家事やってたのか!?

　それ、今日一番のショッキング発言だよ！　ババアもなに言ってやがるんだ！

「うむむ、どうやらクラウゼラを見くびっておったようじゃな……。さすが女騎士はエロいのじゃ」

　違う。これは世間一般でイメージされる女騎士のエロさとは関係ない。

　ともあれ、だ。

　もともと姫はクラウを動揺させる気であったのだろう。

　しかし『クラウはもうオークが怖くない』──この事実が知れたことにより、心を乱されたのは相手側だ。

「〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟は、もうオークが怖くないだと？　……ブゴーフゴー」

　ダイナマイトジョニーの構えに、ほんのわずかながらも怯おびえが見えた。

　そして、達人級同士の戦いならば、多くの世界でそうであるように──、

「ブゴーッ、フゴーッ！」

　弱い側が、先に仕掛けた。緊張感に耐えられずに。

　巨大な棍こん棒ぼうが、クラウの頭部に振り下ろされる。それは明らかに『殺すため』の手加減なき一撃。もし命中すれば『クラウを力尽くで従わせる』という目的は果たせまい。

　──とはいえ、このような一撃、クラウに当たるはずもなかった。

「愚かなり、ダイナマイトジョニーよ！　八歳児にたぶらかされてショッピングモールを建設しようとは──そのような曇った心で、この〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟に勝てると思ったか！」

　クラウは、光る戦剣ローゼウムを縦に一いつ閃せん。

　その速度はジョニーの棍棒はおろか、音速すらはるかに上回る。

「フゴー……ッ」

　棍こん棒ぼうの一撃は途中で止まり、オーク最強戦士の巨体が膝ひざからがくりと地に伏した。

「ブゴー、フゴー……クッ、殺せ！　トドメを刺すがいい！　このダイナマイトジョニー、敵からの情けは受けん！」

「いいや、殺しはしない。騎士たるもの、命を無為に奪ったりしない。……真の騎士とはそういうものだ」

　一応言っておく。

　今さらカッコつけても無駄だぞクラウ？






エピローグ







Ｑ．「朝、麟りん一いち郎ろうを起こしに来たとき、なぜクラウの顔は赤くなかったのですか？」

Ａ．「直前に大量の鼻血を出していたからです。《魔法地平シーズベツド》の人間は興奮するとマンガのように鼻血を出します。そのため、むしろ貧血気味で青白い顔だったのです（いわゆる『賢者タイム』あるいは『賢者タイムきらら』と呼ばれる現象です）」
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「おいっクラウ！　さっきの話、本当か!?」

「リンイチロー……。本当はもう少し隠しておくつもりだったのだが──しかし戦いの熱気の中で、つい余計なことを口走ってしまったようだ。不器用な私を笑うがいい」

　いいや、笑えない。つまり本当ってことなんだな？　テンション上がって、つい自白してしまったということか？

「祖母殿は『きっとリンイチローも喜ぶだろうから安心おし』ともおっしゃっていた。だから多少恥ずかしくはあったが、動揺することなくジョニーに勝利することができた。これはお前と私、二人の勝利だ」

「いい話にするんじゃない！　喜ばねえよ！　むしろ引くよ！　ちょっと怖いよ！　お前、もっと恥ずかしがれ！」

「……もしかして、やはり恥ずかしいことだったのか？　祖母殿が『こっちの世界じゃ恥ずかしくない』と言っていたから──」

「あのババアはウソツキなんだよ！　いいかげんに学習しろ！」

「そ、そうか……」

　クラウは改めて顔を耳まで真っ赤にさせると──、

「クッ、殺せ！」

　と、いつもの台詞せりふを口にした。

　いいよ、もう。どうだって。

「そ、それと……リンイチローよ、いい気になるなよ！　私は同い年の男子ならだれでもよかったのだからな！　お前のことが好きなわけではないぞ！　裸を見られて、一つ屋根の下で同居して、一度は結婚しそうになって、その後に寝顔やパジャマ姿を見たり、箸はしを舐なめたり、パンツを盗んだり、部屋のゴミ箱の中を見てドキドキしたり、『チケットが一〇枚集まったら偶然を装って風ふ呂ろか着替えに乱入していい』と言われていても、ちっともリンイチローのことなんか特別ではないのだからな！　分かったか！」

　うるさいよ！　長いよ！　どうでもいいよ！　あとチケットってなんだよ！　いろいろ意味分からねえよ！







　ともあれ、こうして勝負はついた。

　総勢二〇〇〇のオークたちは、部族長のダイナマイトジョニーを失ったために総崩れとなり、我先にと逃げていく。

「──ジョニーさまがやられたぞ！　ブゴーフゴー！」

「──もうダメだ！　ブゴーフゴー！」

「──退却！　全軍退却！　ブゴーフゴー！」

「ああっ、待つのじゃオークども！　だれが退却してよいと言った！」

　ポー姫はオークの軍ぐん勢ぜいが逃げるのを必死で押おし留とどめようとするが、もともとこのオークたちは姫でなくジョニーの部下。彼が倒れた今となっては、さすがに言うことを聞く者はだれもいない。

　気がつけば姫は、ポツンと広場に取り残されていた。傍らにクラウと俺だけを残して。

　これで姫も、だれが本当の味方なのか分かったはずだ。

　最後まで一緒にいてくれる仲間がだれなのかを。

「姫、お前の野望ももうおしまいだな。みんなに謝って許してもらえ」

「ぐぬぬ、なぜ皆、妾わらわの崇高な理念を理解できぬ……!!」

　また悪役っぽい台詞せりふだ。姫、そういうのホント似合うな？

「とにかく妾わらわは謝るなんて嫌なのじゃ。妾が悪いわけでもないのに、なぜ謝らねばならぬ？」

　いや、悪いだろ。どう考えたってお前が悪だ。

　それに、そうも言ってられない状況みたいだぞ。

「とりあえず、フリだけでも反省した方がいいんじゃないか？」

「なんじゃと？」

　ふと周囲を見渡せば──亡命政府連合軍と町民たちに、ぐるりと完全に囲まれていた。

「……ポーちゃん、捕まえた」

「さて、と──この子どうしてくれようかしら！」

　ファウ第八皇女や宮ミ籐ヤたち銀河帝国ハーストウール軍に、

「キシャー、シュルル……。シュルルルルルル？」

　水神ミナカミさんたち海底国家アトランテイス軍、

「ええっ、水神ミナカミさん!?　さすがにそれはやりすぎと思うモグー」

「うむ、拷問はよくないですぞンシュフフムフー」

　地底民族モグラニアン軍に自由フランス軍。

　全軍、逃げるオークたちには目も向けず、姫の方を睨にらんでいた。どうやら主犯がだれなのかバレているらしい。

　どうでもいいが、水神ミナカミさんは優しい顔して怖おそろしいこと言うんだな？　本気じゃないんだろうが、まさか『キシャー、シュルル』だなんて……。彼女の黒い一面を見た気がするぞ。

「どうする姫？　これでも謝らない気か？」

　俺がそう訊たずねるとポー姫はよほど『キシャー、シュルル』が怖かったのか──、

「ウウウ……ごめんなさいでしたのじゃ！」

　と謝った。

　最大級の謝意と反省を示す伝統的謝罪方法──いわゆるゲドザで。

「妾たちは大切なものを見失っていたようなのじゃ。田舎の人たちはショッピングモールさえあれば喜ぶのだと思い込んでおった。だれもが便利でオシャレな都会に憧あこがれているのだと。しかし実際にはそうではなかったのじゃ。この町の人たちには、都会の匂においなんかよりもっと大事なものを持っておる……。それを取り上げるようなことを我々はすべきではない。少なくとも妾にはできぬ」

　いいこと言ってるはずなんだが、なぜか聞き覚えがある気もするな？

　その後、長時間にわたる説教ののち、姫はようやく解放された。





　　２






　俺たちが帰宅したときには、夜明けも間近。空もそろそろ白んでいた。

「フー、ひどい目に合ったのじゃ。まさか徹夜で説教とは……。八歳児に対してこれは児童虐待なのじゃ！」

　急に八歳アピールするな。

　そもそも長引いたのは姫が悪いんだぞ？　説教が終わりそうになるたびに、お前が反省してないようなことを言うから。

　だが、それでも最終的にはみんな姫のことを許してくれた。田舎の住民が全員善良な人間ばかりとは思っていないが、それでもこの町はいい人が多い。皆、優しい。

「なにはともあれ、説教が終わってよかったのじゃ」

「いいえ、姫殿でん下か。まだ終わりではございません」

「む？　なんじゃクラウゼラよ？　どういうことじゃ？」

「今から私もお説教をいたします。町の皆様より『お前からも姫をちゃんと叱しかっておけ』と言いつけられているのです」

「な……なんじゃと!?　やっと解放されたばかりの妾わらわに追い討ちをかけるじゃと？　しかも汝なんじ、騎士ローズバドなのに主あるじを叱るつもりであるのか？」

「騎士も主も関係ございません。これも皆様から言われたことでございますが──悪いことをした子供を叱るのは、年長者としての義務なのです」

「な、なんと!?」

　いいぞクラウ。よく言った。

　いつも姫を甘やかしていたクラウが立派になって……。今回の一件はロクでもない騒そう動どうだったが、クラウが姫を叱れるようになったのは、唯一得られたものと言ってよかった。

「では姫殿下、そこに座ってください」

　がんばれクラウ！

「う、うむ……。おっと、急に思い出したことがあるのじゃ。懐に入れたまま今までずっと忘れておった。説教の前に、これをクラウゼラにあげるのじゃ」

「……？　これは？」

　姫が懐から取り出したのは、小さな黄色い花の髪飾り。プラスチック製の安物だ。

「クレーンゲームの景品じゃ。ダイナマイトジョニー端山店のゲームコーナーにあったやつ。本当はラムネ菓子の方が取りやすかったのじゃが、汝に似合うと思ってのう」

「これを、私に……？」

「うむ。妾の二つ名と同じキンポウゲの花じゃ。妾が汝とずっと一緒にいられるように……。日ごろの感謝と友情の証あかしじゃ」

「おおっ、姫殿下！　もったいなや！」

　クラウは恭しくその髪飾りを受け取ると、その場で自分の髪につける。

　一六歳がつけるには安っぽすぎるが、似合っていないわけでもなかった。

「姫殿下、感激でございます……。子々孫々まで家宝にすると誓いましょう！」












「うむ、似合うぞ我が友クラウよ。それで、お説教の件なのじゃが……」

「はっ……。本当は最低一時間は叱しかるように言われておりましたが──しかし姫殿でん下かは充分に反省しているようですし、もういいでしょう」

「やった！　ラッキーじゃ！」

　クラウ、お前ホントにちょろいんだな？

　この姫、絶対反省してないぞ。クレーンゲームの景品で誤ご魔ま化かされてるな。

「姫……お前、最低だな？」

「な、なんじゃリンイチロー、その汚物を見るような目は？　一応言っておくが、あれをクラウゼラのために取ったのは本当じゃし、『ずっと一緒にいられるように』や『日ごろの感謝と友情の証あかし』だのも少しは考えてなかったわけでもないのじゃぞ。マジでマジで」

　はいはい、分かったよ。少しはな。

「しかし、今回の作戦は惜しかったのう。もう少しで成功して、この町にショッピングモールを作ることができたのじゃが」

　やっぱりお前、全然反省してないんじゃないか！

「やはりダイナマイトジョニーではダメだったのじゃ。いわゆるジャスコなどではなく、本物のジャスコならば話は違っておったに違いない。イオングループの経営する本物のジャスコならば！

　妾わらわの調べたところ本物のジャスコには、映画館にボーリング場、さらには外国資本の巨大オモチャ屋トイザらスまでがその中にあるそうじゃぞ」

　ああ、規模のデカいところはそうらしいな。

「そんな素晴らしいモールならば、町の連中も反対などしなかったろうに……。というか、妾わらわも行ってみたいのじゃ。ダイナマイトジョニーなどではなく本物のジャスコに！　どこにあるのかは知らぬのじゃが。……うむむ、話しておったらテンション上がって、今にも行きたくなってしまったのじゃ！

　ジャスコー!!　ジャスコー!!　本物のジャスコー!!　映画見て、ボーリングやって、外国製の微妙なデザインのオモチャほしいのじゃー!!」

　なんだ、なんなんだ急に!?

「ジャスコー!!　ジャスコー!!　連れていくのじゃー!!　お買い物して、フードコートでご飯食べて、遊戯コーナーでクレーンゲームやりたいのじゃー!!　ジャスコー!!　ジャスコー!!　連れていけー!!　ジャスコっ！」

　祖国ではその美しさ故に〝金きん鳳ぽう花げの君〟と呼ばれていたらしいポー姫（八歳）は──最後の『ジャスコっ』でタタミの床をゴロゴロと転がりながら、俺の方へと迫ってきた。二つ名の由来となった金髪をバサバサと振り乱しながら。

「……リンイチローよ、頼みがある」

「？　なんだよ、クラウ？」

「頼みというのは姫殿でん下かのことだ。つまり、その、リンイチロー……姫殿下をジャスコに連れていけ」

　断る！

　いいことをした褒美ならまだしも、今回連れてく理由はなにもねえよ！

「ジャスコっ！」

　姫は、またゴロゴロゴロゴロ。

　転がるな。迫るな。超ウザい。

「おお、ジャスコ──そこに行けばどんな夢でも叶かなうという、どこか遠くにあるユートピア……。偉い大だいな海賊王が、この世の全すべてを置いてきたという……」

「どうだろう、リンイチロー？　姫殿下もこのように言っておられるし、ほら……」

　なにが『ほら』だ。

　だから、お前も甘やかすな。







　窓の外では、いつの間にやら空は空色。

　五月下旬の穏おだやかなブルー。

　女騎士クラウと姫ポー──この二人が来て以来、俺の日常は騒がしい。

　きっと二人は、俺が根負けしてこう言うのを待ってるのだろう。

『分かったよ。姫さま、女騎士さん、ジャスコ行こうよ』

　……絶対、言ってやりたくないが。






エピローグ２









　東京、某所。

　平へい家け親族会、五月の定例会。

「景かげ清きよよ、ダイナマイトジョニーが敗れたそうだぞ？」

「おや、そうですか。お膳ぜん立だては完かん璧ぺきだったのですがね。銀行や息のかかった投資家を通じて二号店出店の話を持ちかけ、町民の前では反対するフリをしながら上う手まくお姫様をけしかけて──」

「言い訳は必要ない。我ら平家は結果が全すべてだ」

「はは、耳が痛い」

「よいか景清よ、一年以内にあの地に巨大ショッピングモールを作るのだ。これは一門の決定である」

「はっ、この命に代えましても……」





あとがき







　皆の者、ごきげんよう。おなじみ超次元美少女伝説ポー姫じゃ。よくあるキャラが挨あい拶さつするタイプのあとがきじゃな。

　どうせラノベのあとがきなぞ『初めての人は初めまして、そうでない人はご無ぶ沙さ汰たしております。関係者の皆様ありがとう』みたいな判で押したようなことを言うだけなのであるから、せめて妾わらわのような美少女が挨拶した方が退屈せずに済むというものじゃろう。

　ともあれ汝なんじら、本書「女騎士さん、ジャ○コ行こうよ（仮）」をお買い上げいただきありがとうなのじゃ。タイトルの『ジャ○コ』じゃが、伏せ字で分かりにくいかもしれぬが、有名な全国チェーンの大型ショッピングモールのことである。本書では田舎のモールを指す代名詞として、この名を使っておるというわけじゃ。勝手に名前を使って怒られなければよいのじゃが……。む？　なんじゃ？　編集者から業務連絡じゃと？

（※業務連絡：あとがきの最中ですが、たった今、ジャスコの会社からタイトル及び本文で『ジャスコ』の名称を使ってもいいというＯＫが出ました）

　……って、本当であるか!?

　えっ、マジで？　あとで『やっぱダメ』とか言うのはナシじゃぞ!?　そ、そうであるのか……担当編集者が向こうの会社に連絡取ってくれているとは聞いておったが、まさか実現するとは！　うむうむ、なんでもやってみるものじゃのう。

　皆の者、プライベートブランドのジュースでカンパイ！　それでは妾は今から本文中の『ジャ○コ』を『ジャスコ（伏せ字なし）』に書き直す作業に取りかからねばならぬ。さっさと挨拶を終わらせるのじゃ。

　霜しも月つき先生、イラストありがとうございます。先生のイラストは、キャラももちろんいいのですが、背景がまた素晴らしいです。この美しい田舎の景色！　それからデザイナーさん、表紙デザイン、すごくいい感じです。ＭＦ文庫Ｊの緑色に一部文字が赤という組み合わせがジャスコのマークを連想させます。それから担当さん、ホントにいい仕事をしてくださいました！　おかげで本書のタイトルは『ジャ○コ』でも『ジャコス』でもなく『ジャスコ』です！

　そして最後に、名称を気前よく使わせてくださったジャスコ関係者の皆様、本当にありがとうございました。

　フー、お礼はこんな感じかのう？　あ、そうそう、もちろんこの本を手に取ってくださった汝らもありがとうじゃ。中にはジャスコで買った者もおるじゃろう。それを想像すると、なにやら胸が熱くなる。

　それでは皆の者、次は二巻でまた会うのじゃ！









　著者

　伊藤ヒロ（いとう・ひろ）

　　ライトノベルにゲームにアニメと、マルチに活躍中の小説家兼フリーライター。




　　本作の舞台は架空の町ですが、私の生まれた町もだいたいこんな感じです。あと、ジャスコ様ありがとう！




　イラストレーター

　霜月えいと（しもつき・えいと）

　　はじめまして。霜月えいとと申します。

　　あたまの片隅にでも覚えて頂ければ幸いです。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／霜月えいと

　　装丁／AFTERGLOW
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